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　──そして、最大のイベントは幕を上げる。







　　　Life.0







　二月下げ旬じゆん──。

　クリフォト──トライヘキサ、邪じや龍りゆう軍団との戦いから二十日以上経たった頃ころだ。

　俺──兵ひよう藤どう一いつ誠せいは、大型ベッドの上で非常に興奮と共に困こん惑わくを覚えてしまっていた！

「……卒業したいの」

　そのような熱を帯びた声こわ音ねと共に潤うるんだ瞳ひとみを見せるのは──俺の上に一糸まとわぬ姿でまたがる朱あけ乃のさんだった！

　少し前のことだ。お風ふ呂ろを済ませたあと、俺が自室に入ろうとしたら、例のエロ部屋に似た雰ふん囲い気きを持つ謎なぞの一室に入り込んでしまったんだ！　しかも透すけ透すけランジェリーを着た朱乃さんが、待機していた！

　なんでも、イリナがミカエルさんからいただいた例のエロ部屋に繫つながるドアノブに対して、堕だ天てん使し側──グリゴリも思うところがあったようで、天界からの技術提供を受けて新たなドアノブを開発したというのだ！　いま、俺と朱乃さんがいるこの部屋こそ、ドアノブ式エロ部屋（グリゴリ・バージョン）だった！

　それらのことを、朱乃さんがランジェリーを脱ぬぎつつ軽くレクチャーしてくれたわけだが……っ！

　俺にまたがったまま、するするとこちらの衣服を脱がしていく朱乃さんは、何かの覚かく悟ごを持っているかのような表情だった。

　朱乃さんはパンツ一丁になった俺の右手を取ると──自身のおっぱいに当てていく！　極ごく上じような女によ体たいのやわらかさが俺の五指、手のひら全体に行き渡わたる！

　朱乃さんはそのまま顔を近づけてきて、官能的な声で俺に言う。

「……お願い、私にあなたを刻み込んでほしいの……っ！」

　朱乃さんはまたがったまま、徐じよ々じよに俺の体に身を任せようとしてくる。……ふたつの豊満なお乳が、俺の体にもみゅんと触ふれてきて、そのまま押し広がっていく！

　顔がさらに接近していき、唇くちびると唇が触れようとしたときだった。

「見つけたわよ」

　突とつ然ぜんの声！　そちらに視線を送れば、いつの間にかこのエロ部屋に入ってきていたリアスだった！

　リアスは半眼でこちらを睨にらんでいた！

「あら、見つかってしまいましたわ」

　朱乃さんが俺から一いつ旦たん離はなれて、イタズラな笑えみを浮うかべてそう言った。

「私の勘かんを侮あなどらないでほしいわ」

　どうやら、朱乃さんの行動を読んで、俺を探し当てた様子だった。

「朱乃、あなたここでいったい──」

　リアスが言い切る前に朱乃さんがとった行動は──。朱乃さんのやわらかな唇と、俺の唇が重なった。

　朱乃さんとのキス──。しかも、リアスの目の前でっ！

　不意打ちだったため、俺の口は少し開いていた。そこに朱乃さんがキスをしてきたために容易に舌が入ってくる。俺の舌と朱乃さんの舌が絡からみ出す。朱乃さんの強ごう引いんで大だい胆たんな舌した技に俺の脳みそはどろっどろに溶とけていった。

　一分ほど濃のう密みつなディープキスをしたあとで、唾だ液えきの糸を垂らしながら、朱乃さんが唇を離していった。

　…………。

　……いきなりの濃厚なディープキスで、脳内が沸ふつ騰とうしそうだった。

　朱乃さんがリアスに言う。

「──私なりの卒業式ですわ」

　それを耳にしたリアスは、頰ほおをかわいらしく膨ふくらませて怒おこっていた！

　もうすぐ駒く王おう学がく園えんの卒業を控ひかえたリアスと朱乃さんの間で、違ちがう卒業式を巡めぐって何かが起ころうとしている!?

　完全に脳みそがピンク色になりはてた俺を見て、リアスがツカツカとベッドまで無言で歩み寄り、クラクラしている俺の頭を両手でがっちりと摑つかんだ。

　リアスにぐいっと引き寄せられたと思ったら──今度はリアスの唇が、俺の唇と重なり、そのまま舌と舌が絡み出していくっ！

　こ、今度はリアスとディープなキスッッ！

　朱乃さんのとき以上に大胆で過激な舌と舌の絡み合いが始まり、一分なんて余よ裕ゆうで過ぎていくっ！　あまりの展開に意識が吹ふっ飛とびそうになる俺！　朱乃さんの舌技をくらって、リアスにベロチューまでされたら……っ！

　一旦、リアスが唇を離して、こうつぶやいた。

「……これで朱乃とのキスを塗ぬり替かえられたかしら？　負けられないわっ！」

　そう言うリアスは、ついには衣服を脱ぎだしたっ！　外したブラも豪ごう快かいに放ほうり投げて、見事なお乳をぶるるんと突つきだしてきた！

　俺の右手を取るリアス！　自分のおっぱいに当てていく！　く、崩くずれないプリンのごとき最強のやわらかさっ！

　朱乃さんも負けじと俺の左手を取って、やはり自身のおっぱいに当てていった！　やわらかすべすべの至高な触れ心ごこ地ちが、左手から伝わってくるぅぅっ！

　最近、激しい戦いばかりで、こんなピンク色の展開が久しく感じられる！　そのせいか、いつも以上に脳みそが溶けていく感覚を得ていたっ！

　リアスが、朱乃さんが、潤んだ瞳で同時に顔を近づけてきた。

「……イッセーのはじめての女の子に……」

「……いいえ、それだけは譲ゆずれないわ。さあ、イッセー、私を先に──」

　二人に押し倒たおされていく俺ぇぇぇっ！　為なす術すべもない！

　こ、ここが、俺の頂上決戦なのかもしれない……っ！

　ま、まさか、それが二人同時とは思ってもみなかったけど……これも、ハーレム王を目指すためには必要だってことなのか!?

　ええいっ！　ここまできたら、覚悟を決めて、流されても……っ！　いやいや、まずは話し合うのも……っ！　でも、リアスと朱乃さんの女体のやわらかさは俺の脳内を塗り替える必殺の心地よさがありまして……っ！
















　もはや、流されてもいいかなと思い始めていた俺だったが……この部屋にさらに入ってくる者たちがいた。

「イッセーさまっ！　イッセーさまっ、大変ですわっ！」

　レイヴェルだった！　偶ぐう然ぜんに入り込んだのか、それとも探し当てたのか。

　レイヴェルはこちらを確かく認にんする。

「ここだったのですね……って！　お、お邪じや魔ましたようでして……っ！」

　こちらの状じよう況きようを見て、カッと顔を赤くした。なんとも言えない状態をマネージャーに見られてしまったよ！

　しかし、来訪者はさらに増えていく！

　ゼノヴィア、イリナ、アーシアまでもが、このエロ部屋（グリゴリ・バージョン）に入り込んできたのだ！

　ゼノヴィアとイリナが入るなり、開口一番にこう言う。

「やっぱり、こういうものだったか！　朱乃元副部長が、グリゴリから例のドアノブを模したものを入手したという情報が入ってきていたからなっ！　くっ！　私だって個人で欲ほしいんだぞっ！」

「もうっ！　これって、私がミカエルさまからいただいたものだったのに、もう類似品が出るなんてっ！」

　アーシアが部屋を見み渡わたしながら言う。

「やはり、ここに住む女性にとって、一人一個のときが来ているのかもしれませんっ！」

　どんどん女子が増えていくなかで、朱乃さんが小さく息を吐はいて、苦く笑しようしていた。

「……今後、鍵かぎは必要かもしれませんわね」

　リアスもやれやれと俺から体を離してこう漏もらす。

「……いいえ、うちにいる子たちはあらゆる手段で解かい錠じようしてくるでしょうから、アーシアが言うように一人一個なのかしら……」

　マジか！　この部屋が一人一個の時代に入るんですか!?　うれしい反面、どのタイミングでこんな感じの部屋に連れ込まれるか、ちょっと不安も感じちゃいますよ！

　──俺のプライベートは、どんどん削そがれていくのかっ！

　今後を憂うれう俺を置いて、リアスがレイヴェルに問う。

「それで、レイヴェル、ここに慌あわてて入ってきた理由は……？」

　リアスの言葉に、ふたつめのエロ部屋に衝しよう撃げきを受けていたレイヴェルが用事を思い出した。

「そうでした！　こ、これをっ！」

　レイヴェルが、タブレット機器を取り出した。

「驚おどろきだぞ」

「もう大変よ！」

　ゼノヴィアもイリナも興奮している様子だ。

　レイヴェルの持つタブレットに映像が映し出されていた。悪あく魔まの文字からして、冥めい界かいのテレビ──ニュースだろうか？

　──というか、この映像に映っている文字は……とんでもないことを意味しているぞ！

　映像のニュースキャスターが、こう述べていく。

『──と、ついに発表されましたレーティングゲームの国際大会なのですが、すでに各神話勢力との話し合いはついているようでして、各地で予選大会の準備もすでに始まっているとの情報も入ってきております。こうなりますと、予選を突とつ破ぱしてくるチームの予想が──』

　ニュースの字幕スーパーは、こう映されている。

　──『各勢力に激げき震しん！　レーティングゲーム国際大会、ついに発表！』とっ！

　そして、キャスターが話している内容も、レーティングゲームのことで、しかも大会だと報じているしっ！

「…………レ、レイヴェル、これはいったい……っ！」

　あまりのことにエロエロなことも吹っ飛んだ俺は、レイヴェルに意見を請こう。

　レイヴェルが真っ正面から言う。

「──イッセーさま、先ほど、各勢力の首しゆ脳のう陣じんより緊きん急きゆうで発表会見がありました。今年、全勢力をあげてのレーティングゲームの国際大会が始まりますわ！」

　──レーティングゲームの、国際大会……っ！

　国際……全勢力で……レーティングゲーム!?　た、確かにアザゼル先生たちお偉えらい方々は将来的にできたらいいなって言っていたけど……っ！

　リアスが映像を食い入るように見ながら目を細める。

「……そう、このタイミングで仕し掛かけてくるわけね……。アザゼルやお兄さまのご意向を汲くんだ……？　いえ、アジュカさまや他のＶＩＰの……」

　ぶつぶつと独り言をし始めるリアス。何か深く思し慮りよするべきことがあるようだった。

　リアスは俺の頰にキスをしたあとに言った。

「イッセー、残念だけれど、この続きは今度ね。朱乃、まずは現状の確認をするため、冥界に行くわ。ついてきてちょうだい」

「はい、わかりましたわ。うふふ、残念」

　そう言うなり、朱乃さんも俺の頰にキスをしてから、気持ちを『女王クイーン』モードに切り替えて、リアスに付き従った。

　リアスと朱乃さんが服を着るなり、エロ部屋を出て行く。

　残されたゼノヴィアが、戦意に満ちた表情で言った。

「どうやら、慌ただしい春になりそうだね」

　もうすぐ、三年生になる俺にとって、高校生活最後にして最大のイベントが幕を開こうとしていた──。







　　　Life.1　残された俺たち！







　二月暮れから三月初頭、この時期に高校生にとって待ち構えているのは──期末テストである。

　俺はすべてのテストを終えたあと、力ちから尽つきて机に突つっ伏ぷしていた。

「あー、ようやく期末テスト終わったぜ……」

　脳みそを酷こく使ししすぎて、もう何も考えられない……。新年に入ってから、いや、去年からずーっとリゼヴィム率いるクリフォトと戦っていたせいか、こういう定期的な学業試験は戦せん闘とう以上に応こたえる。

　……あの怪かい物ぶつ連中は、平和に勉強なんてさせてくれなかったもんな。

　教会トリオが俺の席に歩み寄ってきた。アーシアが俺に言う。

「いろいろあったせいで、勉強が大変なことになってましたね」

「学生生活との両立ですものね。お疲つかれって感じ」

　イリナが俺の肩かたを揉もみながらそう言った。

「私は楽しいぞ。どっちもやりがいがある」

　元気はつらつに答えるのはゼノヴィアだ。本当にまだまだ余よ裕ゆうがありそうだ。

　元気いっぱいなゼノヴィアを見て、イリナは息を吐く。

「私だって楽しいけれど、あなたはちょっと元気ありあまりすぎよ」

「ふふふ、会長だからな。元気がなければ何もできないぞ」

　そう答えるゼノヴィア。会長になってから、いっそうエネルギッシュになったよね。

　──と、俺の視界にいつもの二人組が入り込んでくる。

「おー、イッセー！　テストどうだった？」

「エロ回答なんてしていないだろうな？」

　ハゲとメガネのスケベ二人組だ。

「お、松まつ田だ、元もと浜はま。おまえらこそどうだった？」

　俺が問うと、奴やつらは意味深な笑えみを浮うかべていた。

「ふっふっふ、今回は意外にもいけそうだったぜ？」

「まあ、やれるだけのことはやったからな」

　いつもなら、テスト後に嘆なげいているはずなのに、今回ばかりは余裕があるな。

　しかし、途と端たんに奴らは笑みから一転して、涙なみだをぶわっと流し始める！　元浜と松田が語り出す！

「共にテスト勉強しようとおまえに何度も連れん絡らくを入れたのにことごとく無視されたせいで、俺は松田と勉強会なぞ開かなければならなかったのだぁぁっ！　……おかげで勉強が捗はかどりすぎたがな！」

「俺はイッセーの家で、アーシアちゃんたちと一いつ緒しよにお勉強会をしたかったのにぃぃっ！」

　そ、そうか。二人で勉強会してたのか。

　確かに携けい帯たいの着信に二人の名前が出ていたわ。けど、こちらも激げき闘とうが続き、ショッキングな出来事も多かったから、こいつらに気を配るだけのゆとりが無かった。

　奴らは構わずに血の涙を流さんばかりに訴うつたえかけてくる。

「おまえの家には二大お姉さまのリアス先せん輩ぱいに姫ひめ島じま先輩だろ、それに我がクラス三大美少女たるアーシアちゃん、ゼノヴィアちゃんにイリナちゃん！　さらに一年生で人気最強の塔とう城じよう小こ猫ねこちゃんにレイヴェル・フェニックスちゃんまでいる！」

「北ほく欧おう系銀ぎん髪ぱつ美人教師ロスヴァイセちゃんもホームステイしている！　勉強会を開くには最強最高最大の会場じゃないかッッ！」

　下心満まん載さいじゃねぇかっ！　クソッ！　誰だれが、リアスやアーシアと共に勉強会なんてさせるものかよっ！　うちにホームステイしている娘こたちをスケベな視線で見ていいのは俺だけだ！　俺だけの特権だっ！

　だが、その下心が叶かなわなかったせいで、こいつらはテストを楽々に進められたようだが……っ！

　俺は息を吐き、こう返す。

「……まあ、俺にもいろいろあったんだよ。ほ、ほら、外国からホームステイしている娘ばかりだから、いろいろとな。携帯に出られなかったことは、謝るよ」

　うちに下宿する子たちが大変だったのも事実だし、携帯に出られないぐらい忙いそがしかったのも本当だ。俺は噓うそを言ってないぞ！

　そんなとき、メガネ女子がメガネをキラリと光らせて現れる。

「あーあー、三馬ば鹿かのモテないほうともっとモテないほうが、騒さわいでるわ。まったく、モテない菌きんがうつっちゃいそう」

　それを聞いた松田と元浜が桐生きりゆうに食ってかかる。

「おのれ、桐生！　モテないほうともっとモテないほうだと!?」

「どっちがどっちだ!?　それだけはハッキリしろぉぉおおっ！」

　二人の魂たましいの叫さけび。桐生は相変わらず軽く流していたが……。

　ふと、元浜が話題を変えて、俺たちにこう言ってきた。

「しかし、それにしても、驚いたぞ。──アザゼル先生のこと」

　…………。

　……言葉もない俺やオカ研女子たち。

　松田が続く。

「あー、それな！　いきなり、この学校を辞やめて国に帰るなんてな」

　元浜がさらに言う。

「慕したっていた生徒たちは皆みんな一様にショックが隠かくせない様子だったぞ。アザゼル先生の授業は好評だったからな」

　……この学校の教師をしていたアザゼル先生は、事情があって学校を急きゆう遽きよ辞めることになったということになっていた。

　松田が訊きいてくる。

「イッセーたちは何か理由知っているんだろう？　オカ研の顧こ問もんだったもんな」

「あ、ああ……。国の家族に何か起こったらしくてさ。俺たちも……驚いたよ」

　そうとしか答えられない俺。

　……そうさ、アザゼル先生は……もういない。……死んじゃいないけど、現状手の届かない場所に行っちまった。

　教会トリオも思うところは当然あるため、三人とも表情を暗くしていた。

「…………」

「…………」

「…………」

　俺たちの正体を知っている桐生は、事情も知っているためか、空気を変えるように明るく努めてくれていた。

「ほらほら、暗くならない暗くならない。二度と会えないわけじゃないんでしょう？　なら、そのうち会えるようになるわよ。ああいう先生だし、案外用事をさっさと切り上げて道みち端ばたでバッタリ再会なんてあるかもよ？」

「あ、ああ、そうだな」

　俺もどうにか表情を無理矢理明るくさせた。

　……先生がいなくなってから、皆、こんな調子だよ。リアスも、朱あけ乃のさんも、一年生たちも、ロスヴァイセさんも、皆時折寂さびしそうにしている。

　正直、実感がないといえばない。遠い出張なだけで、いつもの調子で「よっ！　ただいま！」ってひょっこり顔を出すのではと思ってならない。

　けど、それは永久とも思えるほどに遠い未来の話だ。

　……先生がいなくなった理由も事情もわかる。

　──でも、先生。やっぱり、寂しいよ……。

　レーティングゲーム国際大会に加え、俺の昇しよう格かくの話も聞かされていて……先生がいないこともそこに重なるものだから……。

　本音を言えば、俺は心が落ち着かなかった──。







　テスト期間を終えて、部活を再開させる新生オカルト研究部。

　部室で来年度に向けた準備となっていた。新オカ研メンバー全員で卓たくを囲んで、スケジュールの確かく認にんをしていた。

　木き場ばがアーシアに資料を渡わたす。

「アーシア部長、これが来年度からの予定表です」

　部長の席に座り、資料に目を通すアーシア。

「はい。私たちの進級と、新入生への部活体験入部の用意などですね。やっぱり、年度の初めは行事がいっぱいですね」

　そうさ、約一ひと月つき後には、新学期となり、俺たちは進級だ。さらに新一年生が入学してきて、学校行事もまた一から開始となる。

　アーシアが思い返すように感かん慨がい深ぶかく言った。

「私たちももうすぐ三年生ですね。なんだか、この一年、いろいろありましたが、あっという間のようにも思えて……」

　そうだな、あっという間だった。

　俺も悪あく魔まになって、そろそろ一年だ。去年の四月に俺は悪魔に転生したのだから──。

　一年生三人組の会話が耳に入ってくる。

「……私たちも二年生です。来月には後こう輩はいが来るよ、ギャーくん」

「だ、大だい丈じよう夫ぶだよ、小猫ちゃん！　僕だって、先輩らしく振ふる舞まえるはずだもの！」

　人前に出ても逃にげなくなったギャスパーは成長しているけど、先輩らしく振る舞えるかはまだわからない。先輩としてがんばってほしいもんだぜ、ギャー助すけ。

「一応、来月になったら、新入部員の募ぼ集しゆうもかけなければなりませんわね」

　レイヴェルが書類を整理しながらそう言った。

　そうそう、それも新体制で大事な行事だ。とはいえ、特とく殊しゆな事情を抱かかえるオカ研の新入部員は……一いつ般ぱん生徒から募つのるのも難しい。ただし、行事なので一応募集はかけねばならないのだった。

　……去年の新入部員の勧かん誘ゆうについて、あとで木場に詳くわしく聞いておかないとな。

　その木場が言う。

「うちの関係者でこの学校に新たに入ってくるのは、ルフェイさんに九重くのうさん、それにトスカ。ソーナ元会長……いや、そろそろソーナさまと呼んだほうがいいのかな。シトリー側からもベンニーアさんが進学してくることになっているね」

　意外に身内からの転入組が多いんだよね。しかも、ルフェイとベンニーアはオカ研所属を希望している。九重だって、小学校が終われば放課後にここへ遊びに来そうだ。

　そして、転入組のなかで何よりも驚おどろきなのが──。

「そっか、トスカさん、ここに来ることを決めたか」

　俺が木場にそう問うと、こいつったら気き恥はずかしそうにしていた。

「中等部だけどね。ここに放課後顔を出すようになると思うから、皆、仲良くしてあげてね」

　彼女も転入を決めた！　トスカさんも日本で暮らし始めてまだ日が浅いけど、木場と同じように普ふ通つうの学校に通いたいと申し出たそうだ。リアスがこれを断るわけがなく、即そく断だん即そつ決けつで、トスカさんの転入が決まったのだという。

　慣れない国での初めての学校で戸と惑まどうことが多いだろうけど──。

「俺や皆でフォローしてやろうぜ」

　俺の意見に皆もうなずいてくれた。いや、俺がそう言わなくても、ここにいる皆はトスカさんを助けてくれるだろう。何せ、ここはあらゆる勢力の者たちが集つどって一丸となって生活している場所なんだからさ。

　ふと、ゼノヴィアが先ほどの木場の言葉から思うところがあったようで、口にした。

「……木場のように私たちも上の先輩方の呼び方に気をつけたほうがいいんだろうな。リアス……さま、か？　アーシアは『お姉さま』と呼ぶだろうが、私は眷けん属ぞくの手前、なかなかに呼び方に悩なやむな。私も『お姉さま』呼びにするべきか……」

　リアスも朱乃さんもソーナ元会長も、ここをもうすぐ卒業するし、いつまでも「元部長」「元会長」という呼び方もおかしいか……。ゼノヴィアの言うことはもっともだ。いま、部長はアーシアで、会長はゼノヴィアなんだしな。

　俺が木場と小猫ちゃん、ギャスパーに言う。

「木場や小猫ちゃん、ギャスパーが一番呼び方に悩むんじゃないか？」

　三人ともいまのところ「元部長」と呼んだり、時折名残なごりで「部長」とも呼んでいるが、それもさすがにリアスが卒業してしまったら、あらためなければならないのかもしれない。これから入ってくる者たちが聞いたら、どの部長で、どの会長か、受け取り方に関して混乱してしまうだろうからね。

　──と、木場と小猫ちゃんとギャスパーが途と端たんに顔を赤らめてこう言った。

「……僕たちは、実のところ、もう決めているんだ。まあ、まずは卒業されてからかな」

「……はい、卒業したら呼び方をあらためるつもりです。あ、あとでイッセー先せん輩ぱいたちにもご相談します」

「ぼ、僕のなかでは、い、一大決心ですぅっ！」

　ほうほう、三人ともすんごい恥はずかしそうにしているけど、リアスの呼び方について、何か考えがあるようだ。さてさて、どんなことになるか、あとで聞いてみましょうかね。

　……と、まあ、転入組のこともそうだし、リアスたちも卒業するしで、いろいろと変化の訪おとずれる春が近いってことだ。

　それは俺たち自身の変化──上級生になるってことでもあるし、その先のこと、進路も視野に入れて動かないといけない時期になったってことだ。

　俺が窓から外を眺ながめながら言った。

「まあ、そういう時期ってことだよな……。いろいろと先のことも考えなきゃいけない。俺は卒業したら大学部だな。ま、そこはここにいる二年生は変わらずだろうけど、その先は皆決まってんのか？　そこはあんま聞いてなかったな」

　いわゆる大学卒業後の進路だ。高校卒業後、ここにいるメンバーの全員が大学部進学だろうけど、そのあとのことについてはあまりに聞いてなかったかもしれない。

　木場が言う。

「僕はリアス元部長の仕事を手伝いつつ、資金を蓄たくわえようと思ってる」

「資金？　何かやるのか？」

　俺の問いに木場は両手でジェスチャーをした。ボウルのなかの何かを泡あわ立だて器で、かき混ぜる仕草だ。

「うん、駒く王おう町にケーキ屋とか建てるのもいいかなって思う。まあ、長い悪魔の生だから、いろいろやるにしてもまずは資金かなって」

　ケーキ屋をしたいって野望があるのか！　そうだな、木場がケーキ屋の主人って案外合うのかもな。何より、こいつの作る──。

「チーズケーキ、イッセーくんの好物だろうから、いつでも食べられるようにしておくのもいいかもってね」

　なんてことを木場が言った。そう、こいつのチーズケーキは絶品なんだよな。

　木場は手先が器用で、料理全ぜん般ぱんに秀ひいでてるし、ケーキ屋のほかにもいろいろやれるかもね。

　今度はゼノヴィアが言う。

「私は……何かを教える仕事に就つきたいな」

　そうきましたか。そりゃ、意外な答え……ってほどでもないか。会長目指してから、勉強には、えらく励はげんでいたし、ちょっと前に比べたら脳みそ筋肉少女なところはなりをひそめた。

「進学を目指す生徒のための塾じゆくを人間界や冥めい界かいに作るのもありかなと思ってる。まあ、まだ具体案もなく、朧おぼろげだけどね」

　ゼノヴィアが塾を建てるとな！　驚きの野望だが……まあ、木場が言うように長い悪魔の生だろうから、いろいろ考えておいて損はないだろう。俺だって、百年後、どんな野望が新たに浮うかんでいるか、想像つかないからね。

　木場とゼノヴィアの将来のことを聞いて、イリナは難しそうに首をひねっていた。

「うーん、案外、私の周りの同級生って、卒業後の進路、将来のことを考えているのよね」

「イリナは将来グレモリーの関連企き業ぎように就職……とかってわけじゃないよな？　やっぱり、天界関連か？」

　俺が訊きく。グレモリーは、俺たちはもちろん、仲間であるイリナのことも望めば快く受け入れてくれるだろう。でも、普通に考えればイリナは教会関連の仕事を望むと思う。

　イリナが言う。

「いちおう、駒く王おう学がく園えんの大学部に行くけれど、その先は教会に関連するところに携たずさわるか、それ以外かで迷っているかなーってところね。非常時の招集に駆かけつければ基本何をやってもいいらしいわ。といっても、数年先のことなんで、どうなるかわからないけれど……。ただ──」

　イリナは途端に言いよどみ、小声で恥ずかしそうにこう続ける。

「……私は……将来パン屋さんとかいいかなーって」

　ほうほう！　イリナはパン屋かよ！　ホームベーカリーをあれほど大切にしてたけど、今度は本格的にパン作りしたくなったのかな？

　ゼノヴィアが続く。

「そう、イリナが進路希望調査の紙にそう書いているところを見て驚いたぞ。本格的な店だろう？」

　イリナがうなずく。

「ええ、実は最近勉強しているの。リアスさんや朱乃さんに習っているのよ。……食しよく卓たくに出すのはもう少し待っていてね」

　へー、そりゃ楽しみだ。

　リアスも朱乃さんもパン作れるからね。実は兵ひよう藤どう家には、パンを焼くプロ仕様のオーブンまで備えられているのだ。さらに屋上にはピザを焼く窯かままで作られた。

　ゼノヴィアはイタズラな笑えみを見せてこうも述べる。

「ちなみにイリナの第二希望は──お嫁よめさんだったな。すぐに消しゴムで消していたが」

　これにはアーシアも顔をパァと輝かがやかせた。

「とても素す敵てきです！」

　イリナがゼノヴィアの顔を両手で押さえる。

「ちょ、ちょっと、ゼノヴィア！　バ、バラさないでよ！」

　恥ずかしがっているイリナを見て、皆みんなが微笑ほほえむ。

　いやー、メルヘンチックというか、女の子らしいというか。いいよね、こういう会話でそういうことが出るってさ。あー、平和が戻もどってきたんだなって心から思えるよ。

　しかし、イリナは深く息も吐はく。

「けど、お嫁さんはともかく、パン屋はちょっと難しいかもしれないのよね」

「どうしてだ？」

　訊く俺にイリナが答える。

「天界の情勢が厳しいからかな。上は将来的にセラフメンバーや上層部の欠員を埋うめたいそうだから、力ある転生天使にも声がかけられるそうなの。パパにね、言われちゃったの。ここで戦ってる私にも将来的に声がかかる可能性が十分にあるって。そうなったら、パン屋どころじゃないって。天界のため、教会のため、信徒のため、身を粉こにして尽つくさなければいけなくなるかも。光栄だけど、プレッシャーよね」

『…………』

　イリナの言葉に皆は真ま面じ目めな表情となっていた。

　……そうだ、明るい日常の会話に安あん堵どもしたけど、邪じや龍りゆう戦せん役えきと称しようされたあの戦いの戦後処理はまだ全部終わっていない。各勢力の主力クラスは、トライヘキサとの永い戦いに出向いてしまっていて、実質失われたも同然だ。これからが大事となる。天界だって中心となるセラフメンバーを失い、多くの天使が戦死した。イリナも今後天界から能力を求められるだろう。どうしても、あの戦いが、俺たちの今後の何かに影えい響きようを与あたえていく。

　各神話勢力の領域で大いに暴れてくれたトライヘキサと邪龍軍団。人間界にも現れて、複数の島、軍隊、大自然の景観を蹂じゆう躙りんしてくれた。人間界の被ひ害がいは、他の神話領域に比べたら、それほどでもない。各勢力の神クラスが、神の御み業わざで壊こわされた領域の修復、修しゆう繕ぜんに尽じん力りよくされているおかげで、元の姿に戻りつつあるという。

　けど、失われた命は、そう簡単に戻せるわけがない。ダメージを負った神クラスも、長い時間をかけて復活を待たなければならなくなった。ただでさえ、トライヘキサとの戦いのために主力クラスの神々が各勢力から抜ぬけている。

　人間にしてもそうだ。……トライヘキサたちの攻こう撃げきでどれだけの命が散らされただろうか。いや、リゼヴィムの発起からいったいどれだけのヒトが犠ぎ牲せいに……。

　これでも、想定されていた最悪の被害に比べたら、大分マシと言われているけど……。俺は、俺たちは、初めての大きな戦いくさに参加して、いろいろなものを得て、同じぐらいにいろいろなものを失ったと思う。

　……そんななかで、レーティングゲームの国際大会が始まろうとしている。

　リアスが冥界で聞いてきてくれた話によると、大会運営委員のトップはアジュカ・ベルゼブブさまと──インド神話の破は壊かい神シヴァの共同だという。各神話の神々のなかでも最強と名高いシヴァが大会を運営することになり、各勢力でも話題騒そう然ぜんとなっていた。

　いままで何があっても動かなかった破壊神が、レーティングゲームの国際大会運営に乗り出すということは、誰だれもが予想だにしなかったまさかの出来事だったそうだ。

　すでに運営側は登録、参加者の募ぼ集しゆうをし始めていた。

　当然、批判はある。こんなときに競技などと、大会などと、どういうつもりだという声は各所から上がった。

　だが、すぐに参戦を表明する者が各地から現れる。彼らは冥界のテレビの取材にこう答えていた。

　──またとない機会だ。伝説上の存在同士が、公式にぶつかり合える場を用意してもらったのだから。批判はわかる。しかし、見たいとは思わないか？　天使と悪あく魔ま、どちらが強いのか。北ほく欧おう神話の神とギリシャ神話の魔物、ぶつかったらどうなるのか？

　このインタビューは各勢力でも駆け巡めぐり、あらゆる者の好こう奇き心しん、闘とう争そう心しんを刺し激げきしたという。

　想像、妄もう想そうするしかなかった組み合わせが、公式に「アリ」だと宣言したのだから、見たいという声もしだいに高まっていったんだ。

　そして、もうひとつ、『優勝賞品』だ。こいつがまたすごいもので、これも参加者の興味を大いに引いてくれているようだ。

　当然、それらの発表を機に参加登録が増えたという。

　かく言う俺たちもそのインタビューを聞いて……沸わき上がるものはあったさ。きっと、ヴァーリやサイラオーグさんも──。

　開かい催さいされる大会の試合を見せることで、民衆の皆みなさんを沸かせ、元気にできればいいという運営側の思おも惑わくもあるとされているし、大会期間中にチケットなどで得られるお金も全額各勢力の復興資金に回されると聞いた。

　今回の大会運営費は、なんと魔王さま方とグリゴリ幹部、そしてシヴァのポケットマネーが使われているのだというから、驚おどろきだ。とんでもないお金が動くとは思うのだが、それも全部サーゼクスさまやアザゼル先生の遺産から支出される（ポケットマネーや遺産は当然各勢力の復興にも回されている）。

　……大会で稼かせいだお金を復興資金に回す、か。現在、汚お職しよくで罪を追及されている冥界の上層部が絡からんでいたら、怪あやしさ満点だったけど、ベルゼブブさまたちが裏で仕切ってくれているなら、安心できるのかな。

　……と、難しいことをずっと考え込んでしまった。うぬぬ、転生してから、変な癖くせがついたよな。むかしと比べて、考え込むことが増えちまったように思える。

　それを一いつ蹴しゆうするように木場がこう述べる。

「まあ、いまはイッセーくんの将来……というよりも、目先に迫せまった昇しよう格かくの件が、僕らにとっても一番大きなものになるだろうからね」

「そうだな、まさか、一年未満で上級悪魔に昇格できるなんて、さすが私の見込んだ男だ。うんうん」

　ゼノヴィアもそんなふうに続いた。

　そうなんだよな。邪龍戦役の功績──リゼヴィムをぶっ飛ばしたとか、アポプスを倒たおした一件で、俺を昇格させるべきだって声が一気に高まったそうで、上役の悪魔もそれを承しよう認にんして、ついに決定となった（実は、うちのメンバーで下級悪魔だった者も中級悪魔昇格の話が出ている）。

　もうすぐ、冥界で俺の昇格の儀ぎ式しきが行われるようで、現在すでに要人からの祝いの品とかが家に送られてきていた。

　あれほど、焦こがれていた上級悪魔──。俺だけの眷けん属ぞくが作れる権利を貰もらえる。

　…………。

　……約一年前に「上級悪魔になって、女の子だらけの眷属を作り、ハーレム王を目指すぜ！」なんて息巻いてスケベ心全開していた俺。いざ、その野望が叶かなうときになって思ったのは……うれしいけど、すべてが満足で手に入れられるわけではないんだなということだ。

　……ここまで来て、俺は手に入れたものも多いが、失ったものも決して少なくない。何かを得るには、何かも失うってことなのかな。

　……アザゼル先生、こんなときに一言だけでもいいから、小言が聞きたかったよ。

　──俺、ハーレム王になっていいのかな？　おっぱいに溺おぼれてもいいのかな？

　もっと、周りのことを考えて行動して、立派な大人に、立派な悪魔にならないといけないんじゃないかな？

　……なあ、先生。先生なら、いまの俺をどう思う？

　そんな複雑な思いが、この頃ごろ、毎日俺のなかで渦うず巻まいていた。それを皆にはなんとなく察知されているようだ。

　イリナが察したのか、顔を覗のぞき込みながら訊きいてくる。

「前から思っていたけど、複雑そうよね？」

　俺はわざと大おお袈げ裟さに喜びながら言った。

「ま、まあ、うれしいよ。すごいうれしいし、光栄だぞ！」

　でも、俺は本音も語る。皆、仲間だからね。

「けど……複雑そうに見えるなら、それも当たりだ。……いろいろ起こりすぎたから、頭でわかったつもりでも、心の奥底では全部受け止め切れてない俺もいる。ふわっふわっした気分だよ。現実味があまりなくてさ、俺を含ふくめて、いろんなことが他ひ人と事ごとに思えるときがある」

　俺の言葉を聞いて、皆も複雑そうにしていた。

　アーシアは、部長の席を立ち、俺に歩み寄り、手を取った。微笑んで言ってくれる。

「私では、イッセーさんのお悩なやみをすべて取り払はらえないかもしれませんが……それでも私はイッセーさんが上級悪魔になることを、誇ほこらしく思います。そして、心から祝福したいです。──おめでとうございます、イッセーさん」

　──っ。

　……アーシアの真まっ直すぐで温かな一声に俺は思わず感動してしまった。たまらずにその場でアーシアを抱だきしめてしまった！

　ああ、俺のアーシアちゃんはこういうふうに言葉でも安心させてくれるね！　そう、こういう飾かざり気けのない真っ直ぐな祝辞が、案外、いまの俺にはスッと入ってきてくれるのかもしれない。

　そんななか、レイヴェルはマネージャーらしく、冷静にこう言ってきた。

「しかし、現実味がなくとも、イッセーさまのもとにはこれから次々と様々な者たちが現れるでしょう。上級悪魔になるということをそういう面から感じられるようになるかもしれませんわ。おそらく、冥めい界かいで一番注目の新人上級悪魔になるでしょうから」

　俺のもとに……様々な者が、ね。……注目か。それって、敵意を抱いだく連中からも注目浴びるってことなんだよな……。

　俺の望む平和が苦痛と感じる輩やからがいるってことは、俺の昇格を喜ばない連中もいるってことだろうからさ。

　ああ、やっぱり、悩み事は多くなりそうだな。ただ単にスケベ心だけでハーレム王を望んでいた一年前が懐なつかしすぎるっ！　一年前の俺よ、上級悪魔になるってことは、楽しいことばかりじゃないんだぜ？

　クソッ！　おっぱいのことだけ考えていたいのになっ！　帰ったら、リアスの胸に飛び込もう！　いや、朱乃さんに甘えるのもいいかもしれないっ！

　──ああ、「上級悪魔になる」とは何ぞや!?

　大いに、複雑な思いで悩む俺だった──。

　そんなときだ。ふいにコンコンと部室のドアがノックされた。アーシアが「はーい」と中から答える。

　誰だろうか？　皆みんなが怪け訝げんそうにうかがっていると──扉とびらを開けて入ってきたのは、一人の男子生徒だった。書類を手にしている。

「失礼します。ここに会長が──って、やっぱりいた」

　彼は言うなり、ゼノヴィアを発見して息を吐はいていた。

　ゼノヴィアのほうにツカツカと歩み寄る。

「ゼノヴィア会長、ここにいらしたんですね。例のレポートがまとまったんで確認お願いします」

　ゼノヴィアに書類を突つき出す男子生徒。俺は……どことなく覚えがあった。というか、全校生徒のなかでも知られているほうじゃないかな。

　ゼノヴィアも慣れた様子で男子生徒に対応する。

「黄おう龍りゆうか。どれ見せてくれ」

　男子生徒をそう呼び、書類を受け取って、目を通していった。

　男子生徒が、俺たち全員に視線を送り、物もの珍めずらしげに部室全域を観察している。

　それに気づいて、ゼノヴィアが問う。

「もしかして、皆とはあいさつはまだか？」

　その一言に半笑いで、再び息を吐く男子生徒。

「ええ、いつか紹しよう介かいしてくれると言われて、そろそろ一ひと月つきです会長」

　ゼノヴィアが苦く笑しようした。

「すまんすまん」

　ゼノヴィアが男子生徒を横に並ばせて、あらためて紹介をし始める。

「こいつは、うちの生徒会に所属する書記で一年生の──」

「百鬼なきり勾こう陳ちん黄龍です。皆さんの噂うわさはいろいろとうかがっています」

　──と、生徒会書記の一年生である百鬼黄龍があいさつをくれたのだった。

　名前自体は、新生徒会メンバー発表時に知っていたし、ゼノヴィアが新生徒会メンバーを引き連れて廊ろう下かを歩いているときにこの男子もいたからね。風の噂から顔と名前が一いつ致ちしたよ。

　……いや、まあ、知らない名前の部分も出てきたけどね……。

「長い名前だな」

　つい、俺はそんなふうに言った。

　百鬼は、軽く説明をくれる。

「勾陳は諱いみなです。まあ、ミドルネームみたいなものです。百鬼黄龍で構いません」

　あー、むかしの人がそんな感じの名前をつけていたかもね。

　百鬼の登場に同じ一年のレイヴェルとギャスパーが反応していた。

「ここでお会いするなんて珍めずらしいですわ」

「百鬼くん、こんにちは」

　百鬼も手をあげて答えていた。

「よっ、いつもの三人組」

　ああ、面識はあるんだな。一年には一年の交流があるだろうからな。

「……コーチン、仕事？」

　小猫ちゃんが棒タイプの駄だ菓が子しを食べながら、そう訊く。

「ああ、会長に用があってね。って、その呼び方とイントネーションはやめてくれって……。名古屋コーチンみたいで嫌いやなんだよ」

　若じやつ干かん、うんざりげにそう言う百鬼。

　……コーチンなんてあだ名つけられてんのか。ま、仰ぎよう々ぎようしい名前だけど、ミドルネームがちょっとあだ名にしやすい響ひびきだもんね。

　百鬼にアーシアとイリナも反応する。

「百鬼……例の五家のひとつでしたでしょうか？」

「筆頭よね、確か。しかも『黄龍』って名前は、百鬼家で司つかさどっている霊れい獣じゆうと同じで……」

　百鬼がうなずく。

「はい、俺は百鬼家の次期当主ということになってます。現状は。……まあ、四年前、先代『黄龍』が白はく龍りゆう皇こうや幾いく瀬せ鳶とび雄おさんとの事件でいろいろとありまして……」

　次期当主!?　こ、こいつが!?　筆頭百鬼家の次期当主さまか……。いやー、黄龍の名前だから、百鬼家のなかでも特別なポジションかなと思ったけど、まさかまさかの次期当主ときましたか……。俺が知り合うのは名家の次期当主が多いな……。

　しかも、四年前の事件で先代『黄龍』に何かあった？　うぬぬ、ちょっと気になるな。今度、ヴァーリに会ったら訊いてみるかな。

　四年前って、ヴァーリと幾瀬さんが出会った頃ころだろうし、その頃はその頃でグリゴリも日本の異能力者集団も大変だったと聞くからな。

　ゼノヴィアが腕うでを組んでうんうんとうなずきながら言った。

「黄龍は結構すごいぞ。何せ、魔ま王おうアジュカ・ベルゼブブのもとで、重要な役割をいただいているというんだ。残りの神滅具ロンギヌスの調査だったな？」

　──っ。

　……それは驚おどろいた。マジか。アジュカ・ベルゼブブさまのもとで神滅具ロンギヌスの調査かよ。噂の二種──『蒼き革新の箱庭イノベート・クリア』と『究極の羯磨テロス・カルマ』のことかな？　興味深いな。

　じゃあ、例の魔王さまが作った携けい帯たい電でん話わを用いた『ゲーム』にも関かかわっているのかな。

　百鬼は複雑そうな表情で言う。

「……なんて言いますか、あの魔王さまには厄やつ介かい事ごと専門家として結構無理させられているといいますか……」

　……一言では言い表せない体験をしているようだな。

「ま、なんかあったら言ってくれよ。俺や仲間たちが手を貸すだろうからさ」

　一応、それだけは伝えておいた。知り合った者が、何かの事件に巻き込まれて、むざむざ危険な目に遭あうのも、なんだか嫌だしさ。

　百鬼は、「ええ、今度、『ゲーム』のほうで何かあったら相談します」と素直に言ってくれた。

　──と、百鬼が俺の前に立ち、姿勢を正して言う。

「赤せき龍りゆう帝ていの兵藤一いつ誠せい先せん輩ぱい」

「あ、ああ、なんだい？」

　百鬼が突とつ然ぜん俺に向かって頭を深く下げてくる。

「実は俺、あなたを目標にしているんです。『赤い龍ウエルシユ・ドラゴン』の神滅具ロンギヌスを宿しながらも、その身はごく普ふ通つうの一いつ般ぱん男子高校生だった。けど、あらゆる凶きよう事じが降りかかろうとも、すべて乗り越こえてきた。──俺もあなたのように運命に逆らうだけの力を得たいと思って生きてます」

　下げた頭を元に戻もどした百鬼の表情は──真に迫せまるもので、真っ直ぐな目だった。

　…………い、いやはや、ま、まいったな！　正面から真っ直ぐな瞳ひとみでそんなことを言われてしまったよ！　と、年下の野や郎ろうにそんなふうに言われてしまうとこそばゆくなるね！

　俺は手を振ふってこう返す。

「大げさだよ。俺は目の前に毎度訪おとずれる理り不ふ尽じんをどうにか振り切ってきただけだ」

「それがすごいことなのだと思いますよ。兵藤先輩、俺、あなたに教わりたいことが山ほどあります。もし何かあったら、言ってください。俺もあなた方のお力になりますので。アジュカさんも許してくれるとは思います」

　こ、こいつ、俺になんか変な特別な想おもいでも抱いているのか？　ゼノヴィアに視線を送ると、

「黄龍はずっとイッセーに会いたがっていた。私が紹介する紹介すると言っておきながら、忘れててな。今日、こうして会えたわけだ」

　……あー、我が慢まんできずにゼノヴィアに書類を見せる口実でここに来たとかかな？

　ほ、本当にまいったな。こういうのは女子に好意的なことを言われるよりも、変に緊きん張ちようしちまうよ！　同じく男子で後輩のギャスパーとはまた違ちがう感かん触しよくだぜ！

「ありがとう。そのときはご厚こう意いに甘えるよ」

　──と、返すので精せい一いつ杯ぱいな俺だった。

　ふとゼノヴィアが俺に耳打ちしてくる。

（本当に何かあったら、声をかけてもいいかもね。イッセー、黄龍は強いぞ。異能持ちの人間のなかでは相当な部類だ）

（マジか）

　日本の異能力集団の筆頭ともいえる百鬼の次期当主だもんな。そりゃ、若くても強くて当然だよな。

　アジュカ・ベルゼブブさまの作られた『ゲーム』も気になるし、今度百鬼を通して触さわってみるのもアリなのかな？

　などと、後輩との交流について思し慮りよしていると──またまたドアがノックされた。

　今度入ってきたのは紅べに髪がみの麗うるわしいお方──リアスだった！

　リアスは開口一番にこう訊きいてくる。

「イッセーはいるかしら──って、いたわね」

　俺を確かく認にんするリアス。

「ん？　俺？」

　自身に指を突きつける俺にリアスはうなずき、こう続ける。

「ええ、あなたにお客さんが来ているの。──駒王町の地下まで付き合ってちょうだい」

　このあと、俺はレイヴェルが先ほど語った上級悪魔になろうとしていることで、様々な者が現れるということを、身をもって体験することになる。







　部活動をアーシアや木場に任せた俺は、リアスとレイヴェルと共に駒王町の地下に用意されている空間のひとつを訪れていた。

　そこには──十メートルほどのドラゴンの姿がある。そのドラゴンはどこか覚えのある風ふう貌ぼうであり、その身にまとうオーラも同質のものに感じられた。

　ドラゴンは俺を確認すると、深く頭を下げて、ひれ伏ふすような格好となった。

「お初はつにお目にかかりまする。某それがしは、魔ブレイズ・龍ミーテイア聖・ドラゴンタンニーンが三男ボーヴァと申します」

　──っ。

　……ドラゴンの言葉に驚いた。タンニーンのおっさんの子供かよっ!?　姿やオーラに覚えがあって当然だわっ！　確かにタンニーンのおっさんを思わせる風貌だし、オーラもそっくりだ！

　おっさんの三男というボーヴァは、あらためて俺に言う。

「[image: いっ]いつ誠せいの赤せき龍りゆう帝てい──兵藤一誠さまにお願いがございまして、この場に参じております。──ぜひ、某めをあなたの臣下にしていただきたく、参上つかまつりました！」

　し、臣下ぁぁぁぁああああああああああっ！

　……こ、こりゃ、予想外というか、反応に困る頼たのみをされちまったぞ……。

　隣となりのレイヴェルが、耳打ちしてくれる。

（……『破は壊かいのボーヴァ』という蔑べつ称しようがつくほどの冥めい界かいでは有名な荒あらくれ者ですわ。ドラゴンたちに敬愛される父君タンニーンさまのご子息とは思えないほど、素行の悪さで知られています）

　今度はリアスが反対側から耳打ちしてくれた。

（ただ、タンニーンさまのご子息のなかでは最強とされるのもまた事実よ）

　……『破壊のボーヴァ』！　冥界の荒くれ者！　けど、おっさんの子供たちのなかで、最強！

　……つーか、俺、タンニーンのおっさんに子供がいること自体、初めて知ったわ。いや、いてもおかしくないけど……奥さんいたんだな、おっさんにも。しかも、子供も結構多そうだ。

　それで、そのタンニーンのおっさんの三男坊ぼうが、俺の臣下になりたいと言って、わざわざ駒王町まで足を運んで来てくれた、と。

　……う、うーん、いきなりすぎて、どう答えていいかわからん！　タンニーンのおっさんに相談してみる？　いや、この三男坊さん、内ない緒しよで来てそうだし、親おや御ごさんに連れん絡らくしたら、話がこじれそうだ。

　……新学期やら、進級やら、上級悪魔昇しよう格かくやら、いろいろ起こりすぎて、ただでさえ、悩なやんでいるのに、またまた俺のもとには悩み事の種が舞まい込んでくるのか……。

「えーと、それは俺の……眷けん属ぞくになりたいと？」

　俺が問うと、おっさんの三男坊さんは、大おお仰ぎように手を横に振って、否いなとした。

「いいえっ！　そのような大それたものではございませぬ！　あなたさまが、上級悪魔になられると聞きましたっ！　そして、昇格の暁あかつきには、ご眷属を女によ人にんで構成されたいという野望をお持ちであられると！　その話は某めの耳にも入っておりまするゆえ、それを望むわけにはいきませぬっ！　ただの部下として、いち兵として、お近くにお仕えできれば、幸いだと思っておるのですっ！」

　さらに深く深く頭を下げて、再びひれ伏す格好となった。

　……強そうなドラゴンで、しかもタンニーンのおっさんの子供っていうすごいポジションなのに、俺に対してガチガチになっているもんだから、対応に困っちまうよ！

　ドラゴン──ボーヴァはさらにダメ押しとばかりに言ってきた。

「どうか、某めをあなたさまのお側そばに置いてはくだされませぬか？」

　こいつも、さっきの百鬼同様、真っ直ぐに俺を見てきていた。

　…………いやはや、まいった。困った。どうしたものか。もう、それしか言葉が出てこない。……さっきから俺、「まいった」「困った」ばかりだな。

「どうする、イッセー？」

　一応、確認してくれるリアス。単に俺の客なら、主あるじであるリアスは追い払はらったか、後日来るよう申しつけただろうけど……。ボーヴァは、上級悪魔になるであろう俺を頼たよってきた。リアスはそれを踏ふまえた上で確認してくれたのだった。

　……眷属じゃなくて、臣下、か。まあ、上級悪魔になれば、眷属の他にも配下、臣下を持つこともある。直接の眷属でなくても、従者や兵はグレモリーのお城にたくさんいる。その兵の一人でいいと言ってきているのだ。

　──眷属の『兵士ポーン』ではなく、ただの兵でいい、と。

「……上級悪魔になってから、答えを返すってのはダメかな？」

　いまの俺にはそれが精一杯だった。

　結局、ボーヴァはその一言で納なつ得とくしてくれて、その場では帰ってくれたけど……。

　……これからは学業でも後輩が多くなるだろうし、上級悪魔になれば眷属の他に配下のことも考えなきゃダメってことか。

　頭を抱かかえる俺だったが、リアスが小さく笑いながら言う。

「上級悪魔って、悩み事が多くなるものよ？」

　そして、俺をやさしく抱だき締しめてくれる。

「──でも、先輩やマネージャーが近くにいるのだから、いつでも相談してね？」

　……ああ、そうか。そうだよな。幸運なことに俺にはリアスやレイヴェルがついてくれているんだ。何も一人で悩むことはないんだよな……？

　レイヴェルも俺の手を取り、微笑ほほえんでくれた。

「その通りです。イッセーさまったら、ここのところ、ずーっと難しいお顔ばかりでしたもの。悩んだら、相談してください。一応、私だって上級悪魔の出ですわよ？」

　そうさ、俺の周りには、仲間には、上級悪魔が多い。

　いろんなことが起こりすぎて、頭の整理がつきにくかったけど、わからないことがあれば「先輩」に訊けばいいんだ。

　少しずつでいい──。一歩一歩進んで、少しずつ実感していけばいいんだ。

　アザゼル先生──。

　俺、がんばるからっ！




　　　　─○●○─




　次の休日のことだ。

　兵藤家に住む者たち全員で、海──無人島に来ていた。釣つりをするためだ。

「よーし！　釣るぞっ！　わからないことがあったら、俺に聞いてくれっ！」

『おおっ！』

　俺ん家ちの父さんの声に反応する俺の仲間たち（オカ研メンバー中心）。

　今回の海釣り企き画かくの立案者であり、引いん率そつでもある俺の父さんが声高らかにそう叫さけんだ。

　そう、先日、夕食の会話中、父さんの釣りに関する話題となり、熱弁の末に急きゆう遽きよ海釣り企画が立案された。

　皆みんなもその案に大いにノリノリとなって、あれよあれよと企画は見事実現することとなったのだった。

　そんなわけで皆して休日に海へ来ているのである。ちなみにこの無人島は、うちの関係者に関連する島であり、いい魚がたくさん釣れるという。

「……ったく、年とし甲が斐いもなくはしゃいじゃってさ」

　俺は父さんの姿に若じやつ干かん気き恥はずかしくなってたりしていた。まあ、仲間の前で親がはしゃぐと恥ずかしいよね！

「お腹なかが空すいたら言ってちょうだいね。おにぎりもお菓か子しも用意してあるから」

　──と、母さんが大型のバスケットを指さしてそう言った。母さんは無人島の浜はま辺べでパラソルを開いて、陣じんを敷しいていた。リアスと朱乃さんもそれに従っていた。

　うん、小休止したくなったら、母さんのもとに行けばいいんだな。

　ノリノリなのは、父さんだけじゃない。企画立案のときから、やけに興きよう味み津しん々しんだった女子は多い。

　ゼノヴィアとイリナなんて、釣り竿ざおを片手に張り切っていた。

「ゼノヴィア！　どちらが多く釣り上げるか、勝負といきましょうか！」

「望むところだ、イリナっ！」

　アーシアの手を引いて、ゼノヴィアとイリナは浜辺をダッシュして、釣りポイントの探たん索さくに入った。

「私はダイビングしながら捕とってきます」

　ウェットスーツに銛もりという装備で、ロスヴァイセさんが海のほうに向かっていった。ロスヴァイセさん、たまにおもしろいことするよね。あー、でも、潜もぐって銛で捕るってのも悪くないかもな。

　さて、今回驚おどろくことに普ふ段だんは誘さそっても絶対に来ないであろう奴やつらも参加している。

「ま、おまえらもついてくるなんて思わなかったけどさ」

　俺の視線の先にいるのは──なんとヴァーリチームの面々だった！

「ふっ、たまにはこういうのもいいさ」

　釣り竿の用意をしながら、ヴァーリがニヒルに笑う。

　父さんが、たまたま兵藤家を訪おとずれていたヴァーリに釣りの企画を話して、誘ったという。そうしたら、なんと！　ヴァーリが美び猴こうやアーサーを引き連れて、企画実行当日の朝に兵藤家にやってきたのだっ！

　……たまに俺はヴァーリチームがわからなくなるよ。いろんなところに行きたい、ただの旅人じゃないかって、本気で思えてくる。

　横では、黒くろ歌か、小猫ちゃん、レイヴェル、ギャスパー、ヴァレリーがグループを組んで釣りのポイント探しに出かけるところだった。

「白しろ音ね！　小鳥ちゃん！　ギャーくん、ヴァレちゃんもがんばってね！　釣り上げたら、私が美お味いしくいただくにゃん」

　釣る気はない黒歌の姿に小猫ちゃんも半眼で対応していた。

「……姉さまには絶対あげません」

　レイヴェルは楽しげにリールをくるくるさせている。

「釣りなんて生まれて初めてですわ」

「僕も初めてですぅ」

「うふふ、私はギャスパーの応おう援えんに回るわね」

　ギャスパーも楽しげだし、ヴァレリーも麦むぎわら帽ぼう子しを被かぶってニコニコ微笑んでいた。

　ヴァレリーは、聖せい杯はいをすべてその身に戻もどすことに成功した。その上でグリゴリに調整してもらったようで、このように遠くへ普ふ通つうに出歩けるようにもなれた。

　どうやら、本物の聖杯の欠片かけらを加工して作った例のペンダントの効果が、元に戻った『幽世の聖杯セフイロト・グラール』に影えい響きようを与あたえ続けているようで、能力を深く、強く乱用しなければ、精神が汚お染せんされる可能性は低いだろうとグリゴリが報告してくれた。

　つまり、ようやくヴァレリーは気き兼がねなく外に出かけられるようになったのだ。

　……そうさ、大変なことがたくさん起きたけど、こうして奪うばい返せたものもあるんだ。父さんや母さんだって、リゼヴィムから奪だつ還かんできたからこそ、こうやって釣りの企画を皆で行える。

　──と、また微笑ましい光景が目に飛び込む。

　ルフェイが釣つり餌えに驚いていた。

「お兄さま、え、餌えさはつけられそうにもありません」

「仕方ありませんね。あとで私がしてあげましょう。魔ま女じよが虫を怖こわがっていてはダメですよ？」

　釣り餌となる虫を怖がるルフェイにアーサーは兄らしい笑みを見せながら、対応していたのだ。

　こういう風景を見られたのも、企画のおかげだよな。父さんにやっぱり感謝だな。

　という微笑ましいシーンがあるなかで、美猴は──。

「へへへ、ま、大勢で海釣りってのも乙おつかもしれねぇな。おい、おまえも海に入って捕ってくりゃーいいんじゃねぇのかぃ？」

「…………」

　フェンリルをかまい、そして──、

「いってえええええええええええっ！　嚙かみやがった、このクソ狼おおかみィィィッ！　シャレになんねェだろうが、おまえの牙きばはよぉっ！」

　見事に嚙まれていた。

　ペチペチ頭を叩たたいていたのが、勘かんに障さわったんだろう。

「トスカ、あれが海」

「わー、水ばっかりね！」

　平和そうに海を堪たん能のうしている木場とトスカさんを見送りつつ、俺も釣りポイントを探すために無人島をぐるりと回ることにする。俺も修行でのサバイバル以外で釣りをするのは久しぶりかもな。

　……久しく忘れていた、楽しむための釣りってのをしてみようかね。

　──と、歩き出したときに俺の隣となりについてきたのは意外なことに、

「今回はキミに付き合おう」

　ヴァーリが俺に付き合った！　さすがにビックリしたよ。

　こうして、俺とヴァーリの奇き妙みような釣りが始まる。







　母さんたちが陣を敷いた浜辺から真逆の位置にある磯いそ辺べで俺とヴァーリは釣りを始めていた。

「おっ、さっそく一匹ぴきめか」

　俺と少し離はなれた位置で釣りをしているヴァーリは、最初のヒットをしてみせた。

　ヴァーリが言う。

「アザゼルによく連れてこられたんでね。まあ、キャンプのときに役には立っているかな」

「そっか。アザゼル先生、釣りやってたって言ってたもんな」

「…………」

「…………」

　会話のあとで、無言タイムが訪れてしまう。互たがいに釣りをしつつ、会話のタイミングを計る。

　数分後、先に口を開いたのはヴァーリだった。

「もうすぐ、上級悪魔昇しよう格かくの儀ぎ式しきか」

「ああ、あさってだ」

　そう、上級悪魔昇格はもうすぐだ。話を聞いてから、こんなに早く儀式となるとは露つゆほどにも思わなかったが……。上の思おも惑わく的に、さっさと終わらせたいところがあるように思えてならなかった。

　俺をさっさと上に上げて、利用したいのか、それとも他の用事に移りたいか。あるいは両方か。上の考えることはわからない。

　ま、レーティングゲームの不正問題のせいで、上は急速的に立場を失いつつあるというし、アジュカ・ベルゼブブさまもここぞとばかりに追及し、過去の不正をどんどん暴あばき出して表面化させている。今回の一連の騒さわぎで、立場を失い、隠いん居きよせざるを得ない有力者の数は予想以上に多く、政界、経済界、人間界、いろんなところにどデカい影響を残すのはまず間ま違ちがいないようだ。

　もちろん、影響を出来うる限り抑えるための打開策もすでに敷いているそうで、転生悪魔であっても有能で信しん頼らいできる者たちに各種各所の連れん携けい、運用を任せることにしたという。

　古い悪魔のじいさんたちの圧力で、能力があっても適所に就つけなかった者が、この機会でようやく才能を発揮できる……のかな。

　才能がありながらも政治により適した場所で働けなかった転生悪魔たち。そのヒトたちをずっと前からリストアップしていたのが四大魔王さまだった。

　大きな機会があれば、絶対に彼らを登用しようと、人材を何年も何十年もそれこそ百年単位でチェックして、ここぞとばかりに要所要所で任命させていった。

　……冥めい界かいは変わるだろうな。いや、変わらないといけない。

　──俺たちが変えていけたら、これ以上、光栄なことはないよな。

　……俺の上級悪魔昇格は、そのための第一歩になるんだろうか。

　俺がヴァーリに言う。

「学校をお休みしての昇格の儀式だってさ。その日しか全員のスケジュールが合わなかったから、仕方ないんだけどよ。……まあ、かなり緊きん張ちようしてるんだけどな。大勢の前でやるっつーし、テレビも来るらしいぜ。実感、ないんだけどな」

　俺が上級悪魔になることは、外にも発表されていて、冥界だけじゃなく、他の勢力も知っている。グレモリーのお城には冥界テレビ局の取材要よう請せいが、毎日たくさん届くという。

　こんなに大注目の上級悪魔昇格のニュースは、過去の例にもないというから、本当に浮うき世よ離ばなれしすぎて、ふわっふわっとした現実味のないものとしか捉とらえられなくなるわけさ。

　しかし、ヴァーリは真ま面じ目めに言う。

「当然だろう。キミは冥界を何度も救った英えい雄ゆうだ。冥界だけではなく、各勢力からも注目の的になってなんらおかしくはない。なに、儀式なんてすぐに済む。そして、こんなものをいただくさ」

　言うなり、ヴァーリは釣つり竿をいったん下に置いて、近づいてくる。懐ふところから丸く巻かれた書類らしきものを出して、俺に渡わたしてきた。

　俺が訝いぶかしげに高貴な装よそおいの羊よう皮ひ紙しを広げると──そこには悪魔文字の難しい文章が羅ら列れつされていたが、とある一文に俺は目を引いた。こう書かれていた。

　──汝なんじ、ヴァーリ・ルシファーを最上級悪魔とする。

　──ッ!?

　俺は驚き声もなく、ヴァーリのほうに視線を向けた。奴はいつもと変わらないクールな顔だったが……。

　マジか！　こ、こいつ、いつの間にか、最上級悪魔に!?

「お、おい、マジかよ！」

　ビックリして、そう口に出すしかなかった俺！

　ヴァーリは苦く笑しようしながら言う。

「俺は一いつ旦たん断ったんだが、これはアザゼルの遺志でもあると言い聞かされてな。それに冥界で活動するにはいろんな特権がつくとも言われた。ま、秘ひ密みつ裏りに受けさせてもらったというわけだ。……ふっ、アジュカ・ベルゼブブの思惑は俺でも捉えきれないさ」

　い、いや、こいつがいち悪魔として活動するなら、最上級悪魔ってのはおかしくないポジションだろうけど……。

「ぷっ」

　俺はおかしくなり、噴ふき出してしまい、そのまま大笑いしてしまった。

　……あー、まったく、なんだろうね。上級悪魔になることをあれやこれや深く考えていた俺の横で、ひょっこり最速で最上級悪魔になったばかりの男が「儀式なんてすぐに済む」などと軽々と言うものだから……それが逆におかしくなって、笑ってしまった。

　ヴァーリが言う。

「実感がないか？　俺もないよ。そんなものだ。それにキミの場合は特とく殊しゆだ。悪魔になってわずか一年未満で昇格となるのだから。とはいえ、身に降りかかった出来事も特異すぎるものの連続だったけどね。軽く列挙しようか」

　──と、ヴァーリがこの一年に俺の周りで起きた事件をあらためて言い出す。

「兵藤一誠は、一年前の春に悪魔に転生し、すぐに堕だ天てん使しとの戦いに巻き込まれ、一ひと月つきちょっとでレーティングゲームを経験した。さらに間も置かずにエクスカリバーを巡めぐる事件に遭あい、堕天使の幹部、ついには総そう督とくに出会った。そのまま、三大勢力の和平調印を間近で見て、覇龍ジヤガーノート・ドライブを発動し、生き残った。半年経たつか経たないかの時期に悪神ロキとフェンリルに襲おそわれ、修学旅行では最強の神滅具ロンギヌスを持つ男と戦った。冥界最強の若手とのレーティングゲームも制し、中級悪魔昇格。英雄派との決戦──魔ま獣じゆう騒そう動どうのなかで生死をさまよい、まさかのオーフィス、グレートレッドの力で復活。そのままの勢いで超獣鬼ジヤバウオツクと曹そう操そうを打ち倒たおした。これでまだ一年が経っていない。恐おそろしい限りだ。笑ってしまうほどのイベント過密ぶりだね。そこからはクリフォトとの戦いだ。邪じや龍りゆうグレンデルの襲しゆう撃げきを受け、吸きゆう血けつ鬼きの国で一国の崩ほう壊かいを目まの当たりにする。アグレアス強ごう奪だつ事件にも関かかわり、ようやく一年が終わる時期にクリフォト天界襲撃にも直面した。年が明けてすぐに教会の戦士たちとの一戦に応じて……リゼヴィムとの最終決戦に入っていき、奴やつを殴なぐり倒して、アポプスをも打ち倒し、いまここにいる」

　長々としたヴァーリの話を聞いていて……本当にあらためてこの一年が濃こすぎたことに気づいた。俺と仲間、ヴァーリが体験したこの一年はあまりにぶっ飛びすぎている。

　ヴァーリが言う。

「こんなに歴史が変わるほどの出来事が一年の間に何度も起こることなんて、例がほぼないだろう。キミや仲間たち、俺も、とんでもない時代を生きている。だからこそ、それを生き残れば、自然と格が上がって当然とも言えるな。だからこその昇格なのだろうが……下級悪魔、中級悪魔、それぞれの酸すいも甘いも味わい尽つくす前に上級悪魔になるのは、戸と惑まどいも強く、心が追いつかないのかもしれないな」

　……そう、俺は下級悪魔、中級悪魔、それらになって一年も経たないうちに上級悪魔となるものだから、戸惑いのほうが強いんだろうね。

　結局、中級悪魔らしいことができずにいたし、下級悪魔としてきちんとやれていたかというのも、俺としては疑問だ。……まあ、周りが評価してくれての上級悪魔昇格だから、ヒトの目からはよくやっているように見えたんだと思いたい。

　しかし、なんというか……。俺はヴァーリの言い方にちょっと噴き出しそうになってしまっていた。

　だって、話し方がまるで──。

「……アザゼル先生みたいだったぞ、いまの言葉」

　俺がそう言うと、ヴァーリはふっと笑っていた。

「……そうか」

　そのあと、しばしの無言が続き、

「「ところで」」

　ふいに俺とヴァーリの声が重なった。

「……言えよ」

　俺が促うながすと、ヴァーリが遠えん慮りよなく訊きいてきた。

「──出るのだろう？」

「レーティングゲームの大会か？　……さて、どうしたものかな。そっちは、当然──」

「出るさ。キミが出ずともね。これは好機だ。何せ、すでに登録された顔ぶれに神クラスが何柱はしらもいるというのだから。誰だれにも迷めい惑わくをかけずに公式に神々へ挑いどめるなどと、これほどのチャンスはない。初代孫そん悟ご空くうから預かっている者たちにも働いてもらいつつ、チームの構築をするさ」

　そう、国際大会の参加基準は、広く募ぼ集しゆうしており、神であっても参加可能だというのだ。お祭りとしての側面が強いようで、ルールなども本来のレーティングゲームと比べて大分変わっている。

　まず、チームは最大で十六名。『王キング』『女王クイーン』×１、『戦車ルーク』『僧侶ビシヨツプ』『騎士ナイト』×２、『兵士ポーン』×８のチーム構成、これは一いつ緒しよだが、ここからが違ちがう。『王キング』として登録すれば、チームメンバーは眷けん属ぞくでなくともいいのだ。悪魔でなくともいい。大おお雑ざつ把ぱに言えば、所属チームが二重にならなければ良しとなる。

　悪魔が『王キング』として登録して、メンバーに天使がいてもいいし、人間がいてもいい。本当に好きにメンバーを組んでいいという。

　あと、たとえば『僧侶ビシヨツプ』として駒こまをもらって転生悪魔になった者でも、大会では他のポジションに就ける。ここは大きなポイントだろうな。『僧侶ビシヨツプ』のアーシアが、大会では『騎士ナイト』でもいいってことになる。

　まあ、アーシアちゃんを前線になんて出したくないけどね。

　これらのことがあって、各勢力あらゆる者たちが参加を表明した。そのなかに神クラスもいるってことだ。

　神々との戦いを望んでいたヴァーリにとって、これ以上にない大会だろう。しかも、咎とがめられることなく、公おおやけに戦える。

　とうのヴァーリは嬉き々きとして語っていた。

「……これで昂たかぶらなかったら噓うそだろう？」

　楽しげなこいつを見て、ふと思う。

　レーティングゲーム国際大会の主な根幹は、アザゼル先生やサーゼクスさまたちが裏で準備していたことだ。

　……もしかしたら、先生はヴァーリが罪人にならずに神と戦える舞ぶ台たいを用意してあげた、そんな側面もあるんじゃないかって思えてしまうんだよね。

　ヴァーリが俺に真っ正面から言ってくる。

「そこでキミのチームと戦えるとしたら、これ以上ないものになると思っているんだけどな。それは、参加を表明している曹操も、サイラオーグ・バアルも、デュリオ・ジェズアルドも同じ思いだろう。あの温おん厚こうな幾瀬鳶雄ですらも、『王キング』としてチームの登録を済ませる予定だというじゃないか」

　……ヴァーリと、曹操と、サイラオーグさんと、デュリオと、幾瀬さんと、レーティングゲームで戦える──。

　わかっている。それがどれだけすごいことか。

　俺だけのチームで……ヴァーリや皆みんなと……戦う。リアスの『兵士ポーン』ではなく、『王キング』の俺として、ヴァーリと──。

　しかし、ヴァーリが冷静になって、こうも言う。

「……とはいえ、キミにも都合はあるだろう。すでに自分だけの体ではないだろうしね」

　……他者の都合にも配はい慮りよするヴァーリの姿に俺は感かん慨がい深ぶかいものを感じてしまった。

「変わったな、おまえ。ちょっと前なら強ごう引いんに『出ろ』って言ってたろ？」

　ヴァーリは……変わったよ。特にここ最近は、落ち着いたというか……。近寄りがたさが消えたように思えた。

　ヴァーリは首を傾かしげるだけだった。

「……そうかな？　……そうだな。だが、キミも初対面のときとは変わったよ。性せい欲よくに正直なところは変わらずだが──女以外にも欲ほしいものができたという目と考え方だ」

　微び笑しようを浮かべるヴァーリの竿さおが海面に引っ張られた。一気に釣り上げるヴァーリ。今日一番の大物であろう魚を釣り上げていた。

「だが、まあ、今回の釣りは俺の勝ちのようだ。兵藤一誠」

　……どうやら、海の神さまは本日ヴァーリに微笑んでいるようだ。

「それと、キミの儀ぎ式しきに関して、俺のもとにも招待状は来ている。気が向いたら、見に行くさ」

「そりゃ、どうも」

　ふいに天を仰あおぐ俺。

　ヴァーリの一声にそのとき何も答えられずにいた俺だったが……自分のなかでふつふつと沸わき上がる想おもいがあったのも事実だった──。

　俺だけのチームで、国際大会に──。







　　　Life.2　そして、上級悪あく魔まへ







　明くる日──上級悪魔昇しよう格かくの儀式前日だ。

　俺はある者を連れて、人ひと気けのない駒く王おう学がく園えんを訪おとずれていた。

「おおっ、これが駒王学園なのじゃな！」

　俺の隣となりで校舎を見て興奮しているのは狐きつね耳の少女──九重くのうだった。

　来年度から、駒王学園の初等部に転入することになっている九重。学校が見たいということで、京都から出てきていた。

　──と言っても、いま見せているのは高等部の校舎で、普ふ段だん俺たちが通っているところだ。初等部の紹しよう介かいを終えたあと、九重がこちらも見たいと言ったので連れてきていた。

　初等部と中等部は同じ敷しき地ちにあり、少し離はなれた場所に高等部と大学部があった。ここを見て回ったら、次は大学部を見学しに行くつもりだ。もうすぐリアスや朱あけ乃のさんが通うところだしな。俺もチェックしてみるか。何度か用事で訪れたことはあるんだけどね。

　九重はすでに初等部の制服を着ていた。俺たちの着る高等部の制服とは、また違う制服のため、新しん鮮せんに思える。まあ、俺は高校から駒王学園に入ったんで、幼よう稚ち舎しやから中等部までの制服とは縁えんがなくて当然だ。

　話では、春休み中に九重は兵ひよう藤どう家に住み込むことになるという。そのままこの町に軽く住み慣れてもらった上で初等部に転入となる。

　──と、九重と高等部の校舎を外から見て回っていたら、視界に見覚えのあるヒトが入り込んだ。

「あ、ソーナ元会長」

　ソーナ元会長だった。校舎の玄げん関かん前で学校を見上げていた。

　こちらの声に気づき、俺たちを確かく認にんして微笑んでくれた。

「あら、イッセーくん。ごきげんよう。あら、京都のお姫ひめさまですね？　そういえば、春からここの小学校に転入されるとか」

　九重が頭を下げる。

「これはシトリー殿どのとお見受け致いたしまする。京都妖よう怪かいの長おさ、八や坂さかの娘むすめ、九重と申します。どうぞ、よろしくお願い致しまする」

　丁てい寧ねいな物言いにソーナ元会長も「これはご丁寧に」と返していた。

　ソーナ元会長は再び学校を見上げながら言う。

「休日を使って、駒王学園を見て回っていました」

　懐なつかしげな目をしながら、こう続ける。

「……ここに初めて来たときのこと、よく覚えています。リアスに連れられて、ここに来ました」

　それはリアスからも軽く耳にしたかも。人気のない時間にソーナ元会長をここに強ごう引いんに連れてきて、学校を案内したという。

　ソーナ元会長が言う。

「リアスは幼おさな馴な染じみである私に、今度通うことになる高校の姿を見せたかったんでしょうね。楽しそうに学園を案内してくれるリアスの顔が懐かしいです」

「ソーナ元会長は、リアスの勧すすめでここに？」

　俺の問いにソーナ元会長がこう返す。

「勧められてはいませんが、リアスと共に見て回ったときにどこか惹ひかれたのでしょうね。すでに冥めい界かいのハイスクールに入ることが決まっていたのに、それを止やめて、ここに入ることにしました。ここに入ると言ったときのお姉さまの驚おどろきようといったら、うふふ」

　軽く笑ったあとで、顔を伏ふせて、どこか儚はかなげに、懐かしげにこう続ける。

「…………ここでの三年間、いろいろありました。特に三年生になってからは、驚きの連続でしたね」

　……会長には会長の三年間があり、リアスとは別の視点からの駒王学園を経験、体験してきたんだろう。

　そして、その三年間を裏で見守ってくださっていたお姉さんのレヴィアタンさまは──もういない。いまは隔かく離り結界領域でトライヘキサとの永い戦いに赴おもむいている。

　リアスの話では、お姉さんを失ったソーナ元会長の悲しみようは筆ひつ舌ぜつに尽つくしがたいものだったそうだ。

　普段は、おちゃらけているお姉さんをいさめる立場であったソーナ元会長だったけど……本当は誰だれよりもレヴィアタンさまを心配し、敬愛していたのだろう。

　卒業する姿をお姉さんに見せられないことを、何よりも悲しまれていると聞いてもいる。

　……レヴィアタンさまも、妹さんの卒業式という晴れの舞台を間近で見ていたかっただろうな……。

　──と、ここに新たな人ひと影かげが。

「あ、会長。ここにいらしたんですね」

　匙さじだった。会長を探してここにきた様子だ。

「サジ、どうかしましたか？」

　ソーナ元会長が問うと、匙が言う。

「例の件、進みそうです。椿つば姫きさんに呼んできてくれと言われたので」

　ソーナ元会長はメガネの端はしをくいっと上げて、顔をいつものキリリとしたクールなものにした。

「そうですか。ちょうど、一周できたことですし、戻りましょう。それでは、イッセーくん、昇しよう格かくおめでとうございます。儀式の会場には私も行きます」

「あ、ありがとうございます」

　それだけ言い残して、ソーナ元会長は去っていった。

　匙は俺にも用事があるようで、主あるじが戻ったあとも残ってこう言ってきた。

「そういや、兵藤。上級悪魔昇格の話聞いたぜ。おめでとう！　ぜってぇ、俺もなってやるからなっ！」

　笑って祝福してくれる匙。俺の背中をバンバンと叩たたいてくれた。

「まあ、実感ないんだけど……サンキュー」

「……それで、兵藤」

　途と端たんに神しん妙みような面おも持もちで匙が訊きいてくる。

「ん？　どうした？」

「大会はどうするんだ？　うちは参加するぜ。俺もソーナ会長のもとで『兵士ポーン』として戦う。おまえは、リアス先せん輩ぱいのチームから出るのか？　それとも──」

　──『王キング』として、俺だけのチームで参加するのか、と言いたいのだろう。

「……おまえもヴァーリみたいに訊いてくるんだな。まあ、どうしたもんかね」

　濁にごしてそう返す俺だったが……。

　匙は空を見上げながら言った。

「──俺、中級悪魔の昇格の話を貰もらってる」

「──っ。マジか、おめでとう！」

　俺は素す直なおに祝辞を述べた。

　おおっ、おめでたいことじゃないか！　まあ、あれだけの戦いを生き残ったしな！　何よりもシトリー眷けん属ぞくは、レーティングゲームのランキング三位が起こした大王バアル城襲しゆう撃げき事件で功績を挙げたのがデカいと聞いていた。

　大王派だけじゃなく、魔ま王おう派からも多大な評価を得たという。両派は閥ばつがいっぺんに評価してくれるのはそうないとされていた。

　うちの眷属たちにも昇格の話が出ているぐらいだから、匙も貰って当然だろうな。

　匙が照れくさそうに言う。

「……昇格の話は椿姫さんも同じだけど、『Ｄ×Ｄデイーデイー』としての戦いを評価してもらったんだろうな」

　匙は大きく深呼吸したあとで、あらためて真っ正面から俺に言ってきた。

「おまえは……俺にとって、遠い目標になってしまったけど……だからこそだ。戦えるかどうかはわからないけど、おまえの『ゲーム』を俺に見せてくれよ。レーティングゲームで暴れるのも、俺たちの目標だっただろう？　だから、同期の『兵士ポーン』として、同じ舞ぶ台たいに立ちたい……立ちたいんだよっ！」

　──っ。

　……同期の、匙の熱い思いを正面からぶつけられてしまったっ！

　……クソッ！　ヴァーリといい、おまえといい、なんでこう、回りくどいことなんて一いつ切さいせずに真っ直ぐにそう言ってくるのかね！

　けど、匙はハッと我に返って、謝ってきた。

「……すまん、急に変なこと言ったな。気にしないでくれ」

　しかし、奴やつは俺の胸を拳こぶしでこつんと小こ突づく。

「……けど、どんな形であれ、来てくれよ。──冥界での一戦は、これっぽっちも俺の勝ちだなんて思っちゃいない。だから、大会でぶつかったとき、あの続きをしたい。あのときよりも、おまえも俺も強くなっているはずなんだからさ」

　あの続き──。

　去年の夏、俺は苦い経験をした。とうてい俺も勝ったとは言えない勝負。

　俺はいつだってあの戦いを拭ぬぐえればと思った。

　俺も匙の胸を拳で小突く。

「ああ、そうなったら、あの続きをしよう。──俺もゲームの舞台でおまえに勝ちたいとずっと思ってた」

　自然とそんなことを口にしていた。

　まるで大会に参加するかのように──。

　匙はそれを確認して、その場を去っていく。

　二人だけ残された俺と九重。九重が、うんとひとつうなずいて言ってくる。

「イッセーの周りには熱い男おの子こが集まるのぅ！」

　まったく、その通りだぜ。

　その熱さで俺のなかの大事な何かが点火しそうになっていた。




　　　　─○●○─




　そして、運命の日──上級悪あく魔ま昇しよう格かくの儀ぎ式しき当日となる。

　俺はオカ研メンバー、リアスの両親に加え、俺の両親と共に冥界を訪おどずれていた。そう、ついにうちの両親も冥界入りだ。まあ、邪じや龍りゆう戦せん役えきの折、冥界の病院に来てたけど、あれは非常事態だったからな。

　今回は、儀式を受ける俺の関係者として招かれていた。

　グレモリー城の広さに驚き、声も出ない両親を置いて、俺は儀式の最終確認をするため、リアスたちと共に別室にてあらましの再度チェックをしていた。

　……昇格の話が出てから、家でリアスたちと一いつ緒しよに儀式についてのレクチャー、及および概がい要ようの説明を受けてはいたんだが……当日になると緊きん張ちようして頭からスッポ抜ぬけるかもしれないからね。恥はじを搔かかないようにグレモリー城内にある式場で、実際に体験をしながら、一連の儀式行こう為いを確認していた。

　リアスが式場の祭さい壇だん前に立ち、俺にレクチャーしてくれていた。

「──で、魔王さまが読み上げた認定証をあなたに渡わたすから、あなたは教えた言葉で返すの。次に私があなたに王おう冠かんを被かぶらせるわ。これは眷属から、『王キング』が出たことを認める儀式よ。そして、最後に『王キング』の登録をする石せき碑ひに移動して、魔王さまのお言葉のあとに手で触ふれればＯＫ。ここまでくれば儀式は終わったようなものよ。ね？　簡単でしょう？」

　とはリアスは言ってくれるけど！　今日は式場にたくさんの関係者、報ほう道どう陣じんまで駆かけつけるというし……。みっともないところは見せられないじゃないか！

「うぅ、緊張してくるぜ」

　俺はというと、すでに正装を済ませていて、同様に儀式に出るリアスも紅べに色のドレスに身を包んでいた。移動の際も目立つかもしれないので、正装は必ひつ須す。実は、眷属たち、仲間たち全員、正装だった。誰が見てもおかしくないきちんとした格好だ。

　まあ、俺とリアスは会場に行ったら、さらに儀式用の正装に着き替がえるそうだから、まだこれが本番の服装ってわけでもなかった。

　そういえば、ここに来てからグレイフィアさんの姿を見ていない。

　ルシファー眷属として、唯ゆい一いつこちら側に残されたグレイフィアさん。各魔王さまは、今後の冥界を思って、眷属の『女王クイーン』をこちらに残していったわけで、必然的にグレイフィアさんも残った。

　……グレモリー城で変わらずメイドをしているとも聞いていたけど、今日は見かけなかった。ただ、リアスはえらく心配していたんだよね。

『……お義ね姉えさまのこと、気になるのよね』

　──と、事あるごとに話していた。

　俺はあれからグレイフィアさんに会っていないけど、直接会ったリアスが言うには、サーゼクスさまがあちら側に行かれても、グレイフィアさんは特に気にもせずに普ふ段だん通りに振ふる舞まわれたそうだから……。

　俺は、サーゼクスさまが旅立つ前に、夫に泣いてしがみつくグレイフィアさんの姿を見ているからね。ショックなのは当然なんだ。だからこそ、クールに普段通り振る舞いだしたのが、余計に気になるというか……。

　感情押し殺しているだけかもしれないけど……幼い頃ころから見てもらっていたリアスが様子をすごく気にしている。

　……突とつ然ぜん、心労で倒たおれるとかなければいいけど……。

「リアスさま、若さま、お時間です」

　──と、従者の方が報告してくれた。ついに時間かっ！

　グレモリー城にある城下町の駅から列車に乗車して、首都リリスまで移動となる。列車に乗るまでの間に、俺たちは厳重に警護された。当然だ、俺たちの向かうところには人だかりができていて、一いつ般ぱん人から報道関係者やらで山のように悪あく魔またちが押し寄せていた。

「兵藤一いつ誠せいさん、いまのお気持ちを率そつ直ちよくに教えてくださいっ！」

「レーティングゲーム国際大会に参加するのですか!?　同じ若手のサイラオーグ・バアル氏やソーナ・シトリー氏はすでに参加を表明して──」

　カメラのフラッシュが無数に焚たかれ、メディアからの騒そう音おんのような質問が、数え切れないほどに飛んできた。事前に何も言うなと箝かん口こう令れいが敷しかれていたので、俺たちはただひたすら列車に乗ることだけを考えたよ。

　そして、ようやく列車の席につく。程ほどなくして列車が走り出した。そこでやっと一息つけた。……ああああああ、疲つかれる。まだ儀式を済ませていないのに、えらい疲ひ弊へい感があるな……。こ、こんなに注目浴びているとはさ……。いや、話には聞いていたけど、まさかこれほどとはな……。儀式を終えて、そのあとのパーティも終わってから、ようやっと正装を脱ぬげるそうなので、今日は一日気が抜けそうにないね。

　列車が動き出してからしばらく経たち、ふいにレイヴェルが外の風景に指をさした。

　そこには大きなドーム型のスタジアムが存在していた。

「あのスタジアム、今度の国際大会で会場のひとつになるそうですわ」

　俺もスタジアムを確かく認にんする。デカいな。東京ドームより断然広いだろう。まあ、レーティングゲームは、基本広々としたフィールドでやるからな。広いほうがいいだろうね。

「施し設せつの提供って、冥めい界かいの悪魔側と堕だ天てん使し側の領地が多いんだっけか」

　俺がそう言った。

　聞いている話では、レーティングゲームの本場である冥界──悪魔側が一番国際大会の施設提供をすることになっており、そこに堕天使側も協力しているそうだ。堕天使側の領土は余っていて、各勢力のＶＩＰ向けに別べつ荘そうとなる土地を紹しよう介かいしているって話を以前にアザゼル先生から聞いてたもんな。

　その余った土地を利用して、会場を用意しているのだろう。

　リアスが言う。

「他の神話世界は先日のトライヘキサからの襲撃で、どこも復興中だもの。そのなかで被ひ害がいが少なく済んだ冥界は、会場を提供することになったのよ」

　レイヴェルが続く。

「元々は冥界で始まったものですから、第一回ということで競技会場の大半をこちらで用意することになったそうですわ」

　この会話に続いたのは──俺たちと共に列車に乗り込まれたリアスのご両親だった。

　リアスのお父さんがおっしゃる。

「とはいえ、今回の大会の運営などに我が国のゲーム運営委員はほとんど関かん与よはしていない。アジュカ殿どのを中心に各勢力から優ゆう秀しゆうなスタッフを呼び寄せて大会を構成するそうだ」

「やはり、不正発覚の影えい響きようですか？」

　俺の問いにリアスのお父さんはうなずきながらも人差し指を一本立たせる。

「それは当然のことなのだが、もうひとつ理由はある。どうやら、各勢力でもあらためてレーティングゲームを競技として取り入れたいとのことで、各勢力から呼んだ者たちにノウハウを教え込むという側面もあるようなのだよ」

　なるほど。ゲームを国際化させる話も聞いていたけど、大会で一気にノウハウを教え込むのか。まあ、ここから各所に広がって活気づいてくれれば、各勢力間でのレーティングゲームがさらに盛り上がりそうだよね。

　リアスのお父さんがこう続ける。

「レーティングゲームが国際的な市民権を得て、各勢力間でチームの移い籍せき、交流などが持てるようになれば、いっそうゲームが盛り上がるだろう」

「今後は、レーティングゲームが、悪魔だけのものではなくなるってことか」

　俺はそう漏もらした。

　……天使もレーティングゲームして、北ほく欧おう神話の世界でも流は行やり、日本の妖よう怪かいたちも本国でやったりするかもしれないんだな。悪魔だけのものではなく、皆みんなのレーティングゲームになる。うん、ぜひ実現してもらいたいもんだぜ。

　リアスが列車の窓から外を眺ながめつつ言った。

「……これを知れば、ディハウザー・ベリアルさまも喜ばれるかもしれないわね」

　…………。

　これには皆も無言となった。

　……複雑な思いを抱いだきながら、罪を犯した皇帝エンペラーベリアル。彼は誰よりもレーティングゲームを愛していたという。自分を負かす存在を誰よりも欲ほつしていた。国際化が進めば、彼を倒せる者も出るかもしれない。でも、彼は牢ろうの中だ。ようやく開けたレーティングゲーム改革の状じよう況きようにとうの王者チヤンピオンがいないなんてな……。寂さびしい気もする。

　……俺だって、正面から勝ちたいさ。アグレアスではまるで勝てなかった。でも、今度こそは……っ！

　──俺だって、王者チヤンピオンに挑ちよう戦せんして、倒してみたいっ！

　……それは、リアスのチームで？　それとも──。

　あれこれ考えてしまった俺は頭を振り、余計なことを振り払はらおうと努めた。いまの俺は儀式を無事に終えることのみを考えるべきだ。

　王者チヤンピオンのことは、またあとで考えればいい。

　──と、俺の視界にかしこまって硬かたくなって座っている父さんと母さんの姿が飛び込んできた。

「……ところで父さん、母さん、やけに緊張しているようだけど……大だい丈じよう夫ぶ？」

　父さんが声を震ふるわせながら言う。

「あ、ああ、そ、そりゃ、大丈夫だ！　なあ、母さん？」

「え、ええ、もちろんよ！　初めてのところで緊張しているだとか、息子むすこの晴れの舞ぶ台たいで舞い上がっているわけじゃないのよ！」

　……完全にお上りさん状態じゃないかっ！　うわぁ、リアスのご両親もいるのにちょっと恥はずかしいというかっ！　見てらんないよっ！

　俺の両親を見て、リアスのお父さんが緊張を解くようにやさしく語りかける。

「ご夫妻、どうか、気持ちを落ち着かせてください。お二人は式場の関係者席でお座りいただくだけでいいのです」

　リアスのお母さんも朗ほがらかな表情で続く。

「そうですわ。息子さんの姿を見守るだけでいいのです。式場で呼ばれるのは一誠さんの『王キング』であるリアスと、とうの本人たる一誠さんだけなのですから」

「……そ、そう言われると、今度は俺が緊きん張ちようしてきたんですけどね」

　そうつぶやく俺だった。儀ぎ式しきの主役は俺っ！　もう数時間もしないうちに儀式が始まっちまうっ！　あああああああああっ、大勢の報道陣が撮さつ影えいするなかで儀式をするなんてさっ！　冥界だけじゃなくて、いろんな勢力でもテレビ報道されるんだろ？　もう、緊張を超こえて、本番で心臓が破は裂れつして死んでしまいそうだぜ！

　顔が硬くなってしまった俺を見て、リアスが笑う。

「あなたはもっとすごい場面を何度も経験しているのだから、これぐらい慣れなきゃダメよ？　ロキだって、リゼヴィムだって、殴なぐってきたじゃないの」

　い、いや、あれは戦せん闘とうだからであって！　こういうきちんとした儀式とかは別でしょ！

　仲間たちも俺のカチコチの姿を見て、クスクスと笑っていた。

　もう！　関係者席で座るだけの皆は気楽でいいよね、もう！

　その横では会話が弾はずみ出している両家の親たち。

　リアスのお父さんが牛乳の入れ物を取り出して、熱弁していた。

「ところでご夫妻。実はこのようなものを作りました。『おっぱいドラゴン牛乳』といいまして、グレモリーの領地で育てている冥界乳牛から取れるミルクに独自の製法を──」

　俺の両親も説明に食いついて、うんうん聞いていた。

「まあまあ、これはうちの子を模したとかいう作品の関連──」

「おおっ、喉のどごしも良くて、甘みもありますな！　これなら子供からお年寄りまで──」

「今年の夏までには商品化を目指してまして、もちろん、それによって発生する著作権使用料はご子息のもとに──」

　すっかり、気がほぐれてリアスのお父さんの話に夢中となっていた俺の両親。

　……ま、緊張するのは俺だけでいいですよーだ。

　こうして、列車は魔王領に到とう着ちやくする──。




　　　　─○●○─




　魔王領の駅に到着し、厳重な警けい戒かいのなかで俺たちは儀式を行う式場まで、リムジン数台で移動となった。リムジンを囲うように警備の車が併へい走そうしてくれているけど……。俺の昇しよう格かくにどれだけの人員とお金が割さかれているのだろうか……。ちょっと、恐きよう縮しゆくしてしまう。

　程なくして式場に到着して、俺たちは中に入り、あれやこれやと支し度たくをすることに。俺は係のヒトに連れられて、儀式用の正装に着き替がえさせられる。

　髪かみまでオールバックで整えられて、男用の化け粧しようまでしてもらった。もう、こうなれば係のヒトの為なすがままですよ。無理に抵てい抗こうせずに流されるままに身を任せる。

　支度が終わったのち、待機室で待つよう言われた。すぐに儀式用のドレスに着替えたリアスが登場した。

　──美しい！

　化粧が入ったリアスは本当にキレイだ！　髪もアップにしていて、ドレスも煌きらびやかだった！　唇くちびるに塗ぬられた紅べにが、大人っぽさを引き立ててくれていた。

「変？」

　俺の視線に疑問を感じたのか、リアスは自身の格好に目を配らせていた。

「ううん。キレイっス！」

　俺はサムズアップで返した。

　時間が来て、俺とリアスは式場の入門口前に移動となる。リアスのうしろに立ち、このあと開場してから、彼女に付き従って入場だ。

　両開きの大きな門の両りよう脇わきに衛兵が整然と立ち構え、周囲には警護の兵隊さんや関係者が並んでいる。

　……うぅ、緊張がさらに高まってきたぜ！　きちんとできるかな。心配になる俺だったが、リアスが振ふり返り、笑えみを見せてくれた。

「大丈夫よ。あなたを祝する式なのだから。皆に見せてお上げなさい。──あなたの突つき進んできた一年の結果を」

　──っ。

　……俺が突き進んだ、一年の結果……。

　そんななかで、ついに俺の上級悪あく魔ま昇しよう格かくの儀式が始まった。ファンファーレが開始されたのだ。入場の演奏と共に両開きの門が、静かに開け放たれる。

　広がった光景は──立派で華はなやかな式場に正装したお偉えらいさん方が立ち並び、拍はく手しゆをしながら、こちらに視線を送ってきていた。

　リアスが進み出し、俺も置いていかれないよう不自然にならない速度で歩き出す。

　ちらりと来客を見れば、オカ研メンバーの姿も見られ、またシトリー眷けん属ぞくやサイラオーグさんたちも来ているようだった。あ、会場の隅すみっこ、柱の近くにヴァーリたちの姿もあった。

　祭さい壇だんに向かうなか、俺の脳内でリアスの言っていた突き進んできた一年が怒ど濤とうのようにフラッシュバックしていく。

　──私はリアス・グレモリー。悪魔よ。そして、あなたのご主人さま。よろしくね、兵藤一誠くん。イッセーって呼んでもいいかしら？

　すべての出会いは俺の死から始まった。

　──アハハハハ！　無理よ！　だって、死んじゃったじゃない！　その子、死んでるのよ？　もう、守るとか守らないとかじゃないの。あなたは守れなかったの！　夕刻のときも、さっきも！　その子を救えなかったのよ！　本当におかしな子！　おもしろいわ！

　レイナーレ……上級悪魔になったぜ？　もう、誰も死なせやしない。

　──火の鳥と鳳ほう凰おう！　そして不死鳥フェニックスと称たたえられた我が一族の業ごう火か！　その身で受けて燃え尽つきろッッ！

　熱かった。ライザー、あんたの炎ほのおはあのときも再戦したときもただただ熱かった。

　──違ちがうよ。僕は復ふく讐しゆうのために生きている。聖せい剣けんエクスカリバー──。それを破は壊かいするのが僕の戦う意味だ。

　へっ、木き場ば。あんなことを言っていた時期もあったな。トスカさん、大事にしろよ。

　──神がいない世界は間違いだと思うか？　神がいない世界は衰すい退たいすると思うか？　残念ながらそうじゃなかった。俺もおまえたちもいまこうやって元気に生きている。──神がいなくても世界は回るのさ。

　ああ、アザゼル先生。神がいなくてもどうにかなったよ。

　──イッセーさん、大好きです。ずっとおそばにいますから。

　俺も大好きだ、アーシア。ずっと一いつ緒しよにいよう。

　──キミにとっての平和が、苦痛と感じてしまう者もいるということだ。

　ああ言ってくれたけどよ、ヴァーリ。いまのおまえの平和は案外俺と同じなんじゃないか？

　──兵藤一誠ッ！　負けんッ！　俺はッ！　俺には叶かなえねばならないものがあるのだッ！

　サイラオーグさん、あなたとの殴り合いは俺にとって誇ほこりです。

　──……友達？　それ、なると、何かお得？

　お得だっただろう、オーフィス？

　──確かく認にんしておきたい。──兵藤一誠、キミは何者だ？

　俺は俺だよ、曹そう操そう。俺のまま上級悪魔になるぜ。

　──共に盛り上げていきたいと野望も抱いてますわ！

　もちろんだよ、レイヴェル。情けない俺だけど、どうか、俺の野望を手助けしてくれ。

　──リアス部長、朱乃さん、小こ猫ねこちゃん、祐ゆう斗と先せん輩ぱい、アーシア先輩、ゼノヴィア先輩、イリナ先輩、レイヴェルさん、ロスヴァイセさん、アザゼル先生、そして赤せき龍りゆう帝てい──イッセー先輩。僕の大事な仲間だから──。

　ギャー助すけ、バロールだろうとよ、おまえは俺の大事な後輩で、やさしく強いグレモリー男子だ。

　──ねぇ、イッセーくん。もし、私が彼らに利用されそうになったら……私を殺してくれますか？

　ロスヴァイセさん、二度とそんなことを言わせませんよ。

　──天使のキッス。だって、こんな素す敵てきなシチュエーションだもん。キスぐらい、したくなっちゃうよ。

　ったくよ、おかげでいいクリスマスになっちまった。忘れられないキスになったよ、イリナ。

　──皆みんな、楽しい駒王学園にしよう。いや、私がしようと思う。だから、こんな私をどうかよろしくお願いします。

　期待してるぜ、ゼノヴィア会長！　俺もいつでも助けになるからな。

　──生まれ変わっても俺たちの子でいてくれたんだろう？

　……そうだよ？　俺は父さんと母さんの子供だよ。それは生しよう涯がい、一万年経たとうとも変わりはしないよ。

　──……アザゼルはキミのことを、最後で最高の教え子だったと、言っていた……。

　……………………。

　…………。

　……なんで、ここにいてくれないんだろうな。──先生、俺はあなたにもこの晴れの舞台を見て欲しかったよ。

　祭壇に着くまでの間に俺はいろいろなことを思いだして──いつの間にか、こみ上げてくるものがあった。

　でも、泣くのは我が慢まんだ。まだ泣いていいわけがない。これからが、本番なのだから。

　たった一年──。でも、濃のう密みつすぎた一年──。

　こんな一年、きっと二度と体験できない。

　俺は過か酷こくで、でも楽しかった一年を生き抜ぬいてきた、突き抜けてきた誇りを抱いだいて、祭壇の前に立ったのだった──。

　そのとき、俺の大事な相棒から祝辞が届く。

『おめでとう、相棒。よくここまで来たもんだ。禁手バランス・ブレイカーに至り、覇龍ジヤガーノート・ドライブをも生き抜いて、新たな赤龍帝の側面を俺にたくさん見せてくれている。これからもよろしく頼たのむぞ、誠まことの[image: ほのお]ほのおを胸に秘ひめる悪魔にしてドラゴン──「[image: いっ]いつ誠せいの赤せき龍りゆう帝てい」よ』

　ああ、ありがとうドライグ。おまえがいてくれたからこそ、俺は戦ってこれた。これからもずっとよろしく頼むぜ、『赤い龍の帝てい王おう』ア・ドライグ・ゴッホ！

　そして、祭壇で待っていたのは、かっちょいい魔王の格好をしたアジュカ・ベルゼブブさまだった。……そこにサーゼクスさまもいてくれたら、どんなにうれしかったか。

「待っていた。──キミはこれより立派な上級悪魔になる」

　そうおっしゃってくれた魔王さまのもと、ついに儀ぎ式しきは始まる。







「──ということで、次は──」

　俺が祭壇の横にある椅い子すにリアスと共に座り、司会役の方の進行に従った。

　この日のためにオファーしたという冥めい界かい切ってのオペラ歌手が歌を披ひ露ろうし始める。祭壇に設けられたマイクスタンドの前に立ち、歌い出す。

『と～あるぅ国のぉ、隅っこにぃ、おおおおおっぱい大好きぃ、ドラゴォン住んでいるゥゥゥッ♪』

　──見事な歌声で展開したのは、「おっぱいドラゴンの歌」だったッッ！

『ドラァァゴォン、ドラァァァゴォォン、おっぱうぃぃ、ドラゴォンッ♪』

　いい声でその歌を歌われても、なんとも言えない気持ちになってしまいますよ！

　式場の仲間たちもどう反応したらいいかわからない複雑な表情になっているし！

　リアスのお父さんはなんだか感無量の表情になっているけどさ！　呼んで良かったって謎なぞの感動を覚えている様子だよ！

　リアスは赤面して、片かた眉まゆをつり上げていた。ああ、これはあとでリアスのお父さんが、娘むすめの説教を長時間コースで聞くことになるだろうな。

　歌のあと、ようやく儀式も本番となり、俺とリアスが祭壇に立ち、まずは承認証の授じゆ与よとなる。魔王ベルゼブブさまが、承認証に書かれていることを述べられた。

「──以上、リアス・グレモリー眷属たる汝なんじ、兵藤一誠を上級悪魔とする」

　片かた膝ひざを突いて、ありがたく承認証を受け取り、次は俺の言葉だ。

「謹つつしんでお受け致いたします」

　──と、無難な返しで答える。

　ここで仰ぎよう々ぎようしい言葉をすらすら、あるいは長々と話して受け取る者もいるそうだが、シンプルなのが一番と教えられたため、簡潔に答えた。まあ、高校生の俺に仰々しいコメントなんて無理ですよっ！

　一度、立ち上がり、いただいた承認証を広げたまま、来ている方々にも見えるようにする。うわっ、一いつ斉せいに拍手とフラッシュが上がる上がるっ！

　──で、承認証を係のヒトに一度手て渡わたしてから、次に主あるじであるリアスから、王おう冠かんを被かぶせてもらえる儀式だ。

　祭壇にリアスと並んで立ち、向かいあい、俺はその場で片膝を突つく。リアスが係の者から王冠を受け取った。そして、俺の頭部に──被せていった。本格的な王冠のようで、ずしりと重さを感じた。

　また盛せい大だいな拍手が巻き起こった。よし、王冠の儀式も終えた。

　最後に魔王ベルゼブブさまが再び祭壇の前に現れて、手を上げる。すると、頭上より黒光りする大きな石せき碑ひが降りてきた。宙に浮うく石碑。

　……これが噂うわさの上級悪魔の登録を済ませる石碑か。これに触ふれることで、上級悪魔──『王キング』としての登録が済むとは聞いていた。

「さあ、新たな『王キング』、兵藤一誠。石碑の前へ──」

　魔王さまが俺をそう促うながす。

　俺は一歩前に出て、右手にオーラを纏まとわせて──石碑に触れた。

　ドクンッ！　刹せつ那な、俺の心臓が高鳴った！　おおっ、内にある『悪魔の駒イーヴイル・ピース』が反応するときと同じものを感じたよ！　そうか、これ、『悪魔の駒イーヴイル・ピース』と同じ素材で作られているのかも。

　石碑は赤く──いや、紅あかく輝かがやき、俺の手形を一度浮かび上がらせる。そのあと、ただの石碑の状態に戻もどっていった。

　……これで登録完かん了りよう……でいいのかな？

　最後に魔王さまから、小箱をいただいた。開くと──十五個の『悪魔の駒イーヴイル・ピース』が入っていたっ！

　……こ、これが、俺だけの『悪魔の駒イーヴイル・ピース』かっ！　待ち望んだものが、ついに……っ！

　かくして、儀式の重要な部分は終わりを告げて、あとは来らい賓ひんの方々のありがたい祝辞が司会の方によって、読み上げられていった。

　俺もリアスも役目を終えたため、椅子に座って、若じやつ干かんながら気持ちを楽にしていたのだった。







　すべての行程を終えたあとで、俺とリアスは会場をあとにした。出ていくときも盛大な拍はく手しゆをもらって恐きよう縮しゆくしてしまったよっ！

　控ひかえ室に戻り、水を飲み終えたところで、俺は落ち着きを取り戻しつつあった。

　儀式を終えたあとで、最初に声をかけてくれたのは──主でもあるリアスだった。

「おめでとう、イッセー」

「ありがとう！　でも、きちんとできていたかな」

「できていたわ。立派だったわ」

　リアスに立派だったと言われるとうれしい！

　──と、会場のほうも解散となったようで、控え室に次々と仲間たちが入ってきた。

　皆に祝福されるなか、父さんと母さんは潤うるんでいた。

「なんだかわからんが、イッセーの晴れ舞ぶ台たいはやっぱり感動するなぁっ！　なあ、母さん！」

「ええ、お父さん。うちの息子むすこは、父親よりも出世しているようで感動しちゃうわね！　ところで、上級悪魔って何が特権なのかしら？　お給料が上がったりするのかしらね？」

　父さんが俺の肩かたをつかみ、言ってくる。

「イッセー！　俺よりも偉えらくなったんなら、今度のボーナスで旅行券でもくれ！　息子からのお祝いで母さんと旅行に行くのが俺の夢のひとつでもあったんだ！」

「草くさ津つ温泉とかいいわねぇ」

　お、温泉旅行か。そ、それぐらいだったら、すぐに叶えられるかな？

　ていうか、俺、父さんより偉いのか？　業種が違ちがいすぎるだろうし、判断つかん。

　リアスが俺の両親に言った。

「いえ、お二人とも。イッセーの現在の立場でしたら、世界一周旅行も夢ではありませんわ」

「「せ、せ、せ、せ、世界一周ぅぅぅぅっっ!?」」

　リアスの一言に二人は驚きよう愕がくし、体を震ふるわせていた。

　……グレードが十段飛ばしぐらいで一気に上がったぞ！　草津から世界一周旅行か……っ！　親孝行として、がんばるしかないのかなっ！

　──と、今度は予想外のヒトたちが控え室に駆かけつけてくれた。

「兵藤一誠！　ここにいたか」

　ライザーだったっ！　会場にいたのかっ！

「ライザーさん！　来てくれてたんですね！」

　俺がそう言うと、照れくさそうにライザーが言う。

「ふん、呼ばれた以上は見に来てやるのが俺としての流りゆう儀ぎだ。それに今回は付き添そいでもあってな」

「付き添い？」

　怪け訝げんに思う俺だったが、ライザーの視線の先には──見覚えのある淑しゆく女じよが、控え室に入ってきていた。

「兵藤一誠さん、ごきげんよう。上級悪魔になられたようで、あらためておめでとうございます」

　レイヴェルのお母さんっ！　フェニックス家現当主の奥さまだっ！

「こ、これは、レイヴェルのお母さん！　お久しぶりです！　それと、ありがとうございます！」

　頭を下げて対応する俺！　まさか、レイヴェルのお母さんまで来ていたとはね！　ありがたい限りだっ！

　これにはレイヴェルも驚おどろいていた。

「お、お母さまっ！　来られていたんですの!?」

「ええ、ライザーを連れて来てましたよ。会場の隅すみっこにいましたわ」

　あー、だから、一目じゃ見つけられなかったのか。

　レイヴェルのお母さんは本題に入らんとばかりに会話を切り出してくる。

「さて、兵藤一誠さん。以前したお約束を覚えていらっしゃるかしら？」

「えーと……」

　言われて思い出せない俺をレイヴェルのお母さんはおかしそうに微笑ほほえむ。

「トレードですわ。私の娘にして、眷けん属ぞくでもあるレイヴェルについてです。あなたが上級悪魔になった暁あかつきには、ぜひにトレードをとお願いしたはずです」

「あっ！　そうですね。確かにそのような話があった……かな」

　レイヴェルを兵藤家で預かるときにそんな話を通信越ごしにした……かも！　色々あって記憶も朧おぼろげだ。

　レイヴェルのお母さんはここぞとばかりに進言する。

「では、早さつ速そくトレードを致しましょう。こういうのはパパッと早めに片付けたほうがよろしくてよ？　私も時間が取れないので、次にお会いできるのがいつになるかわかりませんし」

　いきなりのトレード案に驚くしかない俺だったが、これになんと！　リアスも便乗した！

「そうね、確かにちょうどいいわ。──こちらともトレードをしましょう。アーシアとゼノヴィアをね」

『──っ!?』

　これには全員が驚いたっ！　当たり前だっ！　いきなりのレイヴェルのトレードでもビックリなのに、それに重ねてアーシアとゼノヴィアもトレードだなんてっ！

　リアスが二人に言う。

「アーシア、ゼノヴィア。もう去年のうちから言っていたはずだけれど、イッセーが上級悪魔になったら、トレードする件、覚えているわね？」

「は、はい！」

「もちろんだ」

　答えるアーシアとゼノヴィア。うん、トレードというか、二人は俺が上級悪魔になったら付いてきてくれると宣言してくれていた。

　となると、リアスとのトレードが条件とはなるのだが……。話自体は去年のうちから、俺たちのなかでされていたことだ。

　しかし、それがいざ現実になろうとしているなか、俺とアーシアは驚きで当とう惑わくしてしまっていた。

　レイヴェルのお母さんと共にリアスは、トレード用の魔ま方ほう陣じんらしきものを控え室の床ゆかにオーラで描えがき始める。

「では、してしまいましょう」

　トレード準備を進めていくなかで、アーシアは戸と惑まどいの声を出していた。

「で、ですが……」

　リアスは一いつ旦たん手を止めて、微笑みながらアーシアを抱だき締しめる。

　安心させるようにやさしい声こわ音ねでアーシアに語りかけた。

「もう、心配しなくてもいいのよ。暮らしが別になるとかではないし、それに私とアーシアの間の感情は、トレードしたところで変わるわけではないでしょう？」

「は、はい！　もちろんです！　私がリアスお姉さまに対する感謝と敬愛の想おもいはいつだってどこだって変わりはしません！」

　リアスはアーシアの頭をなでながら、愛いとしそうに言う。

「私もよ、アーシア。なら、イッセーの眷属になっても何も変わりはしないわ。ただ、イッセーのもとで、彼をフォローしてあげて。あなたにしかできないことがあるから。きっと、それは私でも無理なこと。アーシアじゃなければできない素す敵てきなことよ？」

　リアスはゼノヴィアも引き寄せて、アーシアと共に抱き締める。

「ゼノヴィアもお願いね。イッセーの剣つるぎになってちょうだい」

　ゼノヴィアも安心した表情で、ハグに応じた。

「ああ、了りよう解かいだ。リアス元部長、本当に……本当に世話になりましたっ！　うぅっ！」

　途と端たんに泣き出すゼノヴィア。豪ごう快かいにダーッと涙なみだを流していた。

　リアスもそれを見て苦く笑しようしていた。

「ちょっと、泣かないでちょうだい。生活が別になるわけではないのだから……『王キング』が変わるだけで、あとは何も変わらないのよ……？」

　そうだな、俺、『王キング』になったけど、いますぐリアスと別の生活するわけでもないからな。上級悪魔になったら、一人暮らし！　って具合にはならない。

　急に決まった上級悪魔昇格だから、独立の準備もできていないよ。まあ、これから、徐じよ々じよに将来を見み据すえながら、独立の準備をしよう。ちょっとだけ、順番が変わっただけさ。

　だから、いきなり、皆みんなの生活が変わるわけではない。

　木場が言う。

「まあ、広い意味で僕たちは『リアス・グレモリー眷属』の枠わく組ぐみであることには違いはないからね。イッセーくんがいますぐどこかに引っ越ししない限り、目立った変化なんてないんじゃないかな」

　小猫ちゃんがこれに続く。

「……リアス元部長が、冥めい界かいでのレーティングゲームに参加された際にイッセー先せん輩ぱいが『兵士ポーン』として招集されるぐらいですね」

　そうだな、そういうことなのだろう。リアスがプロのレーティングゲームに参加するときは、俺も『兵士ポーン』として凱がい旋せんするだけだ。

　さて、トレードの儀ぎ式しきは進む。

　控え室の床に描かれた魔方陣。端はじっこに俺とリアス、レイヴェルのお母さんが立ち、魔方陣の中央にはアーシア、ゼノヴィア、レイヴェルが立つ。俺は先ほど貰もらったばかりの『悪魔の駒イーヴイル・ピース』のうち、未使用の『僧侶ビシヨツプ』の駒を二個、『騎士ナイト』の駒を一個、手に持っていた。

　リアスとレイヴェルのお母さんが目をつむり、手を突つき出してオーラを高める。すると、床の魔方陣に書かれていた悪魔文字がぐるぐると回り出していく。

　アーシアたちに変化が訪おとずれた。まず、リアスのオーラの輝かがやきに応じて、アーシアとゼノヴィアの体が光る。次に俺の体が光り、手に持っていた『僧侶ビシヨツプ』『騎士ナイト』の駒一個ずつが輝きだした。

　魔方陣を介かいしてオーラの流れが徐々に変わっていき、俺の持っていた駒とリアスの輝きが同調して、今度はアーシアとゼノヴィアが俺のオーラと同調した。そして、最後にレイヴェルのお母さんとレイヴェルが輝き、俺と俺の持つ残りの『僧侶ビシヨツプ』の駒ひとつが輝く。

　魔方陣を通して、俺とレイヴェルが同調し、俺の手に持っていた『僧侶ビシヨツプ』の駒とレイヴェルのお母さんが同調した。

　一連の儀式が終わると──リアスとレイヴェルのお母さんはオーラを止め、床に描かれた魔方陣は消えていった。

　そして、リアスが俺の持っていた『僧侶ビシヨツプ』『騎士ナイト』の駒をひとつずつ持ち、レイヴェルのお母さんは残りの『僧侶ビシヨツプ』の駒をすくい上げた。

　リアスが笑顔で言う。

「はい、完かん了りようよ。アーシア、ゼノヴィア、いまからあなたたちは『兵藤一誠眷属』よ」

　マジかっ！　これがトレードっ！　案外、あっさりしていたな。

　──と、アーシアが俺の胸に飛び込んできた。

「イッセーさんっ！　イッセーさんイッセーさんイッセーさんっ！」

　アーシアの喜びようはすごいものだった。

　ずっと、将来は俺の眷属になりたいと言ってくれていたもんな。

　俺もアーシアを抱き締める。

「ああ、アーシア！　これで約束のひとつが叶かなったな！」

「大好きですっ！　もう離はなれません！」

「ははは、アーシアが離れたことなんてないじゃないか」

　今度はゼノヴィアが俺の首に腕うでを回す。

「私も一いつ緒しよだぞ！　大暴れしてやろうなっ！」

「ほどほどに頼たのむぜ、ゼノヴィア！」

　おまえの大暴れは本当に怖こわいんだよっ！　まあ、それが心強いとも言えるけどさ！

「レイヴェルも、これからよろしく頼むぞ！」

　同様に眷属となったレイヴェルにもそう言う俺。

　レイヴェルは目元に涙を滲にじませながらも気き丈じように振ふる舞まう。

「もちろんですわ。眷属としても、マネージャーとしても、『王キング』であるイッセーさまのために尽つくしますわ」

　ああ、レイヴェルのマネージメントに応こたえられるように精しよう進じんするぜっ！

　レイヴェルのお母さんがそれを確かく認にんしてひとつうなずき、こう言ってきた。

「それではうちの娘むすめを末永くよろしく頼みますわ。後々式場の手配も──」

「お、お母さまっ！　早すぎますわ！　せめて大学を卒業するまではお待ちくださいまし！」

　慌あわてて、母親の口を塞ふさぐレイヴェルであった。

　しかし、レイヴェルのお母さんはコホンと咳せき払ばらいしたあとで、神しん妙みような面おも持もちで俺に耳打ちしてくる。

（……ひとつだけ、娘について教えておきますわね）

　そして、こんなことを囁ささやいてきたのだ。

（──レイヴェルの本質は、覇は道どうです。いわゆる武力と知力にて世を治めるという怨えん恨こんを生みやすい道筋です。徳により、世を治めるであろう、王道を本質に置くあなたとは本来水と油）

　──っ。

　……レイヴェルの本質が、覇道？　要するに覇王を生み出すってことか？

　レイヴェルのお母さんは、俺の胸を指でつつき、意味深な笑えみを浮うかべながらこう告げた。

（レイヴェルに頼たより切ればあなたは必ず覇道に陥おちいるでしょう。レイヴェルの舵かじの切り方だけは誤らぬようお願い致いたしますわ。私がライザーからレイヴェルを取り上げたのも、あの子がレイヴェルの才能に気づいても、使い方を間ま違ちがえるだけだと思ったからです）

　……どういうことだ？

　レイヴェルと覇道……。そのときの俺は首を傾かしげるしかなかった。

　この一連の行こう為いを見守っていたイリナが、何かを決意している表情となっていた。

「……ゼノヴィアもアーシアさんもイッセーくんのもとに……うん、そろそろ、決めないとね」

　……イリナ、トレードに思うところがあったのだろうか？

　──と、さっそく三名の眷けん属ぞくを得た俺だったが、ライザーがあらためて訊きいてくる。

「それで、兵藤一誠。念願の上級悪魔になったが、目標に変わりはないんだろうな？」

　おおっ、聞いてくださいますか！　俺はスケベな表情で嬉き々きとして語る！

「そりゃ、もちろん、酒池肉林！　美少女美女てんこもり！　おっぱいいっぱい、夢いっぱいなハーレム王ォオッ！」

　もちろん、根本的な目標は変わらずさ。それを求めて切せつ磋さ琢たく磨ま、特訓を重ねて、死にそうになりながらも強敵たちと戦ってきたのだから。

　──けど、この一年間にそれだけじゃない目的も生まれた。

　俺がそれを口にする。

「……ってのがスタートだったんですけどね。いまはそれにプラスして、身内、仲間、家族で平和に過ごせるようにできたらいいなって思います。そうしていきたい、そうでありたいです」

　悪い連中と戦ってきてわかったことは、日常の大切さだ。そして、何よりも平和が一番ってこと。つーか、日々のほほんと過ごせなきゃ、スケベどころじゃなくなるんですよ！

「──あ、ただ、もうひとつだけ加えることがあります」

　俺は指を一本立てて、絶対の誓ちかいも言葉に出した。

「俺の大切なものを傷つける者は何なん人ぴとであろうと、神だろうと、絶対に倒たおす」

　俺は、覚かく悟ごと共にそれを皆に告げた。

　そう、俺の大切な者を、大切な平和を穢けがそうとする奴やつはたとえ神だろうが絶対に許しちゃおけない。

　──邪じや龍りゆう戦せん役えきは、俺の認識を変えるには十分な出来事だった。

　ライザーはそれを聞いて、にんまりと笑んだ。

「言うようになったもんだぜ。レイヴェルも任せられそうだ。──なら、来るんだろう？」

　訝いぶかしげにする俺の表情を見て、嘆たん息そくするライザー。

　俺の首に腕を回して、こう言ってくる。

「国際大会だ。フェニックス家からは俺と長ちよう兄けいのチームが出る。たとえ、俺の優勝が難しいとも出ることに意義があると判断した。神クラスと公式に戦えるなど、こんなことでもない限り経験できないだろうからな」

　──っ。

　……なんてこった。このヒトにまで、それを話題に出されてしまったか。んでもって、このヒトも出場するんだな。優勝が遠かろうと、出ることに意義があると信じて──。

　本当に心身共に熱くなったな、ライザー・フェニックス……。まさに不死鳥のごとく、か。あんたと戦えて良かったと心の底から思えるよ。

　ライザーは俺の頭をわしゃわしゃと手でかきながら言った。

「俺はおまえが『王キング』として出ると信じている。いや、望んでいる。そこで戦えることができたら……。俺を燃えさせてくれ、赤龍帝。待っているからな！」

　──へへっ、まいったな。

　このヒトにまで誘さそわれてしまったよ。こりゃ、今後会うヒト会うヒトに言われてしまうのは必至なんだろう。

　ライザーとそのお母さんは、トレードとあいさつが済んだところで控ひかえ室しつをあとにするのだった──。







　用事も済み、さて控え室を出て、このあとに開くというパーティの会場に移動しようかとしていたときだった。

　再び来客を迎むかえることになる。

　青光りする黒くろ髪かみを持つ中学生ほどの少年だった。端たん整せいな顔立ちをしていた。

　迷子で入ってきた誰だれかのご子息かなと思ったが、視線を交かわした瞬しゆん間かん──俺のなかの警けい戒かいレベルが一気に最大値まで引き上がるのが本能で理解できた。

　目を合わせただけで、すべてを見み透すかされ、心身の自由を奪うばわれかねないと思えるほどの脅きよう威い、畏い怖ふ、戦せん慄りつ……。俺だけじゃなく、この場にいる全員（俺の両親は除く）が、少年の神秘的かつ底の見えない超ちよう越えつ性を察知して、身構えるどころか、全身を震ふるわせるしかできなかった。

　少年が小さく笑いながら、こう告げる。

「へぇ……初めて見るけど、噂うわさ通りの面めんとそうではない面が見えるね。とはいえ、賛辞は贈おくらないと。上級悪あく魔ま昇しよう格かくおめでとう、赤龍帝」

　拍はく手しゆをくれる少年。

　その後方から現れたのは──魔王アジュカ・ベルゼブブさまと、これまた長身の見知らぬ男性だった。民族衣い装しよう──サリーを身にまとっていた。

　見知らぬ男性のほうも、少年ほどではないが、信じられないほどの神性を全身にまとい、覇は気きを放ち続けていた。長い黒髪、立派なガタイの割に透すき通るほどに白い肌はだを持つ美び丈じよう夫ふだ。眼光も鋭するどく、俺たちを一望したあとで、俺に視線を合わせてきた。

「…………ほう、これがロキとアポプスを倒した『[image: いっ]いつ誠せいの赤せき龍りゆう帝てい』か」

　品定めし、お目に適かなったかのような口ぶりだった。

　リアスがベルゼブブさまの名を呼ぶ。

「アジュカさま」

　ベルゼブブさまは、手を挙げて「警戒を解いてくれ」と俺たちに促うながしてくる。

「リアス、このお方がキミたちに会いたいとおっしゃられたものだから、突とつ然ぜんで驚おどろいたかもしれないが、お連れした」

　言うなり、ベルゼブブさまは少年を紹しよう介かいし出す。

「──シヴァさまだ」

『──ッ!?』

　……なんてことだよ……っ！

　……神さまのなかでも別格、グレートレッドとオーフィスを抜ぬかせば、全勢力のなかでも最強とも称される破は壊かいの神が、このヒトか……ッッ！

　この場にいる全員（俺の両親はよくわからずポカンとしているけど！）が、少年の正体に仰ぎよう天てんしていた！

　……つーか、今日の俺の儀ぎ式しきに来てたのかよっ！　俺、どんだけ注目浴びてんの!?

　少年──シヴァが、ニッコリと微笑ほほえみながら俺たちに言ってくる。

「はじめまして、『Ｄ×Ｄデイーデイー』の……駒王学園サイド、とでも呼べばいいのかな。僕はインドの三柱神の一ひと柱はしらたるシヴァだ。今後は付き合いが長くなるだろうから、あらためてよろしく」

　手を差し出してきたので……恐おそる恐おそる握あく手しゆに応じる俺だった。

「あ、ありがとうございます……」

　……破壊の神さまと握手してるよ、俺……。

　──と、今度は横からお付きと思われた長身の男性が俺に声をかけてくる。

「上級悪魔昇格の件、私からも祝辞を述べよう」

「……あ、あなたは、えーと」

　シヴァが俺に男性の紹介をしてくれる。

「彼は阿あ修しゆ羅ら神族の若き王子だよ」

　──っ。

　…………ははっ、もう、言葉もねぇや。今度は阿修羅神族の王子さまかよっ！

　阿修羅神族の王子も手を差し出してきて、自己紹介してきた。

「マハーバリという、お初はつにお目にかかる」

　握手を交かわしながら、阿修羅神族の王子──マハーバリが言ってくる。

「特に赤龍帝の兵藤一誠、貴き殿でんには会いたいと思っていた。邪龍戦役での活かつ躍やくは耳にしている。私も貴殿と共にトライヘキサと打ち合いたかったぞ」

「そ、それはどうも……」

　としか、無理矢理の笑顔で答えるしかなかった！　だって、神さまが二人……この場合は二柱か、とにかく二柱もわざわざ俺のためにあいさつに来るなんてさ！　予想を超こえた展開で困こん惑わくするしかないって！

　シヴァがあごに手をやり楽しそうにしていた。

「性せい欲よくに正直と聞いたが、そのようにも見えないよ。ハーレム王が夢だっけ？」

「い、いや、俺はスケベで有名っス！　女性の服を弾はじき飛ばす洋服崩壊ドレス・ブレイクや、女性の乳に語りかける乳語翻訳パイリンガルなども習得済みで、次は服を透とう視しできる新しん技わざでも開発できればと思っているしだいです！」

　な、なんでこんなことを破壊の神さまと阿修羅神族の王子さまに説明してんだ、俺！

　マハーバリなんて、俺の冗じよう談だんをふむふむと真しん剣けんな表情で聞いているしさ！

　シヴァはおもしろそうにしているだけだった。

「ふーん、そうなのか。確かに、その手の技を考案したのは、煩ぼん悩のうから直結したからだろう。でも、いまのキミからはとうていそのような技を作ったとは思えないほどに性による欲望を大きくは感じさせないね」

　シヴァは俺の鼻先に指を突つきつけて、こう訊いてくる。

「キミは今、何を一番に望んでいる？　やはり、女？　それとも富？」

「ど、どっちも欲ほしいです！　……ということではないんですかね？」

　シヴァは俺の言葉に首を振ふり、こう言い直してくる。

「もっと、根底だ。いま、一番欲ほつしているのはなんだい？　個ではない。全とした場合だよ？」

　個ではなく、全とした場合に一番欲しているもの……。

　俺は即そくこう答える。

「……平へい穏おん、でしょうか。争いもなく、普ふ通つうに暮らしたいです。そのために、全力で戦ってます」

　シヴァはそれを聞き、ふむとひとつうなずき、俺の体を頭のてっぺんから足の先まで目を配らせた。

「……そうか、そういうことか」

　何かを得心することがあったようだ。

「ど、どういうことなんでしょうか？」

　俺が問うと、シヴァは俺の胸に──手のひらをぴたりと合わせてきた。

「……キミの今の体の源流たるグレートレッドは、何を求めている？」

「……次元の狭はざ間まで……平穏に泳ぐこと、でしたか？」

　グレートレッドは、次元の狭間を泳ぐことができれば一番なのだと聞いている。実際に交流した俺からしても、あの真しん龍りゆうさんは自由気ままに生きられればいいと思っているように感じられた。

　シヴァが俺の言葉にうなずく。

「そう、彼もまた何に縛しばられることなく、ただ自由気ままに平和にあの狭間を泳いでいたいだけだ。オーフィスもむかしはともかく、今は平穏を楽しんでいるんだろう？　キミの第二の肉親ともいえるふたつの存在が、総じて欲するのが平穏ならば、彼らの力で構成されたキミの本質が変化していてもおかしくはないということだ。グレートレッドとオーフィスにもキミの影えい響きようが大きいようだが、その逆もしかり。いまのキミは何よりも生きること──平穏な生活を守ることに注力しているということになる。キミが本当のハーレム王になりたいのならば、その思いを落ち着かせなければ先には進めないのかもしれないね」

　グレートレッドとオーフィスの影響で、俺は平穏を誰よりも望んでいるというのか。

　……ていうか、この破壊の神はオーフィスの所在を知っているんだな。伝えたのはベルゼブブ様か、アザゼル先生か……。

　シヴァは続ける。

「無限と夢む幻げんの影響もあるが、キミも平和を望んでいるだろう。無限とも思える相乗効果でその欲求は強まる一方かもね。それはある意味で強力な力と可能性を得た代だい償しようとも言える。まずは、平穏を勝ち取らなければ子作りどころじゃないと根底の部分で引っかかってしまっているんだよ。業ごうともいえる枷かせだね。神クラスのドラゴン二体の力は元人間程度では外せるわけがない」

　……この心中に渦うず巻まく、複雑極きわまりない思いは実のところで……。ハーレム王を目指すには、平和を勝ち取ってからってことでいいのか……？

　……そうなのか、グレートレッド？　オーフィス？　平和を望む天てん龍りゆう……。……そうか、そうなのかもな。グレートレッドも、オーフィスも、のほほんと生きている。生きようとしている。最強と称されるドラゴン二体が、平和を満まん喫きつしたい、いや、満喫している。

　二体の龍の神は、俺の第二の父さん母さんみたいなものだ。それらが、平和を欲するなら、子供である俺が影響を強く受けても仕方ないのか……。

　シヴァは悩なやむ俺を見て、おかしそうに笑った。

「僕をも超えるドラゴン二体の力を得ている冗談のような存在が、何よりも平和を望み、ハーレム王を目指すか。……ふふふ、気に入った」

　ベルゼブブさまに話しかけるシヴァ。

「アジュカ、アザゼルが僕に出した条件を覚えているかい？」

「……欲しいものがあれば、なんでも用意するという件ですか？」

　ベルゼブブさまがそう訊きく。

　うなずくシヴァ。

「そう、それだ。──赤龍帝」

「え？　あ、はい」

　シヴァは真っ正面からこう告げてきた。

「──僕の陣じん営えいに来ないかい？」

『──ッ!?』

　俺も仲間たちも驚くしかなかった！

　シヴァはリアスに言う。

「あ、誤解なきように。リアス・グレモリーのもとを去れというわけじゃない。もし、こちら側の神話体系を中心にして争い事が勃ぼつ発ぱつしたら、僕の陣営に来ないか？　──という話だよ。そちらの仲間込みでもいい。キミの仲間なら、皆みんな有望だろう」

「シヴァさま！　しかし、それは！」

　ベルゼブブさまの声を手で制して、シヴァは語る。

「帝たい釈しやく天てん──インドラが、僕を倒たおさんがために自分の陣営を太らせているのは知っているだろう？　手元に名うての使い手を集つどわせて、いずれ、僕を相手取る腹づもりだ。それは案外近いかもしれないとも察している。今度の大会に乗じてくる可能性は高い。あちらには曹操と初代孫そん悟ご空くうもいるのだろう？　なら、こちらもいくつかおもしろい駒が欲しいじゃないか」

「……シヴァさま」

　ベルゼブブさまに向けてシヴァは肩かたをすくめる。

「リアス・グレモリーのもとを去れとは言わない。けれど、インドラはすでに『次』を見み越こして動いているぞ？　なら、オファーだけは早目がいい」

　今度はお付きの男性──阿修羅神族の王子マハーバリが俺に言う。つーか、どいつもこいつも俺ばかりに話しかけてくるし！

「赤龍帝、私たち阿修羅神族はシヴァさまと共に歩むことを選せん択たくしている。貴殿がこちらの陣営に来てくれれば、これ以上心強いことはない。どうだ？　シヴァさまのもとに来て、私と共に戦場を駆かけ抜けないか？　あのインドラを我々と打ち倒すのも一興であろう」

　途と端たんにマハーバリは全身に恐ろしげな雰ふん囲い気きをまとう。同時にこの部屋にある小物──コップやテーブルが震ふるえ、ついにはヒビが入った。

「私はインドラを許せない。我が父、ヴィローシャナは帝釈天──インドラによって殺されたのだから……っ！　現阿修羅王であらせられるヴァルナさまは、抑おさえよとおっしゃられるが、この怒いかりだけはどうにも収まらないっ！」

　……すごい迫はく力りよくと怨えん恨こんのこもった声と態度だ。顔が憤ふん怒ぬに塗まみれている。

　シヴァが手を差し出してきた。

「──『[image: いっ]いつ誠せいの赤せき龍りゆう帝てい』、僕のもとに来るといい。滅殺姫ルイン・プリンセスの眷けん属ぞくであるなら……いや、キミは悪あく魔まを超ちよう越えつしたドラゴンだ。破は壊かい神である僕の加護を受けるのも悪くないと思わないかい？」

　……とんでもないオファーだ。正直、突とつ飛ぴすぎてついていけない。うかつに乗るわけにはいかないのだけはわかる。アザゼル先生がいてくれれば、間に入ってくれただろうけど、いまはいない。

　──これからは俺だけで考えて問答しなきゃいけないんだ。

　俺はシヴァに問う。

「……あなたは、帝釈天と戦争がしたいのですか？」

　シヴァは笑った。

「それも悪くない。──けど、ただの戦争は正直飽あき飽あきだ。もっとおもしろい趣しゆ向こうを用意したいものだね。ま、どろどろの大戦争をしようなんて今いま更さら思ってはいないよ」

　はぐらかすかのような物言いだった。

　シヴァはこうも言ってくる。

「『[image: いっ]いつ誠せいの赤せき龍りゆう帝てい』、これだけは覚えておくといい。今後、キミと『明みよう星じようの白はく龍りゆう皇こう』のもとに訪おとずれる存在は友好的だろうと、敵対心を抱いだいていようと、神クラスが多くなるはずだ。必然的に付き合いも戦いも神クラスが多くなるだろう。──キミたちはそれだけのことをしたということさ。キミは何よりも女人と平和が好きなドラゴンかもしれない。いや、そうなのだろう。それで奇き跡せきを何度も起こした。でもね、僕はもうひとつの真実があると見ているよ」

　シヴァが、目を細めて愉ゆ快かいそうに言ってきた。

「──キミは強つわ者ものが好きなのだろう？　味方はもちろん、敵だろうと、信念を持った戦士おとこの戦いが何よりも大好物のはずだ。見るのも、打ち合うのも、どちらもね。この激動の一年間でキミが女への興味とは別に得た新たな楽しみは、強い戦士おとことやり合うことなのではないかな」

　──っ。

　…………。

　……どうしてだろうか。約一年前、ハーレムだけを追い求めていたはずの俺。あれから一年ほど経過して──。

　シヴァのいまの言葉を否定したいのに、否定できず、いや、是ぜであると俺の心中にある何かが認めようとしていた。

　そう、エロいことと同等に俺は──ライザーとの戦いで、シトリーとの戦いで、サイラオーグさんとの戦いで、あらゆる強者との戦いで、『強さ』というものに惹ひかれ、夢中になってきている。

　女の子のおっぱいを揉もむのと同じぐらいに、俺は激げき闘とうの末に強者を打ち破るのが、好きになっていたんだ──。

　俺の無言をシヴァは是と取ったようで、楽しげに笑えんでいた。

　シヴァが俺の背中をポンポンと叩たたいた。

「僕が主しゆ催さいするレーティングゲームの国際大会だが、名前は邪じや龍りゆう戦せん役えきの英えい雄ゆうの一ひと枠わくである堕だ天てん使しの長おさから取って『アザゼル杯カツプ』とするつもりだ。彼は実際大会が開かい催さいされるまでの根回しを直前までしていたしね。大会の名前に相応ふさわしいだろう？」

　──アザゼル杯カツプ。それがレーティングゲーム国際大会の名めい称しよう。

　シヴァはこうも続けた。

「──その大会にキミの好きな戦士おとこたちがたくさん現れる。キミのことが好きな戦士おとこたちがたくさんだ。キミと殴なぐり合った連中が皆来るだろう。それを見て、キミは指をくわえているだけでいいのかな？」

　マハーバリも真っ正面から言ってきた。

「私も出る。そして貴き殿でんも出るのなら、ぜひとも打ち合おうではないか。今日出会ってわかった。──貴殿とならこれ以上ない戦いができそうだ」

　神さまにまで誘さそわれるなんてな。どんだけ、俺って求められているんだよ。

　──と、シヴァが扉とびらのほうに視線を向けた。

「キミも一言ないのかな？　帝釈天の刺し客かくくん」

　──っ！

　シヴァの言葉に皆が身構えるっ！　扉の向こうに帝釈天の刺客!?　まったく気配に気づかなかった！　隠かくれて聞き耳を立てていたってことか!?

　扉を開いて現れたのは──曹操だったっ！　そ、そりゃ、こいつは帝釈天の刺客だろうけど、まさかおまえまでここに来ているなんてなっ！

　曹操は肩をすくめて言う。

「申し訳ございません、シヴァさま。隠れるつもりはなかったのですが、お話し中だったもので」

「ふふふ、赤龍帝に会いに来たんだろう？」

　シヴァの問いに「ええ」と答える曹操。

　曹操が俺に視線を移して言う。

「シヴァさまに気に入られるとはね。まったく、キミは会うたびに大きくなる」

「おまえまで来るなんてな。俺の昇しよう格かく儀ぎ式しきを見に来たのか？　祝いに来たってキャラじゃないよな」

「まあね。天てん帝ていの名みよう代だいで、キミの昇格の儀式を見に来ただけのことさ。でも、ちょうどいいとも思った。伝えておきたいことはある」

　曹操は勇ましい顔つきで言う。

「俺も当然大会に出る。天帝からも許しはいただいた。自分の力がどこまで行くか、俺の用意したチームと共に挑ちよう戦せんするつもりだ。そこで、キミたちとの再戦が叶かなえばこれ以上のことはない」

　曹操は踵きびすを返して、うしろを向いたまま俺に言った。

「──上級悪魔たる兵藤一誠、キミのチームを正面から叩きつぶしたいものだよ。俺はいつだってキミやヴァーリに焦こがれているさ」

　それだけ告げて、曹操は去っていく。

　…………。

　……クソ、なんてことだよ。どいつもこいつもさ……っ！

　俺に声をかける皆が──戦意に塗れていて、俺を品定めしていた。何よりも、このシヴァって神さまも、阿あ修しゆ羅らの王子も、曹操も、ライザーも、俺をリアスの眷属としてではなく、俺個人として見てくれていた──。

　……ふつふつと内側から沸わき上がるものがある。

　──強者が集う国際大会。そして、俺だけのチーム、か。

　俺のなかでいまシヴァに言われたことが渦うず巻まく。

　──キミは強者が好きなのだろう？

　……ああっ、大好きだよっ！　つい目を奪うばわれて、目標にしたい、超こえていきたいって思えるぐらいカッコイイ奴やつらが俺の周りには多いんだっ！

　拳こぶしを強く握にぎりしめる俺。心の導火線に灯ともった火は、どんどんどんどん進んできている。

　曹操が去ったあと、シヴァとマハーバリも気が済んだのか、ベルゼブブさまと共にこの場をあとにしていった──。







　突とつ然ぜんの思いがけない来客が続いたが、落ち着きを取り戻もどした俺たちはパーティを終えたあとに帰路についた。

　帰りの列車のなかで外を眺ながめる俺。

　……ふと、視界に行きで見かけたスタジアムを再び捉とらえた。

　……あそこもゲームの会場になる。

　ふつふつと沸き上がる欲よつ求きゆう──。

　俺だけのチーム──。

　俺のもとに訪れる戦士おとこたちは、どいつもこいつも俺を求める──。

　俺は上級悪魔になった──。

　リアスの『兵士ポーン』であるけど──一人の『王キング』でもある。

　…………。

　……ただのレーティングゲームではない、国際大会形式……。

　……俺の知っている奴らが参加するなかで、俺だけ参加しないのは……。

　──あり得ないっ！

　あいつとの戦いを、あのヒトとの戦いを、他の誰だれかに奪われるのがたまらなく悔くやしかった。

　俺以外の奴に俺が戦った奴らが負ける光景をただ見守るなんて、許せるのか!?

　──俺はそのとき初めて新たなスタートラインに立ったのだと認にん識しきできたのだ。

　心に灯った炎ほのおに心身を焦がされ始めていた俺だったが、ふと俺のもとに訪れる者たちがいた。

　──アーシア、ゼノヴィア、レイヴェルだった。

　三人とも決意の表情となっていた。

　ゼノヴィアが勇ましく言う。

「……イッセー、私は覚かく悟ごを決めているぞ」

　アーシアも強くうなずいていた。

「はい、私もゼノヴィアさんと同じです。イッセーさんがお決めになられたことに従います。──私はあなたの『僧侶ビシヨツプ』ですから」

　レイヴェルが不敵に俺に訊きいてくる。

「さあ、イッセーさま。お心に何か揺ゆさぶられたものがおありなのではないですか？」

　……ったく、キミたちは俺のことを本当によくわかって……。

「……アーシア、ゼノヴィア、レイヴェル。俺の話をちょっと聞いてくれないか？」

　俺は──初めての眷属たちに自分の思いを吐と露ろすることにしたのだった──。







　　　Life.3　グレモリーの卒業式







　卒業式当日──。

　その日、リアスはいつものように朝早く起きてベッドを抜ぬけ出て、いつものように制服の袖そでに腕うでを通した。

　けど──それが高校生活で最後の着用になる。皆みんなに気づかれる前に、一足早く学校に行きたいとのことで、朱あけ乃のさんを伴ともなって登校する。

　──と、俺にも声がかかる。

「イッセーも一いつ緒しよに行きましょうか」

　俺とリアス、朱乃さんの三人で登校していく。途と中ちゆう、朱乃さんが俺の腕に絡からまり、リアスが対たい抗こうして逆側の腕に絡まるって場面があった。いつもの光景だ。でも、明日あしたからはこれがなくなってしまう。それを思うと……やはり、寂さびしいね。

　まだ誰も来ていない駒く王おう学がく園えん……と思われたが、校門で見知った二人が清せい掃そうをしていた。

「あら、リアス、朱乃、イッセーくん、ごきげんよう」

　なんと、ソーナ元会長と真しん羅ら元副会長が、校門を箒ほうきで掃はいていたんだっ！　あらら、リアスや朱乃さん以上に早く学校に登校しているヒトがいたなんて……。

　ソーナ元会長が言う。

「うふふ、どうにも目覚めが早かったものですから。家でやることなんてないので、ちょっと早めに来て掃そう除じをしようと思ったのです。そうしたら椿つば姫きも来ていて……」

「はい、私も今日に限って早く起きてしまって……」

　卒業生四人とも朝早く起きてしまったということか。リアス、朱乃さん、ソーナ元会長、真羅元副会長が、おかしそうに噴ふき出していた。

　ソーナ元会長たちに別れを告げて、俺たちは校舎ではなく、旧校舎──オカ研の部室に足を向けた。

　部室に入るリアス、朱乃さん、俺の三人。

　いつもと変わらぬ部室の風景。リアスたちがあまり顔を出さなくなっても、俺たちはきちんと部室を整然と使っている。上級生が抜けたあとで、腑ふ抜ぬけるなんてこと、できやしないからね。

　ここは……リアスたちが再建して作り直した部室なんだから。

　リアスはゆっくりと部長の机のもとに行く。

「うふふ、お茶、淹いれますわね」

　朱乃さんがいつものようにお湯を沸かし始めた。

　部長の椅い子すにリアスが座る。久しぶりの光景だ。いまじゃ、アーシア部長が座るところになっているからな。アーシアには申し訳ないけど、やっぱり、リアスが座っているほうが様さまになっていた。

　リアスが言う。

「……祐ゆう斗とたちが来る前までは、二人きりだったわね、朱乃」

「ええ、学園に掛かけ合って、どうにか部としての体ていを守ってもらいましたわね。どう考えても部員が足りなかったのに」

　クスクスとおかしそうに笑う朱乃さん。

「と言っても私たちの正体を鑑かんがみればやたらに部員を集めるわけにもいかない……。知ってる、イッセー？　最初の頃ころは、ソーナと椿姫がよく遊びに来てくれていたのよ？　だから、案外寂しくはなかったわ」

「あの頃だからこそ、できたことですわね」

　へー、初めて聞いた。リアスが一年生の頃は、ソーナ元会長と真羅元副会長も来て、四人でここで過ごしていたのか。

「一年後も新入部員は祐斗だけで、まだ部員は三人。あの子、下級生ってことで必要以上に私たちに気を遣つかってくれていたわ」

「誰よりも先にここに来て、掃除をしてくれましたわね。床ゆかふきから、窓ふき、旧校舎全域まで掃除してくれてましたわ。……三人しか使っていなかったのに。きっと、祐斗くんは私たちに旧校舎を気持ちよく使ってもらいたいがために一いつ生しよう懸けん命めいだったんでしょうね」

　……木き場ばの奴、そういう一年生の時期があったんだな。あいつの性格なら、そうするだろうよ。誰よりもリアスと朱乃さんを姉として慕したっているのだから──。

「……三年生になったら、驚おどろきよね。小こ猫ねことギャスパーしか新入部員がいないと思ったら──イッセーにアーシア、ゼノヴィアにイリナ、レイヴェル、顧こ問もんの先生にアザゼルとロスヴァイセまで。ふふっ、一気に増えちゃったわね」

「うふふ、もう人数が足りなくて部としてどうなんだ、なんて言われませんわね」

　そうだな。俺が入ったあとは、どんどん部員が追加されていった。……俺は、人数が足りない頃のオカ研を知らないから、二人の頃とか、三人の頃とか、想像がつかない。

　結構広い旧校舎だもん。……持て余しただろうね。

　そこから、しばらく無言となるリアス。俺も声をかけられなかった。だって、愛しそうに、寂しそうに、部室のあらゆるところに目を配らせているのだから──。

　でも、リアスはおかしそうに笑ってもいた。

「……悪あく魔まの仕事で、まだここを使うし、明日も訪れるのだから、今生の別れどころか、まだまだこれからが本番だというのにね。……学生としてここに放課後顔を出せないことが、たまらなく寂しくも感じるわ」

「……三年間、短いようにも思えましたわね、リアス」

「……悪魔の生からしたら、三年なんて一いつ瞬しゆんよね。──でも」

「「楽しかった」」

　二人して、同じ感想を異口同音で漏もらしていた。

　二人は声をあげておかしそうに笑う。

　朱乃さんが言う。

「一生の思い出ですわ。リアス、ここに誘さそってくれてありがとう。私、本当に楽しかったわ」

　淹れたばかりの紅茶を俺とリアスに出して、そう言う朱乃さん。──目には涙なみだが滲にじんでいた。

　リアスはカップを手に取って言う。

「私もあなたを誘って良かった。いままで副部長として私を支えてくれて、本当にありがとう。そして、これからもよろしくね、朱乃。私の『女王クイーン』、そして大切な親友として──」

　最高の微笑ほほえみを見せてくれるリアスだった。

　二人にしかわからない時間があったんだなって思える。

　リアスが俺に言う。

「私と朱乃の昔話、一応、あなたにも聞いてもらいたくて連れてきたのよ。けど、他にも聞かせないとダメのようね」

　　なぜなら、複数のバタバタという足音が聞こえてきたからだ。

　扉とびらを開け放って入ってきたのは──他の部員たちだった！　どうやら、事情を察して追いかけてきたようだった。木場やギャスパーにも連れん絡らくがいったようで、アーシアたちと共に駆かけつけている。

　イリナが言う。

「もう！　リアスさんも朱乃さんもイッセーくんまで、私たちに内ない緒しよでここに来てるんだから！」

　ロスヴァイセさんも正装で駆けつけた。

「顧問の私を置いていかないように！」

　木場が笑顔で言った。

「このメンバーでする最後の部活動でもしましょうか？　お話だけでもいいと思いますし」

　この提案に在校生全員とロスヴァイセさんが「いいね！」と応じた。

　リアスと朱乃さんが顔を見合わせて、「ぷっ」と噴き出した。

「そうね、式の時間まで私と朱乃の最後のオカ研に付き合ってもらおうかしら。朱乃、皆の分もお茶をお願い」

「あらあら。はい、部長」

　こうして、俺たちはリアスと朱乃さんの昔話を時間が許す限り、聞かせてもらったのだった──。

　木場やギャスパーの恥はずかしい話も聞けて、本当に楽しかった。

　……制服を着て、ここに来るリアスと朱乃さんはこれで最後なのかもしれない。

　でも──これから、いつまでも一緒だ。

　そして、いつまでも俺たちにとって、リアス部長で朱乃副部長なんだ──。







　式直前となったころだった。

　教室からの移動で、体育館までの渡わたり廊ろう下かを歩いているとき、リアスと誰だれかが立ち話しているのを見かけた。

　なんと！　相手はサイラオーグさんだった！

「来てくれたのね、サイラオーグ」

「卒業おめでとう、リアス。なに、従い姉と妹こや同期の大事な式典だ。今日は祝わせてもらう」

　俺も駆け寄より、声をかける。

「サイラオーグさん！」

　手を上げて走り寄る俺だったが、サイラオーグさんはその姿を見て苦く笑しようして言ってくる。

「兵ひよう藤どう一いつ誠せい、しゃんとしろ。上級悪魔なのだからな」

「は、はい。実感はありませんけど」

「ふっ、いずれ体現できるようになるだろう。真の男とはそういうものだ」

　そんな会話をしていると、「リアスさん、そろそろ一いつ旦たん教室に戻もどらないと」と声をかけるリアスの同級生。リアスも「ええ、ありがとう」と返していた。

「じゃあ、イッセー、サイラオーグ、私は先に行くわね。今日は来てくれてありがとう」

　それだけ言い残して、リアスは校舎のなかに入っていった。

　残された俺とサイラオーグさん。

　サイラオーグさんが俺に言う。

「この間は大事な儀ぎ式しきゆえ、正面から言えなかったが……。俺も大会に出るつもりだ」

「ええ、だと思いました」

　じゃなければ、サイラオーグさんじゃないだろう。神や猛も者さが集まる大会だ、出ない理由がない。

　サイラオーグさんはフッと笑う。

「どうせ、奴やつらのことだ、おまえに挑ちよう戦せん状でも叩たたきつけているのだろう。想像に難かたくない」

「まあ、いろんな奴に声をかけられましたよ」

　……えぇ、ヴァーリに匙さじ、ライザー、シヴァ、マハーバリ、曹そう操そうにまで声をかけられてしまいましたよ。

　サイラオーグさんはあらためて正面から俺に言った。

「俺はあまり回りくどい言い方は好きではないから、ハッキリ言う。──大会に出ろ。どんな形であれ、だ。おまえやリアスたちと再戦できるかはわからないが、大会におまえたちが出るという行こう為いが俺を心底滾たぎらせてくれるだろう。相手がたとえ神であろうとも、俺とおまえが突とつ破ぱしてきた激げき闘とうの日々は決して無む駄だにはならない。兵藤一誠、俺は待っているからな」

　それだけ言い残して、サイラオーグさんは関係者として体育館のほうに向かっていった。

　……わかってますよ、サイラオーグさん。

　……俺は、腹を決めたんです！

　拳こぶしを握にぎりしめる俺だが、いまは卒業生を送り出す在校生だ、気を取り直して体育館に入っていった──。

　そして、卒業式は始まりを告げる──。







　在校生、保護者の盛せい大だいな拍はく手しゆのもと、卒業生が体育館に入場となる。

　俺は気になって、保護者の席に視線を配らせた。

　保護者席に紅べに色の髪かみの紳しん士しが、デジカメ片手に撮さつ影えいしている姿が飛び込んできた。ああ、リアスのお父さんだっ！　隣となりにはリアスのお母さんも来ていた。若いっ！　他の保護者はリアスのお姉さんとしか思えないだろうな。

　バラキエルさんも来ていて……すでに鼻水を垂らすほどに号ごう泣きゆうしていた。もちろん、デジカメで撮影している。……バラキエルさん、まだ始まったばかりですよ。ああ、中央を進む朱乃さんが、バラキエルさんを発見して、顔を紅潮させてる！　お父さんがもう号泣してるから、めっちゃ恥ずかしいだろうな……。

　朱乃さんの卒業証書授じゆ与よの様子や、仰あおげば尊しを歌い出したら、バラキエルさんはどうなってしまうんだろうか……。

　あ、銀ぎん髪ぱつの女性！　グレイフィアさんも少し離はなれた席に座っていた。……グレイフィアさん、久しぶりに見たな。って、その隣には紅髪の少年──ミリキャスの姿も！　親子でサーゼクスさまの代わりに見に来てくれたのかもしれないね。

　そうして式は始まり、国こつ歌か斉せい唱しよう、校歌斉唱とつづき、卒業証書授与が終わった。

　在校生送辞として、代表のゼノヴィア生徒会長が壇だん上じように上がって、送辞を読んでいった。

　ゼノヴィアが送辞を読むなんてさ。出会った頃ころ、部員になった頃からは、想像もつかないよな。

『卒業生答辞、代表支し取とり蒼そう那なさん』

「はい」

　そして、卒業生答辞として、ソーナ元会長が呼ばれ、壇上に上がっていく。

『春の香かおりがただよいだした三月の今日、私たちはここを旅立ちます』

　壇上に立ったソーナ元会長は、そういうあいさつから始まり、関係者一同にお礼を告げていく。

　一年生からの思い出を語り、印象的だった出来事まで話していった。

『この三年間で、私たちは様々な出会いと……別れを体験しました。ここで様々な方と出会った経験は、きっとこれからの私たちにとって掛かけ替がえのない思い出となるでしょう。そして、別れた人たちとも──』

　ソーナ元会長はそこで一旦言葉を詰つまらせて、スーッと頰ほおに涙を一筋だけ流していった。

『……別れた人たちとも、いずれ必ず会えると信じて、前に進んでいきたいと思います。再会したときに成長した自分を見せることが、何よりも大事なことだと信じています』

　……セラフォルーさまをはじめ、この場に来られなかった方々を想っての答辞だと理解できたよ。

　そうさ、ソーナ元会長の言う通りだ。いずれ、必ず会えると信じて前を突つき進み、再会したときは俺たちの成長した姿を見てもらおう。

　きっと、それが一番なんだ──。

『──以上、三年生代表、支取蒼那』

　ぺこりと頭を下げたあと、盛大な拍手が送られた。

　こうして、卒業式は静かに確実に進んでいき、卒業生を送り出していった──。







　式を終えた三年生たち──。

　笑い合う者、泣き合う者、抱だき合う者、一いつ緒しよに写真を撮とる者、いろいろだ。

　そのなかで、卒業を終えたリアスと朱乃さんが、卒業証書の入った丸まる筒づつを持って、校門を潜くぐっていく。

　出で迎むかえるのは、外で待っていた俺たちオカ研メンバー。リアスと朱乃さんには生徒たちの目があまり触ふれないところについてきてもらう。

　俺は卒業式を終え、門を潜ったリアスに伝えたいことがある。大事なことだ。二人にとってとても大事なこと──。

　でも、その前にリアスに伝えたいことがある者たちがいた。

　木場、小猫ちゃん、ギャスパーの三人だ。実は、ちょっと前から木場たちから相談を受けていた。だからこそ、協力を惜おしまない。てか、決めてやれっ！

　俺は三人の背中を押し、リアスの前に向かわせる。

「木場、小猫ちゃん、ギャスパー、まずはこの三人からだ。ほら、決めたことがあるんだろ？」

　木場、小猫ちゃん、ギャスパーがリアスの前に立ち、緊きん張ちようの面おも持もちになっていた。

「う、うん。あ、あの……卒業おめでとうございます」

「おめでとうございます」

「おめでとうございます！」

　木場が、ここまで赤面して声を上ずらせているのは珍めずらしい。まあ、理由を聞けば理解できるんだけどね。でも、自分たちがやりたいと言ったことなんだから、勇気を持って実行しなきゃな。

「ええ、ありがとう、祐斗、小猫、ギャスパー」

　ニッコリと微笑ほほえむリアス。

　木場はもじもじしながらも言葉を続けていく。

「そ、それで……卒業されて……もう、駒王学園高等部の……オカ研の部長も引退されましたし……」

　しどろもどろな木場たちの姿にリアスはおかしそうに小さく笑った。

「もう、祐斗、小猫、ギャスパー。どうしたの？　いつものあなたたちらしくないわ。何を言いたいか、ハッキリ口にしないと──」

　言いかけのリアスの言葉を遮さえぎるように木場たちがそれを口にしていく。




「──リアス姉さん」




　木場の勇気に小猫ちゃん、ギャスパーも続く。

「リ、リアス姉さま……」

「リ、リアス、お、お姉ちゃんっ！」

　とうのリアスはそう呼ばれた瞬しゆん間かん、鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽうを食らったかのように驚おどろき、そのまま固まってしまっていた。

　予想だにしなかった出来事だったんだろう。

　木場が説明をしていく。

「部長とお呼びするより、そちらのほうが合っていると思いまして……」

　そう、それが俺やアーシアたちが受けた相談だった。リアスと朱乃さんの卒業が間近に迫せまったなかで、木場たちに呼ばれた俺たちは、リアスに対しての呼び方について、相談を受けたのだった。

　リアスは卒業するし、もう本格的に「部長」ではなくなる。「元部長」と呼ぶのもどうかということで、彼らは勇気を持って決断したというのだ。

　俺、アーシア、ゼノヴィア、イリナ、レイヴェル、ロスヴァイセさん、新オカ研メンバーはそれを聞いて「絶対にやれ！」と背中を押したのだった。

　そして、そう呼ばれたリアスは──、

「…………」

　無言で涙なみだを溢あふれさせて、顔を両手で覆おおってしまった。

　突とつ然ぜんの変わりように木場たちは戸と惑まどった。

「あ、あの、変でしたか!?　失礼でしたか!?」

「す、すみませんっ！」

「ご、ごめんなさいっ！」

　謝る木場、小猫ちゃん、ギャスパーだったが、リアスは首を横に振ふった。

　リアスは涙を指で拭ぬぐうが、それでも止まらない。

「……いいえ、そうではないの。これはうれしくて……。まったく、門をくぐったら、卒業式より感動させることを言われるなんて思ってもみなかったわ」

　本当にうれしかったのだろう。リアスはただただ涙していた。

　ずっと呼ばれたかったはずなんだ。リアスは眷けん属ぞくを家族のように思っていた。木場たちを弟、妹のように見ていた。

　だからこそ、呼んで欲しかったに決まっている。

　リアスは落ち着いたあとで、イタズラな笑みで木場たちに言った。

「もう一度呼びなさい」

「「「え？」」」

　突然の言葉に呆あつ気けに取られる三人だったが、リアスは耳を木場たちに向けて、もう一度こう言う。

「あら、呼んでくれないの？」

　木場、小猫ちゃん、ギャスパーはまたまた顔を赤らめて、勇気を持って言っていく。

「あ、えーと……リアス姉さん……」

「……リアス姉さま」

「……お、お姉ちゃん」

「うふふ、これはうれしいものね」

　超ちようご機き嫌げんモードとなったリアスはその場でステップを踏ふむほどだった。

　ああ、本当に呼んで欲しかっただろうから、すんごいサプライズのプレゼントだったんだろうね。

　これを見ていて朱乃さんがからかうように言った。

「あらあら、私もお姉ちゃんって呼ばれたいですわ」

　木場がすごく困って告げる。

「朱乃さんのことも姉だと思ってますが……『朱乃さん』呼びがどうにも公私でカッチリしてしまったというか……」

　いつものイケメンが、年相応というか、それよりも下に見えるほどに弟キャラを出していた。真羅元……じゃなくて、真羅先せん輩ぱいもこれを見たら、鼻血出すだろうな。

「い、いずれ、お呼びします！　今回はリアスお姉ちゃん呼びの心の準備だけで、精せい一いつ杯ぱいでしたぁっ！」

　ギャスパーのその一言のあと、皆みんながドッと爆ばく笑しようした。

　まあ、朱乃さんに関しても時間が解決してくれるだろう。……あぁ、平和って感じだ。俺のなかのグレートレッドとオーフィスの要素もこれを見て、めっちゃ充じゆう実じつしているんじゃないかな。

　……さて、次は俺かな。

　俺も一歩前に出てリアスの前に出た。

「俺からもいいかな？」

「ええ、イッセーのほうはどうしたというの？」

　頰をポリポリとかきながら俺は続ける。

「えーと……決めていたことがあって、リアスが卒業したら、もう完全にオカ研の部長でも、ここの生徒でもなくなるわけだし、だからこそ、俺としてのケジメというか……」

　俺の決断したことは──普ふ段だんのリアスとの会話だった。

　正直、いままで会話の仕方に困ってた。付き合っている以上、少なくともプライベート時は上下関係なく、普ふ通つうに敬語なしで話すべきだと、頭のなかではわかっていた。

　でも、周りの状じよう況きようは目まぐるしく動き、冥めい界かい、天界へと足を運び、吸きゆう血けつ鬼きの国にも突とつ入にゆうして……あらゆる勢力のいろんな奴やつらに遭そう遇ぐうして、時にはＶＩＰクラスと話すこともあった。その都度、公私が入り交じりすぎて、会話の調子が外れることもよくあった。

　──いま俺はリアスにどう話せばいいか、判断に迷うこともあった。

　けど、それじゃリアスとの付き合いのなかでいけないと思ったし、いつか必ずどこかの場面で決着をつけなきゃいけないとも感じていた。

　だから、彼女の卒業式はいい切きっ掛かけとなる。

　そうさ、今日からそうしよう。俺とリアスの関係──。

　俺は真っ正面から言う。男を見せるために──。

「リアス、卒業おめでとう。今日から、俺、キミと普通に話せるようにしようと思ってる。俺なりのリアスへの敬語の卒業……ってやつかな。公おおやけの場で、主あるじに対しての敬語を使わざるを得ない場面はあるだろうけど、それ以外はどこであろうと、こうやって何気なく話せたらいいかなって」

　リアスはにんまりと笑みを浮うかべて、俺の手を取って喜びを伝えてくれる。

「ええ、うれしいわ。今日は本当に最高の卒業式になったわ！」

　よかった。

　木場たちや俺もひとつのケジメというか、新たな関係に突入できそうだ。

　そう、だからこそ、ここでそれも告げよう。

「そして、もうひとつ皆には聞いてほしい」

　俺と視線を交かわすアーシア、ゼノヴィア、レイヴェル。彼女たちが俺の周囲に集まる。それを確かく認にんした上で俺が言った。




「──俺も、俺だけのチームでレーティングゲームの大会に出る。アーシア、ゼノヴィア、レイヴェルは俺についてくると覚かく悟ごを決めてくれた」




　上級悪あく魔ま昇しよう格かく儀ぎ式しきの帰り、列車のなかで俺は内に宿った熱い思いをアーシア、ゼノヴィア、レイヴェルに打ち明けた。

　彼女たちは、快く受け入れてくれた。

　どうしようもなかった。俺のなかに宿った炎ほのおに抗あらがえなかった。

　これが普通のレーティングゲームならば、俺はリアスの『兵士ポーン』として喜んで参戦しただろう。けど、国際大会という一種の桁けた違ちがいの催もよおしと、その参加条件と、参加していく強と敵もたちの言葉に、俺のなかの『男』は燃え上がり、どうしようもない状態になっていた。

　俺だけのチームを集めて、構成し、奴らとぶつかり合いたい──。

　俺は真っ正面からリアスに訊きく。

「リアスは俺を許してくれるかい？」

　リアスは勇ましい表情となって、うなずいた。

「ええ、もちろんよ。あなたが上級悪魔になった以上、サイラオーグやヴァーリの誘さそいを断れるわけがないものね」

　ああ、キミならそう言ってくれると思っていた……ッッ！　俺のことを横でずっと見ていてくれたものな。そして、ここまで俺を導いてくれた大切な恩人、主、女性っ！

　リアスの周囲に朱乃さん、木場、小猫ちゃん、ギャスパーが集つどう。

　リアスが俺のチームを前に言う。

「──私も参戦するわ。将来、レーティングゲームに正式に参戦する以上、今回の大会は持ってこいの催し。どんな結果になろうとも、参加することは大きな経験になる。たとえ、あなたと戦うことになったとしても──」

　そう、ルール上、眷属同士でも戦うことになるかもしれないのだ。これこそ、普通のレーティングゲームでもそう体験できない醍だい醐ご味みと言える。

　どっちのチームに行ったらいいかわからないでいるロスヴァイセさんが、酷ひどく困こん惑わくしていた。

　リアスが言う。

「ロスヴァイセ」

「は、はい、なんでしょう、リアスさん」

「あなたもイッセーのチームに行きなさい」

『──ッ!?』

　この言葉に全員が驚おどろくっ！　アーシアとゼノヴィア、レイヴェルは前々から俺のもとに来たいと言ってくれていたので、この形は自然だった。

　でも、ロスヴァイセさんは特にそういう約束を交わしたわけではなかったから、リアスのチームにいてもなんらおかしくない。

　リアスが続ける。

「おそらく、私のチームにいるより、イッセーのチームにいたほうがチームの穴を埋うめられるはずよ」

「し、しかし、リアスさん！　わ、私はこれでもあなたの眷属として──」

　ロスヴァイセさんは勢いで悪魔になったが、いまではリアスに心の底から感謝して、リアス・グレモリー眷属の大事な一員となっている。それをロスヴァイセさん自身も誇ほこりに思っていた。

　リアスはロスヴァイセさんを抱だき締しめて、やさしく告げる。

「ええ、あなたは私の大事な眷属よ。けれど、あなたの力が一番発揮できるのは、イッセーのもととも思っているの。そして、イッセーにはあなたの力が必要になる。私以上に必要に。あなたの魔法がイッセーを助けてくれると信じているわ。この間のトレードではあなたのことを取り上げてなかったけれど、やっぱり、ロスヴァイセにはイッセーのことを助けてあげてほしい」

　ロスヴァイセさんは涙なみだを滲にじませ、リアスと抱き合った。

　リアスが言う。

「別に今こん生じようの別れではないのだし、前にも言ったでしょう？　広い意味でここにいる皆はリアス・グレモリー眷属よ？　仲間で家族。たまに競技で争うことがあるだけのこと。明日あしたもあさっても一いつ緒しよに暮らす家族よ」

「うぅぅっ！　リアスざぁぁぁああああんっ！　わたすっ！　イッセーくんのことを助けっからねっ！　安心して見守ってくだしゃんせぇぇぇぇっ！」

　あーあ、訛なまりが出ちゃって……。

　そっか、ロスヴァイセさんも俺のところに──。

　しかし、それでいいのかな？　心配になってリアスの顔を見るが、彼女もこちらの心情を察していたのか、こう言ってくる。

「私も自分なりのチーム構成を模も索さくしているの。そのこだわりのひとつが、オカ研初期メンバーを中心にした新たなチーム構築よ。今回は大会仕様になるでしょうけどね」

　オカ研初期メンバーで構成した新たなチーム──ってことか。

　リアスが続ける。

「……イッセーとの出会いから、私はいろんな出来事に出会い、様々な者たちと顔を合わせてきたわ。それは運命でしょうけれど、切っ掛けになったのは、やはり、イッセーとアーシアとの出会いだと思っているの。そこからゼノヴィアたちと会えたわけだから。それは大切なこと。でも、心のどこかで、それは赤せき龍りゆう帝ていとしてのイッセーが引き寄せたものではないかという思いもあったわ」

「いや、それはリアス──」

　それは違うっ！　これは全部運命だっ！　俺だけじゃなくて、キミの引き寄せた出会いだと思う！

　リアスもそれはわかっているようで、俺の言葉を遮さえぎって続く。

「わかってるわ。そんなふうに心底思し慮りよしてしまったら、私の卑ひ下げになってしまうものね。だから、そんな思いはすでに振ふり払はらって、すべては必然だったと結論づけているわ。でもね、オカ研初期メンバーを中心に新たなチーム構築をするっていうのは、絶対に面白いと思ったわ。というか、想像するだけで夢中になっちゃった。いままでの戦せん闘とう経験を鑑かんがみることができるからこそ、いまできるチーム構成があると思うわ。──サイラオーグやソーナのチーム、そしてヴァーリチームをどうやったら、倒たおせるか……妄もう想そうするだけで眠ねむれなくなったわ。そういうことを想像できるのが、今度の大会ってことなのよ」

　──それは事実だ。

　俺も今回の大会ルールである自由なチーム作りに夢と野望を感じてならなかった。どうやったら、俺のチームでヴァーリや曹操のチームを倒せるか、ずっと考え込んでしまったもの。

　リアスが卒業式を前に深夜ベッドを抜ぬけ出て俺の机で何かを書いていたのは……もしかして、大会へのチーム構成を考えていたってことなのか！

　俺とリアスがお互たがいに思いを口にしていくなかで、イリナが挙手をしていた。

「あ、あの……。ちょうどいいし、私の意思表明も聞いてもらえるかな？」

　そう言いながら、彼女は続ける。

「いま、天界でも転生天使を中心にした大会参加チームが構成されているわ。ジョーカーを『王キング』としたチームが、すでに構成され始めているの。でも、私は今回そこに入るのは止やめようと思うわ」

　イリナが俺に視線を送る。瞳ひとみには決意が宿っていた。

「──私は、イッセーくんのチームに入りたい」

『──っ！』

　イリナの告白に皆みんながビックリする！　眷けん属ぞくでも悪魔でもないイリナがそんなことを言えば、そりゃここにいる皆は驚くさっ！

　イリナは続ける。

「イッセーくんが上級悪魔の昇格儀式を終えたあとにひっそり決めたことなの。上にももう報告してあって、許可も出ているわ。上もイッセーくんのチームなら構わないと背中を押してくれた」

　天を見上げるイリナ。

「天界の皆は大事よ。信しん仰こうも忘れていない。ミカエルさまを、主しゆを、敬わない日はなんて一日たりとてなかった。──でも、ゼノヴィアとアーシアさんと共にこういう大きな競技で戦いたいという想おもいも強くて、結局、拭ぬぐいきれなかったわ」

　俺のチームのほうに歩み寄り、俺の隣となりに立った。そして、心から叫さけびを放つ。

「そ、それに……私は、一度、胸に抱いだいたラブにも正直に生きたい！　だから、イッセーくんのチームで戦いたいの！」

　……イリナ。そこまでの決意で俺のチームに……。

「イリナが来てくれるなら、これほど心強いことはないよ。──入ってくれるのか？」

　俺が言うと、イリナは満面の笑えみで返してくれる。

「ええ、もちのろんよ！　ダーリン！」

　イリナがアーシアとゼノヴィアのもとに飛び込んでいく。

「ゼノヴィア！　アーシアさん！　あらためて、よろしくね！」

「ああ、イリナ！　おまえと私は生しよう涯がいの剣けん士しコンビだなっ！　そして、アーシアを含ふくめて──」

「はい！　この三人の結束は無敵ですっ！」

　イリナ、ゼノヴィア、アーシアの三人が抱き合って、くるくるくるくると仲良くその場で回転していた。

　俺のチームにイリナとロスヴァイセさんが加入か……。こりゃ、チームについて、レイヴェルと共に一から考えないとな。

　さて、リアスとの関係も、レーティングゲーム大会のことも告げた。

　最後の仕上げだ。男、兵藤一誠。一世一代の見せ場っ！　リアスが卒業するときに言うと決めていたっ！

　リアスの手を取り、俺は言う。

「最後に大切なことを伝えたい」

「……何かしら？」

　真っ正面から言ってやったっ！

「いつか、必ず俺はリアスと肩かたを並べるというか……対等な関係になる。同じ上級悪魔として、誰だれから見ても釣つり合っていると、お似合いだと言われる二人になりたい。つまり、その──将来、俺と共に歩んでほしい」

　──将来の約束だ。

　上級悪魔になったら、言おうと思っていた。リアスの卒業を機に告げると決めた。

　だから、言ったぞ。言ってやったぞぉおおおおおおおおおおおおおっ！

　リアスはこればかりは本当に予想外だったようで、

「──っ」

　声にできない感情を得ているようだった。

　顔を最大にまで紅潮させて、

「……はいっ」

　と答えてくれたっ！

　…………ッッ！　返事もらえたぞっ!!

　将来の約束したぞぉぉぉっ!!

　ＯＫもらえたぞぉぉぉおおおおおっ!!

『おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！』

　これを横で見ていた皆が興奮して声をあげていた。

「よっしゃああああああああああああああああああああああっ！」

　俺はその場で叫んで喜びを全開としたっ！

　……アザゼル先生っ！　やったよぉぉぉおおおっ！

　俺っ！　俺は、もっともっともっと男を磨みがいて、絶対にリアスとお似合いの男になってやるぜぇえええええええええええええっ！
















　──と、俺たちの叫び声を聞いて駆かけつけてきたのか、松まつ田だと元もと浜はまがひょっこり姿を現した。

「あ、ここにいたか、イッセー！」

「あ、リアス先せん輩ぱいが泣いてるぞ！」

　リアスが泣いているのを見て二人とも驚いていた。

　そうだな、いい機会だ。言おう。言っちまおう。

　リアスと横並びする俺。

「あー、もうハッキリ言おう。松田、元浜。──実は俺たち、付き合ってるんだ」

　鼻の下を指で恥はずかしくこすりながら、俺はそう告げた。

「……………………」

「……………………」

　二人は何を言われたのか、一いつ瞬しゆん信じられずにいたが、俺とリアスの顔を見比べて、リアスもこくりとうなずいたことで真実だとわかったようだった。

「「ええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええッッ!?」」

　俺たちが発した大声以上の魂たましいの叫びが、辺り一帯に響ひびき渡わたったのだった──。

　その日、卒業式の二次会にて、バカ二人組にあれこれねっとりと事情聴ちよう取しゆされちまった。

　……血の涙を流さんばかりの二人は、終始「裏切り者！」「死んでしまえ！」と怨えん恨こんを込こめて泣き叫んでいた。

　へへっ、まあ、いろいろとケジメはつけたさ。

　二次会のあとで、リアスとトレードをして、ロスヴァイセさんを俺の眷属とした。

　──さて、やろうか。行こうか。

　ここからが、本番だっ！　まずはさらなるチームメンバーを探すっ！

　たとえ、眷属でなかろうとも、国際大会を勝ち進むための、強敵どもを倒すための、俺のチームメンバーを集めてみせるっ！

　ドライグ、おまえにも付き合ってもらうぜ？

『ああ、もちろんだ。アルビオンとヴァーリ・ルシファーが大会とやらに出る以上、俺が、俺たちがそこに出ない理由はないだろう』

　その通りだ。ヴァーリが他の誰かにやられるなんて、俺が許せない。

　──待ってろ、ヴァーリ。待ってろ、俺のライバルたちッ！







　　　It begins feast.







　リアス姉さんたちが卒業されてから少し経たち、春休みに入った頃ころ──。

　卒業旅行で、北は北海道、南は沖おき縄なわまで日が許す限りの日本縦断弾だん丸がんツアーを敢かん行こうした僕たち。その内容は喜き怒ど哀あい楽らくに塗まみれた凄すさまじいものだったけれど、その話は今度あらためて語るとしよう。

　そんななか、沖縄で過ごした旅行最終日の朝、皆が目覚めると──イッセーくんをはじめ、アーシアさん、ゼノヴィア、イリナさん、レイヴェルさん、ロスヴァイセさんは那な覇はのホテルを旅立ったあとだった。

　それを知ったリアス姉さんは、息を吐はいて呆あきれていた。

「……さっそく、『王キング』らしいというか、行動に移るなんてね。あのヒトらしいわ」

　そう、彼は旅行の間、どんちゃん騒さわぎしておきながらも、すぐに気持ちを切り替かえて、ホテルを発たったのだろう。

　リアス姉さんはホテルの部屋にある窓から、青い海を見ながら、紅あかい髪かみを手でさっと流していった。

「さあ、私たちも大会に向けて、対策でも立てましょうか。もちろん、朝食のあとにね」

　そして、宴うたげは静かに始まりを告げつつあった──。




　ここから始まるのは、いままで出会ったライバルたち、これから出会う強敵たちとの『最強』を巡めぐる熾し烈れつな催もよおし事である。
















　　　Life.4　レーティングゲーム国際大会『アザゼル杯カツプ』開会式！







　四月半ばを過ぎた頃だ──。

　放課後、僕──木き場ば祐ゆう斗とは部室で部活動を始めていた。

「今日の部活動は妖よう怪かいさんについて、調べましょうか」

　アーシア部長のもと、課題を取り上げてそれに臨のぞむ格好だ。小こ猫ねこちゃんが皆みんなに関連レポートを配った。僕らがずっと調査してまとめていた資料だ。

　新一年生にして、新入部員たるルフェイさんとベンニーアさんは興味深そうにレポートを読んでいた。

「この町にも妖怪はいるんですよね。どんな妖怪がいるんでしょうか」

《けったいなのが多いですぜ。あっしが知る限り、変態度が高めだったはずでさー》

　二人とも駒く王おう学がく園えんの制服が似合っていた。

「うむ！　私も参加するのじゃ！　妖怪なら任せてほしいのじゃ！」

　初等部の授業を終えて遊びに来ているのは、九重くのうさんだ。こちらもこの春から、兵ひよう藤どう家に下宿を始め、駒王学園初等部に通い出していた。人間として通っているので、耳と尾おっぽは、小猫ちゃん同様に普ふ段だんは隠かくしていた。

　そして、新しい顔ぶれはもう一人──。

「……えーと、イザイヤ。この漢字はなんて読むんだっけ？」

　トスカがレポートを見ながら訊きいてきた。僕はすぐに彼女に「これは──」と教えていく。

　そう、駒王学園の中等部に転入したトスカ。まだ不慣れなことも多いけど、新たな生活をスタートできたのである。こうして、放課後もここに遊びに来てくれた。学校生活でもっともっとたくさんのことを学んで、体験して、笑ってくれると、僕もうれしい。

　それと、中等部の制服、とてもよく似合っているよ、トスカ。

　このような感じで、ニューフェイスを加えての新体制は新学期になってもきちんと機能している。

　ただし、今日に限って、部員は何名か休んでいた。

　九重が空席の椅い子すに視線を投げていた。

「イッセーたちはまだ来ぬのかのぅ」

　若じやつ干かん、寂さみしげに九重さんは漏もらしていた。

　そう、今日はイッセーくんが遅おくれている。同様にレイヴェルさんもイッセーくんに付き添そっているため、まだ来ていない。

　アーシアさんが謝るように言う。

「ごめんなさい、九重さん。イッセーさんは──」

「知っておりまする。──大会のための打ち合わせ、じゃろ？」

　その通りだ。九重さんが言うようにチームのリーダー──『王キング』としてレーティングゲーム国際大会に参加するため、春休みからずっとメンバー集めと、チーム練習に励はげんでいたのだ。今日は前者のことで遅れている。

　アーシアさんやゼノヴィアも付き合ってあげたいようだが、二人とも役職に就ついている以上はおいそれと抜ぬけ出るわけにもいかない。イッセーくんからも「二人は絶対に部長と会長をしなきゃダメだぞ」と強く言い渡されているようだった。

　とはいえ、明日あしたはついに──レーティングゲーム国際大会の開かい催さい日となっていた。

　時間は無いよ、イッセーくん。うちのチームはキミたちが抜けたけど、案外、万ばん全ぜんというか、想像を超こえたものになりそうだ。

　──と、ドタドタと廊ろう下かを駆かける音が聞こえ、勢いよく扉とびらを開けて、イッセーくん、レイヴェルさんが入ってきた。

「遅れたっ！　わりぃっ！」

　ふふっ、どんなに忙いそがしくても、きちんと部活に顔を出してくれるのはさすがだね、イッセーくん。

「じゃあ、皆でもう一度レポートの確かく認にんだね」

　僕の一声で、全員集合の新オカ研がスタートしていく。

　三年生は、部長のアーシアさん、副部長の僕、イッセーくん、イリナさん、たまにゼノヴィアが顔を出す。

　二年生は、小猫ちゃん、ギャスパーくん、レイヴェルさん。

　ピカピカの一年生組は、ルフェイさんとベンニーアさん。

　そして、予備部員として、中等部からトスカ、初等部から九重さんという布ふ陣じんだ。

　リアス姉さんと朱あけ乃のさんが再建したオカルト研究部は、二人が抜けたあとも、華はなやかに、賑にぎやかに動き出していた──。

　まあ、リアス姉さん、朱乃さんも実はたまーに大学部の午後の授業帰りに寄ることがあるんだけどね。

　さあ、明日は──レーティングゲーム国際大会開会式だ。

　この部活動を終えたら、僕と小猫ちゃん、ギャスパーくんはリアス姉さんたちとミーティングとなる。

　イッセーくん、楽しみだよ。キミの新チームがっ！




　　　　─○●○─




　──などと、昨日思っていた僕だけれど、いざ開会式の日になってみれば、イッセーくんたちのチームは全員まだ来ていなかった。

　開会式が始まる直前である。

　僕たちリアス・グレモリーチームの面々が訪おとずれているのは、開会式の会場となる冥めい界かい魔ま王おう領に新設した真新しい大会用のスタジアムだ。

　とてつもなく巨きよ大だいな施し設せつで、東京ドームの規模で換かん算さんするなら、十個分の広さを有するという広大さだ。上空をメディアのヘリが飛び、すでに撮さつ影えいが始まっている。

　スタジアムのあらゆるところにもメディアのカメラが設置されて、冥界全土だけじゃなく、各勢力にも生なま中ちゆう継けいで報道されていた。

　この日のために全勢力から観客が訪れており、膨ぼう大だいな数の席を埋うめ尽つくさんばかりの満員状態だった。

　僕たち参加チームは、スタジアム中央の広大なゲームフィールドに集つどっていた。レーティングゲームの本流たる悪魔だけじゃなくて、天使、堕だ天てん使し、人間、妖怪とあらゆる種族から様々な者たちが参戦しており、なかには神クラスも参加している。

　うちのチームは『王キング』のリアス姉さん、朱乃さん、小猫ちゃん、ギャスパーくん、僕をはじめ、新たなメンバーを引き入れている。

　参加選手の群衆に戸と惑まどうのは──ヴァレリーさんだった。

「ヒトがいっぱいねぇ」

「ヴァレリー、離はなれちゃダメだよ！」

　ギャスパーくんが手を繫つないで、彼女が迷わないようにしっかりと守っていた。

　そう、新たなメンバーはヴァレリーさんだった。むろん、リアス・グレモリー眷けん属ぞく悪魔枠わくではなく、非眷属として大会仕様でのチームメンバーだ。

「いやはや、すごい人数ですな」

　そう言いながら、手を額につけて遠くを眺ながめているマントを羽織った少女。白と黒が入り交じった髪はアップスタイルにしていた。

　マントの少女に小猫ちゃんが言う。

「……参加チームは千を超えているそうです。確か、千四十五チームとかって。とはいえ、チームメンバー全員が来ているわけではないですけど」

「それでも、自分にとっては大人数に違いないっス」

　そう言うなり薄うすく笑えみを浮うかべる少女。

　僕が少女に話しかける。

「こういうイベント会場は初めてかい？　──リントさん」

「うい、初めてっスね。何せ、ずーっと戦士育成機関の関連施設で訓練訓練だったので。いやー、しかし、周りはヒトヒトヒト悪魔悪魔悪魔堕天使に天使、たまーに神さま？　ってな具合ですなぁ」

　軽口全開の彼女はリント・セルゼン。

　新生グレモリーチーム、もう一人の新メンバーだ。

　僕と同じく『騎士ナイト』枠となる。ゼノヴィアの抜けた剣けん士し枠の穴を埋めるために入ってもらった。

　詳くわしくは省くけれど、教会とグリゴリ、双そう方ほうからの推すい薦せんでうちのチームに任じてもらえることになったのだ。

　ちなみに彼女もまたヴァレリーさんと同様に、正式なリアス・グレモリー眷属の悪魔ではなく、あくまで大会参加のために引き入れたわけだが……。

　セルゼン──。まだ彼女を紹しよう介かいされていないイッセーくんたちが、この名を耳にしたら、心底驚おどろくだろうね。何せ、僕たちですら、仰ぎよう天てんしたのだから。

　そして、知れば彼に面おも影かげがあると認識できてしまう。軽い口調もどことなく似ていた。彼と比べて下品さは皆かい無むだけどね。

　実は、あともう一名、僕たちの新しいチームメンバーがいるんだけど……。どうやら、ここに来ていないようだ。まあ、試合になれば姿を見せてくれるだろうけど……。

　いや、あの気き性しようだから、よほどの強つわ者ものが相手にでもならない限り、合流しないかも……。

　一応、メンバーとして登録は済ませているから、開会式に出なくてもいいんだけどさ……。というか、開会式はチームから『王キング』と『女王クイーン』に相当する者、どちらかが出ていればＯＫとなっていた。うちはほぼ全員参加だけどね。

　さて、ここで大会の概がい要ようを簡単に説明する。

　まずは参加資格だ。

　大会に参加できる者に特に制限はなく、悪魔は眷属ではないチーム構成でも参加できる。

　確実に登録に必ひつ須すなのは、チームの中ちゆう核かくたる『王キング』だ。残りのチームメンバーは、設定された試合の前に登録さえすれば、メンバーを入れ替かえることも可能だ（同時に入れ替える人数には制限があるようだが）。しかし『王キング』だけは変えることができない。

　選手はチームの二重登録はＮＧとされていて、発覚すればその場でその者は参加資格を失い、起用したチームにもペナルティが発動する。

　つまり、この大会に限り、あとからメンバーを入れ替えることも、追加することも可能なのである。うちのチームもまだ空白があり、フルメンバーではない。

　次に大会のチーム構成ルール。

　レーティングゲーム同様、『王キング』『女王クイーン』が最大一名ずつ、『戦車ルーク』『僧侶ビシヨツプ』『騎士ナイト』が最大二名ずつ、『兵士ポーン』は最大八名と、フルで十六名となる。それに相応するクラスに選手を登録していく。先ほども述べたようにチーム構成は自由なため、『王キング』が望むクラスに選手を好きに当てていけばいい。悪魔としては『騎士ナイト』でも、大会では『戦車ルーク』、そういうやり方ができるのだ。

　本来の『悪魔の駒イーヴイル・ピース』やレーティングゲームルールでは、悪魔の眷属は下僕になる者の素養、才能によって、使用する駒こまの価値、数が変わったものだが、これも今回の大会ルールではほぼ撤てつ廃ぱいされている。

　駒ランクの特性も試合開始時に発動するようになっているようで、駒を使用している悪魔ではなくとも、『騎士ナイト』でチームの登録をした選手は試合開始と同時に速さを手に入れられる。駒を使用した悪魔で本来の駒ランクと違ちがう選手は、試合が開始すると共にゲーム中限定で駒の特性が塗ぬり替えられるようだ。

　僕が仮に『戦車ルーク』で登録されたなら、試合中は『騎士ナイト』の特性が失われて、『戦車ルーク』の特性となる。ここは実に面おも白しろい大会特別ルールだと思ったね。

　それと、駒価値の概がい念ねんも今回の大会限りで大分緩かん和わされていて、駒価値複数の眷属でも、神クラスでもない限り、駒一個に換算されることになる。

　わかりやすい例なら、『僧侶ビシヨツプ』価値二個だった黒くろ歌かは、今回のルールでは一個扱あつかいになり、ヴァーリは『僧侶ビシヨツプ』枠に黒歌とルフェイさんを置いたそうだ。

　件くだんの神クラスは各『戦車ルーク』『騎士ナイト』『僧侶ビシヨツプ』にて、一ひと柱はしらで二個扱いになることが多い。ただでさえ強力な神クラスである。これらの駒でそれぞれ二枠も取られたら、これもゲームのバランスが大きく崩ほう壊かいしてしまうだろう。そのため、大半の場合で神クラスは各『戦車ルーク』『騎士ナイト』『僧侶ビシヨツプ』の駒で一柱＝二個使用扱いとなった。当然、神に等しい実力者もこれに準ずることになる。

　ただし、この駒価値換算にも実は一部限界があり、『兵士ポーン』枠だけ制限が厳しい。『兵士ポーン』は『女王クイーン』にも昇しよう格かくできる特性ゆえに前もって制限を置いたのだ。そうでないと、『兵士ポーン』に強者を配置してしまう『王キング』が続出して、ゲームのバランスが完全に『兵士ポーン』依い存ぞんになってしまう。仮に最上級悪魔クラスが『兵士ポーン』に八名配置され、全員がプロモーションで『女王クイーン』になったら、それこそ、ゲームは酷ひどい有様となる。同様に『兵士ポーン』に神クラスを当てたとしても、制限は相当キツくなるようだ。

　これらがさっき説明したほぼ撤廃の『ほぼ』のことである。

　神クラスの参戦は全チーム数からすると、一割に遠く及およばないごく少数の参加だが、それでも今大会最も油断できない相手となるだろう。

　参加する神で有名なところでは、まずは帝たい釈しやく天てんである。大注目株のひとつだ。この開会式にも来ており、フィールドの一角に陣じん取どっていた。誰だれもあの神に近づきもしない。

　帝釈天が大会参戦を表明したときに大会参加を断念した神クラスも出たほどだ。ご自じ慢まんの四天王──持じ国こく天、増そう長じよう天、広こう目もく天、多た聞もん天を率いての参戦とあって、さっそく優勝候補と目されている。

「…………」

　それを無言で睨にらむのは、先日イッセーくんに会いに来た阿あ修しゆ羅ら神族の王子マハーバリだ。すでに臨戦態勢となっており、切きっ掛かけがあれば帝釈天に向かわんばかりの覇は気きを全身から放っていた。

　少し離れた位置でそれを見守るのは──。

「ほっほっほっ、天てん帝ていと当たったら事だぜぃ？　でも、まあ、そのときはそのときだわな」

　初代孫そん悟ご空くうこと闘とう戦せん勝しよう仏ぶつだった。

「おい、猿さる。まだ開会式とやらは始まらんのか？」

「……腹ァ、減っちまったぞい」

　文句を垂れているのは、髭ひげぼうぼうの老人と、豚ぶたの姿をした老ろう齢れいの獣じゆう人じんだ。こちらもそれぞれ初代沙さ悟ご浄じようこと金こん身しん羅ら漢かんと、初代猪ちよ八はつ戒かいこと浄じよう壇だん使し者しやである。

「あーあ、あーあ、なんで参戦せにゃならんのかなっ！」

　泣きが入っているのは、ミニサイズの東洋ドラゴン──玉龍ウーロン。開会式に合わせて、あのサイズに変化しているのだろう。

「…………」

　フィールドにて、無言で座ざ禅ぜんを組んでいるのは、蓮はすの意い匠しようを持つ服を身につける少年こと──[image: な]な吒た太たい子しだ。

　このメンバーこそが、初代孫悟空が率いる「西遊記」チームであり、大会上位に入るのではないかと目されている大注目のひとつだった。

　先ほど、あいさつを交わしたばかりでもあった。

　さらに北ほく欧おうからは、炎ほのおの巨きよ人じん──スルトがいる。フィールドで一番目立つのは燃えさかる巨人だろう。全長二十五メートル近くはあるであろう巨きよ大だいなサイズの大会参加者だ（これでも体の大きさを控ひかえているそうだ）。

　サーゼクスさまのご眷属にコピー体のセカンドさまがいらしたが、こちらは本物だ。

『ガハハハハッ！』

　このフィールドに集う者で（現状）最大サイズと思える、全長三十メートルはあるであろう青色の肌はだを持つ巨人が大声で笑っていた。背中に翼つばさを生やしており、上半身は人間のようであるが、下半身は蛇へびであった。

　ギリシャ神話からの参加者、魔ま物ものの王──テュポーンだった。

　他にも各神話から神が参戦しているが、いま挙げた者たちが、そのなかでも別格となるだろう。

　各神話で、強者とされる神は、件のトライヘキサとの戦いに投入されたためにメジャーどころはどこも失っているが……まだまだ実力者は残ってるってことだね。

　まあ、神々が参加している時点で、ゲームのバランスはあってないようなものという意見もあるが……。完全にはわからない。少なくとも神クラスに匹ひつ敵てきする実力者が複数参加しているのも、この国際大会なのだから。

　それにあの過か酷こくなクリフォトとの戦いを戦い抜ぬいてきた僕たちの力量も相当引き上がっている。たとえ神だろうとも、ただではやられないさ。

　何より、全勢力の猛も者さたちが集まった国際大会だ、戦術しだいで神クラスを倒たおす名も無きチームが現れてもおかしくはないかもしれない。

　噂うわさでは、いま罪を問われている王者チヤンピオンディハウザー・ベリアル氏も、一応、登録だけされたと聞く。魔王アジュカ・ベルゼブブさまの計はからいらしい。今日も『女王クイーン』の方が代理で開会式に参加しているそうだ。仮に参加できる状態になっても、彼はその性格上、参加を表明するだろうか……？　ここも注目と言えば注目ではあるが……。

　さて、短期間の募ぼ集しゆうでこれだけの参加チームが集まったのには、各人の名めい誉よ欲よくの他にも理由があった。それは、大会優勝チームに贈おくられる『優勝賞品』だ。

　──あらゆる願いを可能な限りに叶かなえる。

　というものだった。各勢力のＶＩＰクラスが大会開かい催さいを目指していたアザゼル先生とサーゼクスさまたちを支し援えんしていたせいか、『優勝賞品』にも力を入れて準備していたそうだ。

　グリゴリの研究、天界と冥めい界かいの技術、北欧の世界樹ユグドラシルなどなど、各神話勢力の神秘を集結させることで、優勝チームの願いを叶えようというのだ。

　この発表が、参加者増加の原動力となったのは疑いようがない。神クラスが参加したのもこの『優勝賞品』が狙ねらいだろう。

　いちおう、前もって『世界に混乱をもたらす願い』は否いなとされている。それでも、願いを持つ者は、集うだろう。結果が、この大会参加チームの数というわけだ。

　しかし、本戦──決勝トーナメントに出られるのは16チームと、予選に参加するチーム数からすると、非常に狭せまき門となる。リアス姉さんの予想では大会が進めば、棄権するチームが増加するだろうとのことだが……。

　予選は明日あしたから始まり、駒王学園のスケジュールで言うところの夏休み明けの時期まで続くとされる。

　基本、予選のシステムは、悪魔が行っていた従来のレーティングゲームに倣ならっており、勝敗でレート──ポイントを競きそい合う形式だ。これは元となったチェスのレーティング・ルールと同じだ。

　最初、各チームは１５００という数値からスタートし、ゲームでポイントを稼かせいでいく。

　自チームよりもポイントの高いチームに勝てば、それだけ多くのポイントを得られるが、逆にポイントの低いチームに負ければ、数値も下落を強める。

　この状態を今日から夏頃ごろまで続け、予選終しゆう了りようの時点でレートの数値が高い上位16チームが決勝トーナメント行きとなるのだ。

　参加チームが、千を超こえている上に神クラスも参加しているため、決勝トーナメント進出は狭き門への挑ちよう戦せんとなる。

　なお、予選でのゲームへの参加は各おの々おのの判断に任せており、戦いたい、ポイントを稼ぎたいと思ったら、運営に事前登録を済ませるのだ。そのあと、同時期に試合をしたい相手チームとマッチングとなる。

　つまり、チームの管理も基本こちらの都合となるため、チーム状じよう況きようの調整は各自の采さい配はいが、鍵かぎを握にぎる。

　リアス姉さんが言う。

「チーム全体の調整が、何よりも重要でしょうね。勝ち星が決め手ではない以上、無む闇やみに連戦をしてもいいというわけではないわ」

「スケジュールの管理をきちんとしないと痛い目に遭あいますわね」

　朱乃さんがそう続いた。

　そう重要なのは、予選最終日までに稼いだポイントだ。何度か負けたとしても、最終的なポイントが高ければ、予選通過となる。

　これがリアス姉さんの言っていた勝ち星が決め手ではないということである。とはいえ、勝ち星が多いことにこしたことはない。勝てばポイントは確実にプラスとなるのだから。同時に一度の負けが絶対的不利になるとも限らない。

　だからこそ、チーム全体の調整をして、稼げるときに一気に勝ちを拾って、レートを加算させていったほうがいいのだ。

　しかし……イッセーくんたちは遅おそいな。僕は腕うで時計を確かく認にんしていた。もう開会式が始まる時間だぞ。アナウンスでも『間もなく開会となります』と放送している。

　ギャスパーくんも心配になって言った。

「イッセー先せん輩ぱいたち遅いですね……。開会式には最低でも『王キング』か『女王クイーン』が来なければいけないのに……」

　もしかして、僕たちの知らない新メンバーたる『女王クイーン』をひょっこり忍しのび込ませて、お休みとか……。ということもないな。「絶対に開会式には出るぜ！」と言ってたわけだし。

　イッセーくんのことが気になっていた僕たちだったが──そのとき、会場が大きくざわついた。

「お、おい！　あれを見ろ！」

　誰が言ったともわからないが、皆みんなが一様に上空を見上げていた。

　僕たちも気になって空を見ると──そこには巨大な物体がスタジアムに向かって飛んできていたっ！

　ドラゴンの頭部を思わせる意匠が前面に取り付けられている飛行船だったっ！

　メディアのカメラも一いつ斉せいにそちらを捉とらえ、会場のアナウンサーも声量を張り上げる。

《あーっと！　会場上空に謎なぞの飛行船が現れました！　ド、ドラゴンの装そう飾しよくが施ほどこされた飛行船が、会場の真上に登場しておりますっ！　あっ！　ヘリからの映像を確認しますと、飛行船に人ひと影かげが見えます！》

　スタジアムに設置してある超ちよう特大モニターにも、その映像が写されていた。

　そこに写された人影を見て、僕たちは仰ぎよう天てんするっ！

　──そこには真しん紅くを基調としたユニフォームに身を包むイッセーくんたちがあった！

　驚おどろくリアス姉さんが叫さけぶ。

「イッセー!?　じゃ、じゃあ、あれはイッセーの使い魔？」

　なるほどっ！　そうか、あれはイッセーくんの使い魔であるスキーズブラズニルの可能性が高いな！　サーゼクスさまの『戦車ルーク』たるスルト・セカンドさまからいただいた魔法の船だ。あんなに小さくて、模型にしか見えなかった船が……しばらく見ないうちにこんなに大きな飛行船となっていたなんて！

　イッセーくんの成長に合わせて、ここまで大きくなっていたのか。成長すれば空飛ぶ拠きよ点てんにもなり得るとされているのだから。

　昨今、イッセーくんは龍りゆう神じん化などのパワーアップをしていたから、影えい響きようが出たのだろう。ドラゴンの意匠があるのも彼に感化されたに違ちがいない。

　イッセーくんが指を鳴らすと、飛行船はボンと盛せい大だいな煙けむりを上げて──小型なサイズに変化してしまう。飛行船から下りたイッセーくんたちはそのまま眼下のスタジアムのフィールドまで落下して、見事着地を決める。

　イッセーくんはお姫ひめさま抱だっこをしていたアーシアさんを下ろすと、僕たちをすぐに発見して歩み寄ってきた。

　イッセーくん、アーシアさん、ゼノヴィア、イリナさん、レイヴェルさん、ロスヴァイセさんまではいつもの見知ったメンバー。全員、駒王学園の制服ではなく、お揃そろいの紅あかいユニフォームを着ていた。おそらく、チームの衣い装しようだ。

　イッセーくんの近くで片かた膝ひざを突ついて彼に付き従うのは、魔ブレイズ・龍ミーテイア聖・ドラゴンタンニーンさまに似ている十メートルほどのドラゴンだった。イッセーくんの臣下にしてほしいと願ってきたというタンニーンさまのご子息だろう。そうか、彼をチームメンバーにしたんだね。

　巨大なドラゴンを従えていると、本当に『王キング』となったんだなって感かん慨がい深ぶかくなってしまうよ。

　そして、もう一名、知らないメンバーがいる。紅いマントを羽織る仮面の者。仮面は紅く、ドラゴンを思わせる趣しゆ向こうをしていた。細身のため、女性を思わせるが……。

　イッセーくんが苦笑いしながら言った。

「いやー、お待たせ。どうも、ギリギリまでユニフォームが完成しなくてさ」

　なるほど、衣装のせいで遅おくれたということか。

　リアス姉さんが問う。

「あの飛行船はスキーズブラズニル──龍りゆう帝てい丸まるね？」

　アーシアさんがうなずく。

「はい、実は……この間、成長していることにイッセーさんが気づいて……」

　……偶ぐう然ぜん気づいたのか。まあ、たまにしか見せてくれてなかったから、主あるじであるイッセーくんも半ば忘れていたのかもしれない。年末年始は特にいろいろ起きて大変だったからね。

「来たか、兵藤一いつ誠せい」

　──と、イッセーくんのド派手な登場にフィールドのあちこちから、見覚えのある者たちが歩み寄ってきていた。

　まずはサイラオーグ・バアルさんだ。

　イッセーくんもサイラオーグ・バアルさんの登場に喜んでいた。

「サイラオーグさん！　はい、来ました。──俺のチームです」

　今度は──曹そう操そうだった。

「ふふっ、どうやら、俺のリベンジの可能性は出たようだ」

「曹操っ！　ああ、今度は正面から倒してやらぁ！」

　曹操の挑戦的な一言にもイッセーくんは勇ましく答える。

　そして、彼にとって、特別な男も彼の前に立つ。

　──ヴァーリ・ルシファーだ。

「兵藤一誠、来たか。それでいい」

　ヴァーリが拳こぶしを突き出す。イッセーくんも突き出して、拳をコツンと合わせた。

「ああ、ヴァーリ。やろうぜ、天てん龍りゆうのバトルってやつをよ」

　そんななか、リアス姉さんが威い風ふう堂どう々どうと、眷けん属ぞくであり、恋こい人びとであり、ライバルとなったイッセーくんに告げた。

「イッセー、やる以上はライバルってことね。──負けないわよ」

　イッセーくんもリアス姉さんと握あく手しゆを交かわす。

「俺もだよ、リアス。キミに勝つ！」

　横から小猫ちゃんもイッセーくんに言った。

「たとえ、イッセー先輩でも、リアス姉さまをただではやらせません。ね、ギャーくん？」

「もちろん！　──イッセー先輩、戦うとなったら、正面から行きます！」

　ギャスパーくんは一いつ切さいおどおどせず、真まっ直すぐにイッセーくんに宣言する。

　イッセーくんも喜び、そして応こたえる。

「ああ、ギャスパー。来いよ。グレモリー男子同士でいっちょ派手にやろうじゃないか」

　僕もイッセーくんに素す直なおに告げる。

「僕もだ、イッセーくん。キミと真しん剣けんにやり合えるなんて願ってもないことだよ」

　僕は──リアス・グレモリーの剣つるぎだ。

　その前に立つライバルは、イッセーくんであろうとも──斬きらねばならない。

　イッセーくんも僕の胸に拳をトンと突きつけて言う。

「木場、そのときになったら、遠えん慮りよはなしだ。──本気で俺を取りに来いっ！」

　お互たがいの思いを告げ合うなか、続々と僕たちのもとには共に戦った同士たちが集つどっていく。

「集まっているねぇ。いやはや、おもしろくなりそうだ」

「うふふ、負けませんよ。リアス、イッセーくん」

「『若手四王ルーキーズ・フオー』というより、各勢力の若手同士でゲームとなりそうですね」

「参加する以上は、楽しまないとね」

　デュリオさんも、シトリーチームも、シーグヴァイラ・アガレスさんも、幾いく瀬せ鳶とび雄おさんも、現『Ｄ×Ｄデイーデイー』メンバーが集合する。

　そして、開会式開幕を告げるアナウンスが流れる。

《時間となりました。レーティングゲーム国際大会『アザゼル杯カツプ』の開会式を始めたいと思います。各チームの皆みなさまは──》

　かくして、僕たちの短いようで長い最後の高校生活が、大会の開始と共に始まりを告げる。







　　　Team Member.







　備考１、駒の価値は大会基準のため、原則的に『悪魔の駒イーヴイル・ピース』の基準とは異なる。

　備考２、『兵士ポーン』のみ駒価値数を『　』内に表示。





○「[image: いっ]いつ誠せいの赤せき龍りゆう帝てい」チーム・大会登録メンバー

・王キング──兵ひよう藤どう一いつ誠せい

・女王クイーン──ビナー・レスザン

・戦車ルーク──ロスヴァイセ

・戦車ルーク──未登録

・騎士ナイト──ゼノヴィア・クァルタ

・騎士ナイト──紫し藤どうイリナ

・僧侶ビシヨツプ──アーシア・アルジェント

・僧侶ビシヨツプ──レイヴェル・フェニックス

・兵士ポーン『３』──ボーヴァ・タンニーン

・兵士ポーン『５』枠わく分未登録




○「リアス・グレモリー」チーム・大会登録メンバー

・王キング──リアス・グレモリー

・女王クイーン──姫ひめ島じま朱あけ乃の

・戦車ルーク──塔とう城じよう小こ猫ねこ

・戦車ルーク──未登録

・騎士ナイト──木き場ば祐ゆう斗と

・騎士ナイト──リント・セルゼン

・僧侶ビシヨツプ──ギャスパー・ヴラディ

・僧侶ビシヨツプ──ヴァレリー・ツェペシュ

・兵士ポーン『８』──ミスター・ブラック




○「明みよう星じようの白はく龍りゆう皇こう」チーム・大会登録メンバー

・王キング──ヴァーリ・ルシファー

・女王クイーン──フェンリル

・戦車ルーク──ゴグマゴグ

・戦車ルーク──（現）猪ちよ八はつ戒かい

・騎士ナイト──アーサー・ペンドラゴン

・騎士ナイト──（現）沙さ悟ご浄じよう

・僧侶ビシヨツプ──黒くろ歌か

・僧侶ビシヨツプ──ルフェイ・ペンドラゴン

・兵士ポーン『５』──美び猴こう

・兵士ポーン『３』枠分未登録









　　　Indra & Sūn Wùkōng







「ＨＡＨＡＨＡ、とんだハリキリ小こ僧ぞうだったＺＥぜ。赤せき龍りゆう帝ていめ。いい登場の仕方だった。──楽しくなりそうだな、悟ご空くう？」

「ほっほっほっ、天てん帝ていさま、儂わしは最後の青春を堪たん能のうするだけですぜぃ」

「そのために引退決め込んでた初代猪ちよ八はつ戒かいと初代沙さ悟ご浄じように龍りゆう王おうの玉龍ウーロン、さらには[image: な]な吒た太たい子しまでチームに引き込んだってか。最後の青春とやらは随ずい分ぶんとド派手じゃねェか？」

「儂よりも天帝こそ、優勝の暁あかつきには破は壊かいの神と決戦を望みますかねぃ？」

「当然。けどな、これからの可能性どもを蹴け散ちらすもよし、だ。ＨＡＨＡＨＡ、笑ってくれよ、初代。俺が年とし甲が斐いもなく、はしゃいじまっているのさ」

「わかりますとも。儂も儂の仲間どもも血が騒さわいでおりますゆえ」

「一丁、シヴァとアジュカの作戦に乗っかってやろうじゃねェか。……ま、案外、優勝しなくても意中の相手は近くにいるのかもな」

「ほっほっほっ、神がおっしゃると、真実味が増すってものですな」







　　　Life.5　いけ、赤せき龍りゆう帝ていチーム！







　国際大会が始まって十日が過ぎようとしていた──。

　兵ひよう藤どう家の俺──兵藤一いつ誠せいの自室に集まるチーム「[image: いっ]いつ誠せいの赤せき龍りゆう帝てい」のメンバー。皆みんな、難しい表情となっていた。

　全員が、テレビに映る冥めい界かいのニュースに視線を向けていた。

　──ニュースは俺たちの紹しよう介かいとなっていたからだ。

　始まったばかりの国際大会の試合を紹介していくコーナーで、俺たちのことが取り沙ざ汰たされていた。

『期待されていた冥界のホープ「[image: いっ]いつ誠せいの赤せき龍りゆう帝てい」チーム、予選開幕からここまで三戦すべてを勝利で飾かざっておりますが、意外にも試合中に隙すきを突つかれる格好が見られるという予想外の結果に落らく胆たんする声も聞こえ、一いつ般ぱんの方から、専門家からも厳しい評価を──』

　映される俺たちの試合風景。俺たちはいままで三戦ほどして、すべて勝ち星を得ているが……。

　映像の俺たちは、格下チームの奇き手しゆに隙を突かれたり、予想外の反はん撃げきを受けたりで、完全勝利とは言えない内容だった。いちおう、悪魔、人間の異能力者、獣じゆう人じんのチームと戦って勝っている。

　報道もおもしろおかしく俺たちの格好悪いところを編集してテレビに流してくれていた。

　俺の攻こう撃げきが空を切るところや、ゼノヴィアが死角からの攻撃を受けたところや、イリナが特とく殊しゆルールを反則したと取られてペナルティを食らったところが映されていた。

　次にテレビは一般の方々を映していく。

　彼らも複雑な面おも持もちでインタビューに答えていた。

『早くも上級悪魔になったということで、期待していたんですけどね。やっぱり、動かしていた「王キング」のリアス姫ひめがすごかったってことなんでしょうか』

　……他のチームも反則行こう為いやってペナルティ取られたり、一方的な負け試合があったりするんだけどな。俺のチームだけこんなふうに放送していた。

　今度はとある母子にもインタビューが向けられる。子供の手には「おっぱいドラゴン」のフィギュアが握にぎられていた。

『うちの子が「おっぱいドラゴン」のファンなので、一いつ緒しよに応おう援えんしていたんですけど、なんだか、ハラハラすることばかりで……。他の若手悪魔の方々の試合を見ているほうが安心はできますよね』

　今度は俺のファンであろう子供から──、

『あのね、「おっぱいドラゴン」のゲーム、あんまり面おも白しろくないの。だって、あっちこっち動いてばかりだし、ドッカーンって光線も外してばかりだもん。あとね、おっぱいおっぱいって言わないし』

　手厳しい意見が飛び出していた。

　……わざわざ注目浴びてる俺たちを取り上げて、ここまでやってくれるなんてね。メディアを恨うらみたくなる。子供の意見まで流すなんてさ……。

　映像は、スタジオに戻もどりアナウンサーが専門家に問いかける。

『一般的なルール、力押しでいける試合では輝かがやける彼も、特殊ルールが少しでも働くゲームでは動きが悪くなっています。実戦では栄えい誉よを得られた兵藤一誠氏も、レーティングゲームという実戦とはまた違ちがう競技に戸と惑まどっているように見えますね』

　専門家が嘆たん息そくしながら言った。

『そりゃ、キミ、力押しのリアス・グレモリーチームのなかでも象しよう徴ちよう的なパワープレイヤーだった彼だよ？　その彼が率いるんだ、それは苦手なルールがハッキリ出るって。しかも、同じパワータイプのゼノヴィ──』

　レイヴェルは、専門家の意見を全部聞かずにテレビを消してしまう。

「見ても仕方ありませんわ」

　ゼノヴィアが難しい表情で言う。

「……私のことも言おうとしてたんじゃないか？」

「うん、きっと酷こく評ひようの嵐あらしが続いたはずだわ」

　イリナはうんうん首を縦に振ふっていた。

　レイヴェルがテレビのことを総そう括かつするように言う。

「彼らの言っていることは事実です。けれど、世間の評価を気にしても無む駄だですわ。気を取り直しましょう。スタートする前にもお話ししたと思いますけれど、決勝トーナメントへ行くために、勝利の数が絶対的条件ではありませんわ」

「重要なのは、レートのポイント、だろう？」

　俺の言葉にレイヴェルはうなずく。

「決勝トーナメントに出場できるのは、予選が終わった時点でのランキング上位16チーム。レートが高い順です。レートは、勝てば上がり、負ければ下がります。つまり、高い点数と試合数は必ずしもイコールとなるわけではありません。勝ち負けを繰くり返していては、高い数値になりませんもの」

　勝っても負けても最終的に高ポイントとなって、最後の16チームに入ればいいってことだ。これは大会開始前に木き場ばたちとも雑談していたりもした。

　レイヴェルが続ける。

「予選開始のこの時期は試合全ぜん般ぱんどこも玉ぎよく石せき混こん淆こう。レートのポイントは大体皆同じでしょうから、様子見の意味合いが強いでしょう。本当に差が出るのは中ちゆう盤ばんですわ。この辺りから、上位チームが定まってきて、その者たちで決勝トーナメント出場の席の奪うばい合いが始まります」

　まあ、勝っても負けてもとは言っても強いチームは勝利数も多くなり、弱いチームよりポイントで差が出て当然。それが歴然となるのは中盤。

　ロスヴァイセさんがこう付け加える。

「後半は、あえて試合に出場しない強いチームも出てくるでしょうね」

　レイヴェルがうなずく。

「チームの数が多い分、どこと当たるかわかりません。苦手なチームと当たり、もし負ければせっかく得られたポイントを下げてしまうだけ。ならば、その時点でのポイントをチームの最高点として、あとは予選が終わるのを待つだけにすればいいわけですから。後半、トーナメント出場の席が埋うまり出す頃ころが、一番の難所となるかもしれませんわ」

　あえて、試合を避さけるのも戦略のうちってか。まあ、16枠わくに入ったあとでポイント下げる行為してもな。体力も無限じゃないし。

　レイヴェルが指を一本立てた。

「今回の大会で大事となるのは、このチームがどこで勝負を仕し掛かけるか、ですわ。体力、気力マックスで予選の期間すべてを戦い抜ぬけるわけがありません。ならば、予選突とつ破ぱを懸かけた時期を見定めて、そこで一気にポイントを稼かせぐべきです。むろん、避けるべき戦いは避けてしかるべきです」

　上うわ手て揃ぞろいの神クラスとの戦いは避けるべきだろうけど、大会のシステム上、当たっちまったら仕方がない。そのときのチーム状態と相談だ。

　レイヴェルが俺に申しつけてくる。

「イッセーさま、すべての者に勝ちたいと思ってはダメです。心情的には、誰だれからの挑ちよう戦せんも受けたいでしょうけれど、チームに限界がある以上、すべてを受けては自じ滅めつするだけです。無駄にポイントを下げてしまうだけ。チーム皆みなの命を預かる『王キング』である以上は、臨のぞむ試合を見定めるのもまた『王キング』の務めですわ。断るべき場面は、心を殺してでも断るべきです。まずは決勝トーナメント出場を目指しましょう」

　うちの軍師さまはきちんとこちらの心情を把は握あくしているね。

　俺は肩かたをすくめた。

「ああ、わかっているよ。皆の命を預かっている以上は、無理はしないさ。やばいと思ったら、引く器量は持っていたい。でも──やれるとわかった試合は、逃にげずに立ち向かっていかないと俺の……俺たちらしくはないよな」

　俺がチームメンバーに問う。

　ゼノヴィアが腕うでを上げて大いにうなずいた。

「さすがイッセーだ。その通りだ。行けるときは一気に行くべきだ」

　ミニドラゴン化しているうちの『兵士ポーン』枠──ボーヴァが、感かん涙るいしていた。

「それでこそ、我が主！　おおっ、これこそ、赤龍帝の臣下にしていただいたかいがあったというもの！」

　こいつ、俺が言うこと、やること、全部に大げさに感動をもって応こたえてくれるんで、調子が狂くるうというか……。

　俺が上級悪あく魔まになってメンバー集めをし始めた頃だ。俺の行く先々でこいつが現れて、何度も何度も頭を下げられた。どうしても俺のもとで戦いたいと。正式な眷けん属ぞくは求めないから、いち臣下として置いてくれと。

　ここまで言われてしまったら、俺も無視するわけにもいかなくなってさ。それに大恩人たるタンニーンのおっさんの息子むすこだし、無下に断れなくなってしまった。眷属ではなく、臣下として入ってもらった。

　──と、イリナが訊きいてくる。

「ところで、うちの『女王クイーン』の……ビナーさんは欠席らしいけど、普ふ段だんお仕事は何をしているの？　悪魔よね？」

　ゼノヴィアもそのことで続く。

「イッセーから紹介を受けてからの付き合いだが、謎なぞの多い人物だね。実力は本物のようだが」

　そう、うちの『女王クイーン』は……仮面を被かぶった女性、ビナー・レスザンという悪魔の方だ。

　ある理由で俺のもとに現れて、様々な要因が重なってこのチームの『女王クイーン』となった。

　俺の眷属ではなく、あくまで今大会のチームメンバーだ。

　ロスヴァイセさんが少しばかりの不安を語る。

「……お会いしてから、何度かお話ししてますが、正体を明かさないので若じやつ干かん困こん惑わくはしていますが……レーティングゲームについては心得があるようですね」

　う、うむ、俺が会ったのが三月の後半──メンバー探しをしていたときのことで、眷属やメンバーと初顔合わせしたのが四月に入ってからだ。仮面の下はメンバーにも秘密にしている。現状、彼女のことを詳くわしく知っているのは、まだ俺と──レイヴェルだけだ。

　そのレイヴェルが言う。

「実力は本物です。それはここまでの三試合でも証明してますわ」

　レイヴェルが言うようにビナー氏の実力は俺のチームでも屈くつ指し。ここまでの試合でも、的確に相手チームの選手を倒たおし、俺たちのように情けない面を一いつ切さい見せていなかった。

　最小の動きで相手選手を打ち倒し、いまのところダメージをまったく受けていない。

　テレビでも──、

『赤龍帝チームの「女王クイーン」である謎の仮面選手の華か麗れいな戦いぶりは、目を見張るものがあります』

　と、好意的かつ評価も高かった。

　とはいえ、ビナー氏はあくまで自分がメンバーの一人であることにこだわりを持っているようで、最終的な判断はチームの見解──というか、俺の決断に従ってくれる。

　四月の間、俺とレイヴェルは、ビナー氏といろいろと話し合ったんだよね。基本、チームのことは俺たちに任せてくれるようだ。……まあ、ビナー氏は俺の『王キング』としての資質が見たいそうなんだが……。

　ミーティングが進むなかで、他のチームのことに言げん及きゆうしていく。

　ヴァーリ、サイラオーグさん、ソーナ先せん輩ぱい、デュリオ、曹そう操そう、幾いく瀬せさんは順調に勝ち星を得ていた。

　シーグヴァイラさんはいきなり神クラスと当たり、健けん闘とうはしたが、敗北してしまった。これは運が悪かったとしか言えないが、これも大会の仕様だろうな。

　神クラスも基本勝利を収めているが、まだ試合に参加していないチームもある。帝たい釈しやく天てんのチームがそれだ。様子見か、それとも……。

　録画映像はついにリアスのチームとなった。リアスも勝利を重ねている。俺たちよりも優ゆう雅がに勝っているため、評価も高く、リアス自身のアイドル的な人気もあいまって報道も好意的だ。

　レイヴェルが言う。

「そつなくこなされているようですわね。いまのところ、勝利を続けていて、ポイントを確実にゲットしています」

　──と、映像で試合中にケガをした小こ猫ねこちゃんの治ち療りようをヴァレリーが行っていた。聖せい杯はいをひとつ出現させ、たゆたう液体を小猫ちゃんの患かん部ぶにかけていた。たちまちケガが治っていった。

「……ヴァレリーが回復要員か」

　俺の言葉にレイヴェルがうなずく。

「どうやら、『幽世の聖杯セフイロト・グラール』の応用らしいですわ。特性を調節して、ご自身に影えい響きようが出ない範はん囲いで使用しているそうです」

　……聖杯をひとつだけ取り出し、能力を調整して生じた液体で仲間を回復、か。

　今回の大会では、従来のレーティングゲームのような回復アイテム「フェニックスの涙なみだ」が支給されない。まあ、「フェニックスの涙」はクリフォトの影響やトライヘキサの破は壊かいのおかげで、大会に回せる状じよう況きようじゃないようだからね。

　その代わりに今回はゲームフィールドに回復ポイントがあり、そこに行けばケガの治療を受けられるのだ。

　イリナが言う。

「ヴァレリーさんはアーシアさんほど、回復の速度があるわけではないようだけれど……他にもまだ応用技わざがありそうよね」

　うん、俺も同意見だ。もともと、生命に関する能力だ。アーシアの他者のケガを治す能力と似ているようで非なる特性──。まだ隠かくし球があるんじゃないのか？

　おーおー、その隣となりではギャスパーがバロール化して大型の敵を豪ごう快かいに殴なぐり飛ばしてやがるぜ。俺が抜けたパワースタイルをこいつが引き継ついでいるのかね。

「というか、私としてはマスター・リアスの試合でこいつが気になる」

　ゼノヴィアが、リアスチームのとある者に注目していた。──と、ゼノヴィアは悩なやんだ末にリアスを「マスター」付けで呼ぶことに決めたようだ。

　ゼノヴィアが注目するのは、新人の少女剣けん士しの『騎士ナイト』だ。白と黒が入り交じった髪かみの毛、ゼノヴィアやイリナが教会の戦士として着用していた戦せん闘とう服をこの少女も着ている。

　アーシアが言う。

「リアスお姉さまのところの、剣士……さんですよね。ゼノヴィアさんの代わりに入ったという方で──」

「──リント・セルゼン。眷属にしたってわけではないようだけど」

　イリナも思うところはあるようで注目していた。

　というか、セルゼンだもんな。顔が似ているんだよな、記き憶おくに残るあの嫌いやな奴やつに。まあ、あいつほど下品な表情はしないけどさ。とにかく、似ているんだ、フリードにっ！

　戦い方も剣けんと銃じゆうを用いたものだ。光力がこもった剣と、銃を使ってフィールドを駆かけ抜けていた。

　ゼノヴィアが唸うなる。

「今回限りの戦闘要員だそうだが……セルゼン。あのフリードの関係者でまず間ま違ちがいないだろうな」

　イリナがうなずく。

「面おも影かげはあるものね……。戦闘の映像からは、彼みたいにイカレちゃってる面は全然見受けられないけど……。ゼノヴィア、教会在ざい籍せき時代に名前を聞いたことある？」

　イリナの問いにゼノヴィアは首を横に振ふる。

「いや、あのフリードに身内がいて、しかも戦士だなんてことは一度も耳に入ってきていないね。……顔を表に出してはいけない隠おん密みつ班にいたとか？」

「……うーん、天界で情報を探さぐれば出てくるかしら」

　イリナもゼノヴィアも気になって仕方ないようだ。戦士育成機関の出っぽくて、二人がかつて着ていた戦闘服に身を包んでいる上、セルゼン姓せいだもんな。気になって当然。俺だって気になる。

　リアスに訊いても、「うふふ、リントのことは教えないわ。チームのことは秘密にしなきゃダメよ？」と返されてしまった。まあ、リアスも笑っていたし、悪い子ではないんだろうけど……。

　ゼノヴィアがとある映像に着目し、テレビに指を突つきつけた。

「それよりも、こいつが手に持っているこれ、炎ほのおの剣……紫むらさき色いろだ」

　そう、紫色の炎で作られた剣を発生させて、強敵を撃破テイクしたシーンがあったのだ。

　イリナがぼそりと漏もらす。

「紫の炎……紫し炎えん……そういうことでいいのかしら？」

　レイヴェルが独自に調べていたようで、レポートを片手に言う。

「ヴァチカン本部とグリゴリ、このふたつの陣じん営えい共同で、リアスさまに彼女を預けたと聞いておりますわ。……つまり、皆みなさんの想像通りでいいのでしょうね。その神滅具ロンギヌスは、持ち主を選んで、渡わたり歩くと聞いておりますもの」

　ヴァチカンとグリゴリがリアスに預けた少女。フリードの関係者と思われる。そして、手に持つのは──神滅具ロンギヌス『紫炎祭主による磔台インシネレート・アンセム』と思われる炎の剣。

「ますますこいつの存在がわからなくなってくる。何者なんだ、この娘こは……」

　あごに手をやり、目を細めるゼノヴィアだったが、ロスヴァイセさんがこう言う。

「彼女の正体はどうであれ、リアスさんのチームは……実質、神滅具ロンギヌス級を三枠わく得ているということになりますね。神クラスを抜ぬかせば、今大会でも屈指のチーム構成かもしれません」

　神滅具ロンギヌスが三種──。ギャスパーの神器セイクリツド・ギアも番外扱あつかいとして、神滅具ロンギヌス級とランク付けされていると聞くからな。

「もう一枠用意してあると聞いているけど……いまのところ、リアスチームが参加した試合には参戦していないのか」

　俺がそう口に出す。登録では、リアスチームの『兵士ポーン』にもう一名新たなメンバーがいる。リアスの本来の『兵士ポーン』として非常に気になるところだ。

　レイヴェルが言う。

「登録している名前だけは判明しています。……『ミスター・ブラック』さんだそうですわ。おそらく、仮か名めいのように思えます。大会ルールでの駒こま価値８の単独『兵士ポーン』は正直脅きよう威いですわ。神クラスの実力者か、それとも神そのものか……」

　──大会仕様の駒価値８。そりゃ、『兵士ポーン』の価値に制限があったとしても、駒価値８は相当な強つわ者ものじゃないのか……？

　リアスが神をチームに引き入れた？　あり得ない話じゃない。

　イリナもこう述べる。

「リアスさんの伝つてで神……。リアスさんも『Ｄ×Ｄデイーデイー』の中ちゆう核かくだものね。オファーをかければ乗っかる神クラスがいてもおかしくないのかしら……」

　しかし、ゼノヴィアはこうも反論する。

「イッセーの代役だぞ？　リゼヴィムを追い詰つめ、天てん龍りゆうクラスとされたアポプスを倒し、トライヘキサの核コアと戦ったイッセーの代わりを務めてほしいなんてオファー、神クラスでもほいほいと乗るだろうか」

　そういうふうに評してもらえるのは光栄だが……やはり、俺の代わりって務めにくいのかな。俺と比べられるから？　うーん……。

　ロスヴァイセさんもゼノヴィアの意見にうなずいた。

「私もゼノヴィアさんの意見に近いです。イッセーくんが『王キング』になったとはいえ、リアスさんの『兵士ポーン』は依い然ぜんとしてイッセーくんです。大会限りとはいえ、イッセーくんと比べられるポジションに座してほしいと願われて応じる神がそういるとは……。いやでも世間からイッセーくんと比べられてしまいますからね」

　話題に出してもらってうれしいが……俺は言う。

「リアスのチームに訊きけば、何かわかるかもしれないけど、それもな。大会の流れに任せよう。どうせ、嫌でもそのうちわかるさ。何せ、いろんな神さまも参加している大会なんだからな」

　まあ、強敵と当たれば、否いや応おうなしにミスター・ブラックとやらを出さないといけなくなるだろう。そのときを楽しみにしておこう。……もしかしたら、楽しみなんて言ってられなくなるとんでもない強者かもしれないが。

　ふと、リアスチームの試合の記録映像で木場の戦闘が映った。奴は自じ慢まんのスピードと剣けん捌さばきであらゆる敵を的確に斬きり倒たおしていく。奴に追いつき、攻こう撃げきを加えられる相手は、この映像から一人とていなかった。

　大会直前のある日、俺は木場に言われたっけな。

『僕は──生しよう涯がいリアス姉さんの「騎士ナイト」であると誓ちかった。キミにも以前、リアス姉さんの「騎士ナイト」でいろと言われた。だから、キミがキミだけのチームで戦うのなら……その時点で僕とキミはライバルだ。キミが友達であろうとも、対戦することになったら、僕は構わずにリアス姉さんの剣として、キミたちの前に立つよ』

　木場は、親友は、俺と握あく手しゆを交かわしながら、こう言ってきた。

『イッセーくん、そのときはお互たがいに本気でぶつかろう！　──キミとやれるなら、本ほん望もうだ！』

　……木場、おまえやリアスと戦うことになったら……真っ正面から戦おう。絶対におまえには負けないっ！

「──セーさま、イッセーさま」

　木場との会話に思いを馳はせていた俺は、レイヴェルの声で我に返った。

「あ、ああ、なんだ？」

　レイヴェルが嘆なげくように息を吐はく。

「もう、しっかりしてくださいまし。イッセーさまがうちの『王キング』ですのよ？　私はアドバイスはできますけれど、最後の決定権はイッセーさまなのですからね？」

　はははは、うちのマネージャーさまは厳しいからね。俺の眷けん属ぞくになってから一層厳しさが増してくれたよ。

　でも、これも俺を思ってくれるからこそだ。頼たよりにしているぜ、レイヴェル。

　そのとき、コンコンと部屋の扉とびらがノックされた。応じると、入ってきたのは──ルフェイと九重くのう、それにリリスだった。

「あ、あの、会議は終わりましたか？」

　ルフェイが恐おそる恐おそるそう訊いてくる。手にはトレイ。上にはお茶が置かれている。

「ルフェイか。一息入れてもいいかなーと思ってたところだ。皆みんな、いいよな？」

　俺が訊くと皆は笑え顔がおでうなずいた。

　それを確かく認にんするなり、九重がトレイで運んできた紅茶を皆に配ってくれる。

「お茶じゃぞ、イッセー」

「おー、九重もサンキュー。それにリリ──じゃなくて、リース」

　リリスはいつの間にか俺のひざの上に乗ってしまった。俺のひざの上の取り合いは小猫ちゃん、レイヴェル、リリスと参戦者が増えていくようだ。

　というわけで、リリスはうちで預かることになった。オーフィスの例があるので、隠かくすなら兵藤家となったのだ。そのため、一いつ般ぱん的にクリフォトが囲っていたオーフィス（リリス）は、戦せん役えきで行ゆく方え不明と発表されている。

　んでもって、九重の前でオーフィスと同様リリスも名前を出せないため、リースと呼ぶことに。まあ、よく名前を間違えますけどね。

「ケーキケーキ」

　とうのリリスはトレイで運んできたケーキに興味がうつっており、ルフェイから受け取るなり、パクパク食べてしまう。オーフィス同様食い意地が張っている。

　ルフェイが皆にもケーキを配った。チョコケーキだった。

「はい、ケーキも焼きましたので皆さんどうぞお上がりください」

　ルフェイのお手製だ。

　九重がケーキを食べながら（口にチョコをつけつつ）言う。

「その通り、小難しい話ばかりでは脳みそが沸ふつ騰とうするぞ。程ほど々ほどに休むのじゃ！」

　とは言うものの、俺たちと遊べなくて暇ひまだったから、口実が欲ほしかったんだろうな。ははは、九重はかわいいな。

「ルフェイ、九重、学校は慣れたか？」

　俺が二人に訊く。

「うむ！　さっそくお友達ができたのじゃ！　こっちの者は意外にも気さくに話しかけてくるのじゃな」

　九重が放課後にオカ研に顔を出さない日があると思ったら、友達と遊んでいたのか。それはいいことだ。交友関係は結んだほうがいい。

　ルフェイがにこやかに言う。

「私のほうも高校生活がスタートということで、戸と惑まどうことばかりですが……新しん鮮せんで楽しいです」

　次に俺はヴァーリチームのことについても訊く。

「ヴァーリのチームはどうだ？」

「新しいメンバーの現沙さ悟ご浄じようさんと現猪ちよ八はつ戒かいさんがうちのチームに参戦してすぐに大会なので若干戸惑っているようです」

　そう、ヴァーリのところの新メンバーは現『沙悟浄』と現『猪八戒』だ。俺も実は今年の冬に関かん与よしまして、当代の二人には面識があった。

　初代孫そん悟ご空くうのじいさんが、『沙悟浄』と『猪八戒』を継ついだ若い当代を鍛きたえさせるために、ヴァーリに預けたのだ。そのままサブメンバー扱いで時折使っていたようだが……大会に正式に使うことにしたようだ。

　ヴァーリチームで結成される当代西遊記、か。初代チームと当たったら、見み物ものだろうな。

　俺が九重に訊く。

「妖よう怪かいのほうもチーム出場しているよな」

「うむ。各長おさたちのもとから、三組ずつ出場しているぞ。京都からも同じく三組エントリーしておる。各郷くにで一番の強者が所属するチームは、長の名みよう代だいとも言っていいほどに強いとされておるのじゃ。イッセーたちもその者たちと当たったら油断は禁物じゃぞ？」

　ケーキを食べる九重が語るところで、扉が再び開く。

「我、登場」

　登場したのは、オーフィスだった。ただし、大人バージョンではなく、少女のときのフォルムになっている。

　友人の登場に九重もはしゃぐ。

「お、フィス殿どの！　屋上の社やしろから帰られたのじゃな」

「日なたぼっこ、完かん了りよう」

　あー、時折、屋上に作ったこいつ専用のミニ社に行っているようだしな。そこで太陽の光を浴びるのが好きなようだった。

　たまにここにいる皆もお参りして、賽さい銭せん箱ばこにお金を入れていた。それがオーフィスのお小こ遣づかいになっている。

　俺がオーフィスの姿を見て、ぼそりと小声でつぶやく。

「……まさか、この姿になれるとはな」

　そうなんだよ。俺を救うためにいろいろと姿には制限がかかるようになってしまったんだが……。

　イリナがこそこそっと教えてくれる。

（九重さんが驚おどろかないように変化しているようなの。普ふ段だんはこっちのほうが落ち着くみたいよ）

　変化、ね。ロリロリに変身ってことか。大人のオーフィス見たら、九重もショックだろうからな。俺たちもこっちに見慣れているし。

　オーフィスとリリスが並ぶ姿は──微笑ほほえましいものがある。さらに九重まで並ぶと、かわいい×３って感じ！

「……まあ、こっちのオーフィスとリリスが共に並んでいるっていうのもいいよな」

　俺が微笑ましい一面に癒いやされていると、レイヴェルの耳に通信用の魔ま方ほう陣じんが展開した。
















「あら、運営から、連れん絡らくが届きましたわ」

　おおっ、大会からの連絡か。

「──っ。話し合いに夢中で組み合わせがあることを忘れてました！」

　レイヴェルが急いで、タブレットを取り出して、運営のサイトにアクセスした。

　そこに映し出されたのは──俺たちの新たな試合日程と、対戦相手となるチームの発表だった。

「……次の対戦チームが決まりましたわ」

　俺たちも確認して驚いた！

　レイヴェルが言う。

「──チーム名は、『雷光ライトニング』。グリゴリからのエントリーにして……『王キング』はバラキエルさまですわ」

　……これが、いろんなヒトが参戦している国際大会……ッ！　こういうことが起こるのは頭で理解していたが、実際目の前で発表されると予想以上に胸に来るなっ！

　さっそく身内と当たっちまったか！

　俺たちは、最初の山場を迎むかえることとなった。




　　　　─○●○─




　俺は対戦チームを確認したあと、一息入れるために一階に降りようとした。

　すると、一階のリビングで見覚えあるヒトが、朱あけ乃のさんと話しているのが目に飛び込んできた。

　体格の良い男性──バラキエルさんだった！

「……あ、バラキエルさんっ！」

　まさか、発表を見たばかりで、とうの本人にお会いするとは！　バラキエルさんも俺を確認する。

「兵藤一誠くんか」

　雰ふん囲い気きから、すでに俺たちと当たることがわかっているようだ。朱乃さんも同様で、リビングはなんとも言えない空気を出していた。

　俺が息を整えてから、近くのソファに座った。

「朱乃さんに会いに来ていたんですね」

「ああ、少しだけな。大学での生活について、訊きいていたのだ。それはそれとして──」

　あいさつはそこそこにバラキエルさんは即そく本題に入った。

「今度の試合、キミのところと当たるようだ。お互たがい、全力でぶつかろう。私もグリゴリの代表として、ゲームを全力で楽しむつもりだ」

「ええ、こちらこそ、よろしくお願い致いたします」

　男同士、チームを率いる立場として、戦意ともいえるものが互いに自然と体から滲にじみ出していた。

　しかし、朱乃さんは困ったように俺とバラキエルさんの顔を交こう互ごに見ていた。

「あらあら、イッセーくんと父さまの試合だなんて……どちらを応おう援えんしたらいいのやら」

　バラキエルさんが、恥はずかしそうに娘むすめに問う。

「……あ、朱乃はどちらか一方を応援するとしたら……どっちを応援するのだろうか？」

　期待する父の顔っ！　卒業式で鼻水垂らしながら号ごう泣きゆうしていたバラキエルさんの姿が思い出されるっ！　愛まな娘むすめがどちらを応援するのか、親おや御ごさんは期待されているのですよ！

　朱乃さん！　ここはお父さんと言うべきです！　俺は心のなかで、朱乃さんにそうアドバイスする！　だって、変に朱乃さんが俺って言ったら、バラキエルさんは──。

「そうですわねぇ……」

　朱乃さんは困り顔をしたあと、イタズラな笑みを浮うかべて、俺のほうに駆かけ寄り──抱だきついてきた。

「当然、イッセーくんですわ♪」

「…………ッッ！」

　その光景を心底ショックを受けたように見ているバラキエルさんっ！　あの厳格な方が目玉が飛び出るほどに驚き、こめかみに青筋を幾いく重えも浮かび上がらせていた！

　わなわなと怒いかりに打ち震ふるえるバラキエルさんっ！　血の涙なみだを流さんばかりに怖こわい顔をしていたっ！

　俺に指を突つきつけて、怒ど声せいをぶつけてくるっ！

「うぅ、おのれぇぇっ！　試合では絶対に負けないからな、おっぱいドラゴンッッ！」

　それだけ言い残して、バラキエルさんは泣きながら帰ってしまったのだったっ！

　……ああああああああああ、対戦前にとんでもない状態で相手チームのリーダーと仲なか違たがいしてしまったっ！　きっと、１２０％の力で俺に襲おそいかかってくるに違ちがいないよ！

　これを見ていた朱乃さんは、おかしそうにしていた。

「うふふ、父さまったら、かわいい」

　お父さんいじりが、一層磨みがかれましたね、朱乃さん……。

　しかし、途と端たんに朱乃さんは悲ひ哀あいに満ちた表情となった。

「……とはいえ、本当のところ、複雑ですわ。イッセーくんにも、父さまにも勝ってほしいのが本音です。けど、試合でぶつかる以上、どちらかが勝って、どちらかが負けてしまう……。引き分けということもあるでしょうけれど……イッセーくんも父さまもそれは望まないでしょうから」

「ええ、やる以上は誰だれであろうと勝ちます。バラキエルさんのチームであろうと、リアスのチームであろうと……っ！」

　そこは真ま面じ目めに返した。やる以上は、バラキエルさんだろうと、朱乃さんの身内であろうとも、勝つ。そうじゃなければ、俺がチームを立ち上げた理由にならない。

　──やる以上は、優勝を目指す。

　それが俺たちが掲かかげた目標だっ！

　朱乃さんがぽぉと頰ほおを赤くして、俺を見つめていたけれど……。

　ふと朱乃さんがこう訊いてくる。

「……本当、リアスがうらやましいわ。こんなに強い殿との方がたからずっと一いつ緒しよにいようなんて言ってもらえるんだもの……」

　切なそうな言葉を残して、朱乃さんは「そろそろリアスとの話し合いだから、行かなきゃ」とリビングをあとにしたのだった。

　いまの朱乃さんに一言告げるべきだったのだろうか……。

　いや、言うべきだったのかも。こういうところで俺は気が利きかないな……。

　……朱乃さん、俺はあなたともずっと──。




　　　　─○●○─




　そして、ゲーム当日となる。

　俺たちが向かったのは、冥めい界かい──堕だ天てん使しの領土に新設された大会用の大きなスタジアムだった。観客席は満員御おん礼れい状態。

　スタジアムの名めい称しようは「アザゼルスタジアム」というそうだ。スタジアムの入り口にアザゼル先生の銅像が建っていたよ。

　さーて、スタジアム中央──フィールドで相まみえる両チーム。

　あちらのチームはバラキエルさんを『王キング』として、『女王クイーン』に同じく幹部の──。

「グリィィィィゴリィィィィイイイイイイッッ！　久しいな、おっぱいドラゴォォンッッ！　グハハハハハッ！」

　特とく徴ちよう的な話し方の特とく撮さつ幹部ことアルマロスさんだった！　このヒトが大会に参加していて、まさかのバラキエルさんのチームメンバーとはね！　他のメンバーも幹部ではないにしろ、激戦の数々を生き抜ぬいてきた上級の堕天使ばかりだ。「雷光ライトニング」チームは試合もいまのところ俺たち同様に勝ち星が続いている。

　両チームが睨にらみ合うなかで、アナウンサーと解説者がマイクを震ふるわせる。

《さあ、本日の一戦は注目のカードとされている「[image: いっ]いつ誠せいの赤せき龍りゆう帝てい」チーム対「雷光ライトニング」チームとなっております！　どちらも三大勢力からの強力な参戦チームであり、各関係者は息を吞のんで見守っております！　解説は悪あく魔まサイドから、リアス・グレモリー姫ひめのお父上に来てもらっております！　それでは、グレモリー卿きよう、今日はよろしくお願い致します》

　なんと！　解説役はリアスのお父さんかよっ！　朱乃さんの父であるバラキエルさんとの試合といい、今日はお父さん尽づくしだなっ！

《いえいえ、こちらこそ、よろしく頼たのみます。心情的には娘のフィアンセ、兵藤一誠くんを応援したいところですが、今日は厳正に解説できたらと思います》

　丁てい寧ねいにあいさつするリアスのお父さん。って、どさくさに紛まぎれて「フィアンセ」とか言ってる!?　俺がリアスに言った将来の誓ちかいが伝わったのか、それとも素すか!?

　アナウンサーが今日のルールを口にしていく。

《今回における競技の種類は、「オブジェクト・ブレイク」ッ！　制限時間内にゲームフィールド上にある対象物をより多く壊こわしたほうが勝ちとなります！　なお、従来のルールと同様に、フィールド全域はチェスボードのマス目のようにエリアが区切られております》

　巨きよ大だいモニターにチェス盤ばん風にエリアが表示された。

　スタートしたら、専用のバトルフィールドに転移して、そこで戦う。今回は、このスタジアムで直接戦うわけではないんだ。

　フィールドはとてつもなく広大で、端はしから端まで並の悪魔が全力で空を飛んでも三十分はかかると言われた。立場や状じよう況きようによって違うだろうけど、俺が本気の本気で飛べば端まで数分かな？

　アナウンサーが説明を続ける。

《ゲームフィールドに用意された「オブジェクト」の数は、13！　これを制限時間である十二時間以内にフィールド上から探し出して相手チームより多く破は壊かいすれば勝利です！　もちろんのことではありますが、他の競技ルール同様、相手チームの『王キング』を倒たおしても勝利となります》

　これも事前に聞かされている。「オブジェクト」を破壊する数で競きそうルール。

《単純な計算ですが、どちらかのチームが、「オブジェクト」の半数以上、つまり先に７つ壊したほうが勝利確定となりまして、その時点でゲームが終しゆう了りようとなります》

　……戦いも大事だけど、「オブジェクト」を見つけて破壊することが第一だってことだ。

《配置されている「オブジェクト」は、そのままの状態で置かれていることもありますが、物もの陰かげに置かれていたり、思いもよらない場所に隠かくされていたりします。両チームは広大なフィールドを駆け抜け、相手チームの選手と競いあい、戦いながら、これらを探し出して破壊しなければなりません》

　さてさて、どんなところに隠されているやら……。つーか、「オブジェクト」の形は、ゲームスタート時に教えてもらえるんだっけか。

《なお、制限時間である十二時間を超こえて、両チームが破壊した「オブジェクト」の数が同数だった場合、その時点で引き分けとなります》

　引き分けもある、か。勝ちたいところだね。

《冥界のレーティングゲームの過去に起こりました試合では、単純な力量差で格下のチームが格上のチームに対して、同数の「オブジェクト」を破壊することに成功し、そのままタイムオーバーを狙ねらっての防戦に徹てつして引き分けに持ち込んだという事例もあります。下馬評を覆くつがえす可能性が高いのもこの競技の魅み力りよくのひとつですね》

　……実力では、俺たちのほうが上と見られている。でも、このルールなら十分なほどに負けはあり得る。

　リアスのお父さんが言う。

《つまり、制限時間内に両チームがすべての「オブジェクト」を探しきれなかった、ということもあるということですな》

《ええ、名目上、配置が完全ランダムでしたので、稀まれに見つからない場合が発生するんですよね。そのときがなかなかに見所がありまして、チームによってはあえて探さず、相手チームの撃破テイクに移る、なんてこともあるわけです。もちろん、見つけやすいフィールドだったときは、敵チームの撃破テイクよりも「オブジェクト」の破壊のほうが早いなんてことも起こりました》

　ゲームが進んだ後半では、探すより相手を倒すことに切り替かえたほうがいいこともあるってことね。

《補足としましては、「オブジェクト」が破壊された場合、そのエリアに特とく殊しゆなルールが敷しかれます。各チームの『王キング』は、そのエリアに進入が不可能となります。つまり、ゲームが進み、「オブジェクト」が破壊されていくと、その分だけ『王キング』が動ける領域は狭せばまっていくということになります。これを考こう慮りよして各チームがどう動くのか、これも見所でしょうね》

《戦せん況きようが進むにつれて、『王キング』の逃にげ場がなくなっていくということでもありますからね》

　──と、アナウンサーとリアスのお父さんが大おお雑ざつ把ぱに今回のルールを説明してくれた。

　……最後の説明の「オブジェクト」を破壊したエリアは、『王キング』が進入できないってルールが厄やつ介かいだな。

　俺の隣となりにいるレイヴェルが小声で言ってくる。

「どうしても確かく認にんしておかねばならないこともありますわ」

「というと？」

「──『オブジェクト』が動かせるか否いなかです」

　……動かせるのか、「オブジェクト」は。

　レイヴェルが続ける。

「『オブジェクト・ブレイク』に用意される『オブジェクト』は過去の例から見ても、動かせないものと、動かせるものがあります。もし、今回の一戦が動かせるものだとしたら、少々厄介になりますわ」

　動かせると厄介か。じゃあ、まずはそれの確認ですかね。

「ですから、『オブジェクト』を見つけましたら、まず動かせるかどうか確認しましょう」

　レイヴェルの作戦に応じる俺。

《さあ、ゲームスタートとなります！　各チームが転移後、今回の「オブジェクト」の形を確認ししだい、試合開始ですっ！》

　アナウンサーの一声で観客が沸わき、そして俺たちは転移の光に包まれていった──。




　　　　─○●○─




　転移した俺たちの視界に広がったのは──広大な自然だった。

　目の前に広がる山々。木々はもちろん遠くに湖らしきものも確認できた。

　どうやら、とある山脈を模しただだっ広いフィールドのようだ。

　その一角──切り立った崖がけが俺たちの本ほん陣じんだった。崖には、本陣用の卓たくと椅い子すが置かれていた。卓には、今回の全体マップらしきものが表示されている。チェス盤と同様で、８×８のマス目が敷かれていた。横の中央線を境に北半分が相手陣じん営えいの領域、南半分が俺たち陣営の領域となる。「回復ポイント」も確認。両陣営に一箇か所しよずつあるね。

　そして、卓には「オブジェクト」の形を教えるために投とう影えいされたものが立体的に映し出されている。

「オブジェクト」の形は──悪魔と堕天使の翼つばさを生やした女性の像だった。……まるで朱乃さんを思わせる「オブジェクト」で感かん慨がい深ぶかくなるな。

　──と、開始を告げる鐘かねの音ねがフィールド全域に盛せい大だいに鳴り響ひびいた。俺たちと相手チームが「オブジェクト」を確認したんで、スタートの合図をしたのだろう。

　てなわけで、ゲームはスタートとなる。

　レイヴェルがコホンと咳せき払ばらいした。

「──それでは、皆みなさん。作戦をご説明致いたしますわ」

　軍師レイヴェルの采さい配はいを耳にして、俺たちはゲームに臨のぞむ──。







　開始して一時間半ほど経過した頃ころだった。

　俺は本陣の西側の探たん索さくを命じられていた。ボーヴァも西側の探索担当だ。とはいえ、広いフィールドなので、目では確認できない位置にいるだろう。

　うぅ、空を飛んで上空から見て回っているけど、それらしいものはまるで見つけられないな。たまに下に降りて、木の陰かげや谷の下、流れる川のほとりを探すけど、やはり見つかるものではない。

　大きさまでは伝えられていないんだよね。小型なのか、大型なのか。小型なら、厄介だぞ。相手より先に勝てるだけの数を見つけられるかどうか……。

　そのときだった──。

　アナウンスがフィールドに木霊こだまする。

《「雷光ライトニング」チーム、「オブジェクト」の破壊を確認。１ポイント獲かく得とくです》

　──っ！　先手を打たれたかっ！

《おおっと！　最初に「オブジェクト」をブレイクゥ！　したのは、グリゴリから参加しているチーム「雷光ライトニング」となりました！　さあさあ、まだまだこれから！　次の「オブジェクト」を破壊するのは、どちらか!?》

　煽あおるアナウンサーの声も聞こえてきたぜ。

　冷静なレイヴェルの通信が耳に届く。

『焦あせらずに。まだ１ポイント取られただけですわ』

　……なんだけどね、頭でわかっていても気持ちは焦っちゃうよ。……って、いかんいかん。こんなのでは『王キング』として失格だ。気持ちを大きく持て。

　戦術オペレーター役のレイヴェルと回復役のアーシアは本陣……近くの物陰で待機していた。丸腰の本陣で待つのは危険ということで、陰に隠れていた。

　いちおう、本陣近くにも「オブジェクト」があるかもしれないと、アーシアが使つかい魔またる邪じや龍りゆう四兄弟を呼んで捜そう索さく中。

　──と、程ほどなく吉きつ報ぽうも耳に届いた。

『こちらゼノヴィア。──「オブジェクト」を発見した。大きさは三十センチほどだな』

　本陣の東側探索担当のゼノヴィアから通信が届いた。おおっ、見つけてくれたかっ！

　レイヴェルが言う。

『了りよう解かいですわ。まずは破壊前に動かせるか、確認してください』

『……動かせるな。どうする、レイヴェル、イッセー？』

　レイヴェルが告げてくる。

『そうなりますと、このゲームの戦術が様変わりしますわ。それを破壊せずに自軍の武器として扱あつかえるということになりますから』

「……動かして、自分たちの有利な地形で『オブジェクト』を壊すってことか」

　俺がそう言った。

　動かせるってことはそういうことだろう。いざってとき、『王キング』相手に手持ちの武器として使える。三十センチって持ち運べるちょうどいいサイズだしな。

　レイヴェルが肯こう定ていする。

『はい。「王キング」に向けての武器としても使えます。この「オブジェクト」をどう扱うかでゲームの展開も変わるということです』

　ロスヴァイセさんが通信越ごしに言う。

『そうなると、相手はすでに他にも見つけているということもあり得るわけですか。ひとつだけ破は壊かいしておいて、あとは保持し、時が来たら使うと』

『も、もう、三個ぐらい見つけているなんてないわよね……？』

　恐おそる恐おそるイリナ（東側捜索担当）が言った。

　レイヴェルが答える。

『フィールドの広さから言いますと、経過時間から察してもよほど運がよくないと、三個めはあり得ません。けれど、見つけた数が二個以下の可能性は高いです。少ない可能性も考慮して、いちおう相手は三個見つけているかもしれないと想定して動きましょう』

『それで、この一個はどうする？　破壊するか？　保存するか？』

　ゼノヴィアの問いにレイヴェルが言う。

『私としては、一個は保存しておきたいところです。早急に二個めを探すべきかと。いかがされます、イッセーさま？』

「ああ、持っておこう。引き続きひとつでも多くのモノを見つけてゲームを有利に進めようか」

　保管しておけば、奪だつ取しゆされない限り、こちらの好きなときに壊こわせる。相手の出方がまだわからないし、まずは持っておこうか。

『ゼノヴィアさまはロスヴァイセさまと合流後、「オブジェクト」の解かい析せきに移ってください。ロスヴァイセさま、そのあとはよろしくお願い致します』

『『了解』』

　レイヴェルの指示にゼノヴィア、ロスヴァイセさんが応じた。

　ロスヴァイセさんの魔法で「オブジェクト」を解析して、フィールドで広く探索できる魔法の術式を構築してしまおうという算段だ。それができれば一気に探索も楽になる。

　ロスヴァイセさんが言う。

『「オブジェクト」を解析して探索用の術式を作るまでに時間はかかるかもしれません。……探索術式が苦手な方でも使えるようにしなければなりませんからね』

　苦手な方って俺のことだ！　その手の術が苦手で申し訳ありません！　まあ、うちは俺以外に探索の術が苦手な者も多いし、転生天使のイリナもいるから、全員兼けん用ようの術式構築は時間がかかるか。

　レイヴェルが俺にだけ聞こえる作戦を通信で確認してくる。

『イッセーさま、例の「チェック」ですが……戦況を見てから、ご相談致しますわ』

「ああ、俺もそのときが来たら、豪ごう快かいにやらせてもらうぜ」

　開始してすぐに聞かされたレイヴェルの作戦。あまりに大だい胆たん。あまりに不敵。しかし、俺は気に入った。

　……まあ、そのときになったら、バラキエルさんと観客にお見せするぜ。

　レイヴェルがボーヴァにも指示を送る。

『ボーヴァさんは時折でいいのでミニドラゴンとなって、相手の陣じん地ち領域に潜もぐり込み、様子をうかがってみてください。変化があったら、連れん絡らくをくださいまし。ただし、深くまで潜り込まないように』

『了解です』

　相手陣地を丸っきり無視というのも危険だからね。

　それから二時間半ほど探索タイムとなった。こちらも東側のイリナがもうひとつ発見したので、ひとつ壊すことに。

《赤龍帝チーム、「オブジェクト」の破壊をひとつ確認。１ポイント獲得です》

　壊してすぐにバラキエルさんのチームも破壊したようで──。

《「雷光ライトニング」チーム、「オブジェクト」の破壊をひとつ確認。１ポイント獲得です》

　というアナウンスが流れた。

　……あきらかに煽ってきている。あちらは何個発見したんだ？　って考えさせるのが作戦なんだろうな。こちらが壊してすぐに壊す辺りが作さく為い的だぜ。

　それから十分経たったころだ。イリナから一報が入る。

『こちらイリナ！　相手からの襲しゆう撃げきを受けたわっ！』

　──っ！　あちらさんは、攻こう撃げき開始かよっ！

『迎げい撃げきしながら、相手の出方をうかがってください！』

　レイヴェルが指示を飛ばすが！

『こちらビナー。同じく攻撃を受けています』

　もう一方も攻撃を受けたかっ！　ビナー氏にはロスヴァイセさんと共に本陣中央の探索を命じていた。中央と東側から同時に攻せめ込まれていることになる！

　まさか、制限時間が半分も過ぎないうちに探索から、攻撃に切り替かえてくるなんて！

　意図はなんだ!?　絶対にあるはずっ！

　足りない頭であれこれ考えているうちに、俺の視界に閃せん光こうが映り込んだっ！

　俺はすぐさま回かい避ひして、相手からの攻撃を避よけたが……。いまのは──雷光だった！

　俺が放ってきた相手を確認すると──そこにはバラキエルさんの姿があった！

「……まさか、キミと遭そう遇ぐうするとは。これも運命か」

　……西側からはバラキエルさんが攻め込んできていたとはねっ！　くしくも『王キング』同士の戦い勃ぼつ発ぱつということだ。

　俺はすでに真しん紅くの鎧よろいと化している。通常の禁手バランス・ブレイカー状態でもいいが、邪じや龍りゆう戦役を経て俺は真『女王クイーン』形態に瞬しゆん時じに変身できるようになっていた。

　しかも力のほうも龍りゆう神じん化の影響で引き上がっている。バラキエルさん相手でも引けは取らないさ。

《おおーっと！　ここでいきなりの『王キング』同士のバトル開始ですっ！　これはいきなりの見せ場到とう来らいですね、グレモリー卿きようっ！》

《これは楽しみですね。彼がね、うちの娘むすめのフィアンセなんです、フィアンセ。ふふふ、鎧がカッコイイですね》

　リアスのお父さん!?　何を解説しているの!?　フィアンセ連発してんじゃん！　恥はずかしいじゃんっ！　戦いに集中できないじゃん！

「行くぞ！」

　と言っても、バラキエルさんは待ってはくれず、腕うでに稲いな光びかりをバリバリと発生させて、雷光を連発してくる！

　俺は、直撃を避けるために空中で回避していく。外れた雷光は、フィールドの下に突つき刺ささり、絶大な破壊を生んでいたっ！　やっぱり、すんげえ威い力りよくだ。最近、格上ばかりと戦っていた俺だけど、バラキエルさんの実力だってとんでもない。

　雷光を避け、距きよ離りを詰つめて、俺は得意の肉にく弾だん戦に入っていく。俺のパンチをすんでで避けるバラキエルさん。今度はバラキエルさんのパンチだ。これはまともに浴びてしまった俺だが、耐たえられない威力ではない。これも強敵たちと戦ってきたおかげだな。

　──バラキエルさんと肉弾戦でも打ち合えるし、十分に優勢だ！

　空中を大きく飛び回る俺とバラキエルさん。時に距離を縮め、時に距離を取る。ゲームフィールドの上空で攻こう防ぼう戦せんが繰くり広げられていく。

　バラキエルさんは打ち合うなかで、不意に訊きいてきた。

「兵藤一誠くんっ！　──朱乃について、キミには訊きたいことがあるのだっ！」

「こ、こんなときにですか!?」

「こんなときにだ！」

　こんなときに朱乃さんのことを!?　マジかよ！　どうなってんだよ、今日のゲームは！

「キミは──朱乃とはどこまで進んだのかねッッ!?」

　バラキエルさんは真しん剣けんな表情で訊いてくる！

「なっ……！　そ、それは……っ！」

　答えにくいっ！　非常に答えにくいよ！　今日も朝、寝ね床どこで裸はだかで迫せまられました！　特に何もなかったけど、おっぱいはもみましたぁぁぁぁっ！

「なぜ言い淀よどむ!?　ま、まさか、言えないことまで……っ!?」

　バラキエルさんが、わなわなと震ふるえていた！

「い、いえっ！　そ、そんなことは……っ！」

　言い訳をする俺！　どういう状じよう況きようだよ、これ！

　バラキエルさんがさらにパンチを放ちながら詰め寄ってくる！

「手を繫つないで歩くこともしたのか!?　デートは……しているのは見たが……っ！」

　うん、デートは見られたね！　去年のロキ襲撃事件の折、ラブホテル街を偶ぐう然ぜん歩いていたところをこれまた偶然見られた！

　あのときは恥ずかしすぎてどうにかなりそうだったよ！

　バラキエルさんはさらにさらに訊いてくる！

「せっ、せっ……！」

「せっ!?」

　俺が聞き直すと、バラキエルさんは切なそうに訊いてくる。

「──接せつ吻ぷんはしたのかね!?」

　──接吻。

　キ、キスのことかな……？　う、うん、したことあるね……。卒業式前にもすごいチューしちゃったし……。

「……は、はい」

　正直に答える俺だったが──。

「──っ」

　バラキエルさんはショックに打ちひしがれていた。そのまま空中で天を仰あおいで、男泣きしていた……。

「……あ、あの、バラキエルさん……？」

　恐る恐る訊たずねる俺だったが……。

　バラキエルさんの上空に暗雲が立ちこめ、雷かみなりがカッ、カッ、と何度も光り出す。

　雷らい雲うんをバックにバラキエルさんは双そう眸ぼうを危険なまでに光らせて、俺に言ってきた。

「…………そこまでしたのなら、せ、責任は取ってもらわないと、父親としては安心できんっ！」

「責任!?　せ、責任とは!?」

「そんなこと決まっているだろう!?　若い男女がキスをしたのだ！　もう、それは責任問題というものだろう！」

　どういう責任問題!?　キスで!?　それ以上は……おっぱいをもんだけど！　キスで責任問題なのですか!?

　全身に雷らい光こうをまといだしたバラキエルさんっ！　とんでもないオーラだった！

　──こんなパワー、ロキ戦のときでも見られなかった！

　り、理由が娘のため、俺への怒いかり、嫉しつ妬と!?

　雷光をまとったまま、バラキエルさんが殴なぐりかかってくる！　避けたけど、雷光の余波は鎧よろい越ごしにも伝わってきて、全身がビリビリっと痺しびれてしまうっ！　直撃はマジでやばいな、これ！　何せ、光は悪あく魔まにとって猛もう毒どく！　バラキエルさんの光力を込めた雷──雷光をまともに浴びるのは絶対に危険だっ！

　俺は反撃しつつもこう返す。

「あの、俺、アザゼル先生から、バラキエルさんもエロエロだったって、聞いてますけど!?」

「それは……それだ！」

「はぐらかした!?　そんなのアリかよ！」

　亡なき奥さんとＳＭプレイしてたって、俺は聞いているんですからね！　お、俺だって、ＳＭプレイをしたことないのにぃぃぃっ！

　バラキエルさんが雷光で作りだした槍やりを手にする！

「こうなったら、私は朱乃の父親として、キミを試ためさないといけない！　さあ、娘に相応ふさわしいか、いろいろ試させてもらうぞっ！」

　そこからは複雑な二人の『王キング』の戦いとなった！

　俺が右みぎ腕うでをインパクト仕様にして殴り飛ばしても、バラキエルさんは一いつ切さい怯ひるまずに打ち合ってくる。距離を取ってドラゴンショットを複数撃うっても、雷光を巨きよ大だいな玉の形にして迎撃してきた。

　しかし、俺だって、数々の伝説の存在と戦ってきた。ついにはバラキエルさんを正面から一発くらわして、仰のけ反ぞらせた。

　バラキエルさんが肩かたで息をして、口に滲にじんだ血を手で拭ぬぐった。

「……さすがだ。ここまで強くなったか……。アザゼルが鍛きたえただけのことはある」

　ええ、アザゼル先生のおかげでここまで強くなれましたよ。

　バラキエルさんが笑えみを浮うかべながら言った。

「単純な実力では、いまのキミを私では倒たおしきれないだろう。──だが、これはレーティングゲームだ」

　バラキエルさんが、右腕を上げ、指を一本立てて、一筋の雷光を──天に向けて放った。

　そのあと、バラキエルさんが後退していく。俺が、決着をつけようとついていくが……。

　一いつ拍ぱくおいて、レイヴェルから緊きん急きゆう通信が入った。

『イッセーさま！　そちらに敵チームの者が三名向かったそうです！　そして、彼らは──「オブジェクト」を持っていますッ！』

　──っ！　どういうことだ!?　バラキエルさんが天に向かって放った雷光は、何かの合図ってことか。それに応じて、「オブジェクト」を持った敵チームの者が三名、こちらに近づいてきている、と！

　まさか、俺に向けて「オブジェクト」を破は壊かいする？　相手の作戦を読めないでいる俺だったが──目の前の景色が変わるのが確認できた。何かの広い結界が発動したかのような──。

　結界の向こうにはバラキエルさんがいる。ちょうど、結界によって、薄うす皮かわ一枚程度の境界線でバラキエルさんと俺が遮さえぎられている。

　同時にアナウンスされた。

《「雷光ライトニング」チーム、「オブジェクト」の破壊を三つ確かく認にん。３ポイント獲かく得とくです》

　──三つ！　これで相手は五つ破壊したことになるっ！

　って、それよりもこの結界みたいなのはなんだ!?

「こ、これは……ッ!?」

　状況の変化に驚おどろくしかない俺にバラキエルさんが冷静に言う。

「──『オブジェクト』破壊によるエリア変化だ。実じつ況きよう者が事前に話したはずだ。『オブジェクト』を破壊した場合──」

『オブジェクト』を破壊したエリアに──『王キング』は進しん入にゆうが不可能になるっ！

「チェス盤ばんで言うところの、キミのいるそこは『ｂ１』、ほぼ端はじっこだ。私がいるのは『ｃ２』。そして、進入不可になったエリアは、チェス盤で言うなら、『ａ３』『ｂ２』『ｃ１』、斜ななめに一直線だ。つまり、『ｂ１』に取り残されたキミは、いま言った斜めのラインからは抜ぬけ出ることができない」

「最初からこれを狙ねらって!?」

　ほぼ端っこである『ｂ１』にいる俺は、フィールド斜めに展開した進入不可能エリアに入ることができないため、『ａ１』『ａ２』『ｂ１』の三領域の間しか移動できない！

　フィールドの大半を移動できないことを意味していた。うまい具合に進入不可能エリアの結界が繫がっているため、隙すき間まは見当たらず、エリアとエリアの合間をぬって抜け出ることもできなさそうだっ！

　バラキエルさんが言う。

「いや、私がキミに出会ったことはただの偶然だったが……。結果的に私が相手をして正解だった。……私たちは『オブジェクト』が動かせる場合を確認して、これも狙うことにはしていた。ちょうど私とキミが戦うことになったのでね、これを使ってもいいだろうと通信で仲間に伝えたのだ。この戦法は、フィールドの四よ隅すみの一角に相手チームの『王キング』を誘ゆう導どうし、『オブジェクト』破壊による進入不可能エリア発生を利用して封ふうじる。『オブジェクト・ブレイク』がルールのゲームで過去にも例のある戦術だ。──『投獄インプリゾンメント』と呼ばれている」

　──『投獄インプリゾンメント』ッ！

　俺はまさに端っこ三マスのエリアに封じられたってことか！

　バラキエルさんが先ほどとは一転しての冷れい淡たんな表情で言う。

「朱乃のことで、キミを戸と惑まどわせたのも戦術のひとつだ。気づかれずにフィールドの隅すみっこに誘導するためのね。案の定、キミは私の姿に当とう惑わくして、こちらの思惑に気づかなかった。さっき言ったはずだ、いろいろ試させてもらうぞ、と。それは、単純なパワーだけではなく、あらゆる状況に対しての対応手段についてもだよ。うちの娘むすめの相手がただのバカでは困るのだ」

　…………。

　……クッッ！　朱乃さんのことでこっちを混乱させた……。俺はまんまと引っかかったってことかよッ！

　けど、うちのチームもただではやられない。

《「雷光ライトニング」チーム、『騎士ナイト』『僧侶ビシヨツプ』各一名ずつリタイヤ、さらに『兵士ポーン』も三名リタイヤ》

　バトルではこちらのほうが優勢なのをアナウンスが伝えてくれた。

『イッセー！　いま、そちらがどうなっているかわからないが、私たちは「王キング」のキミを信じて戦うだけだっ！』

『そうよ！　斬きり合いなら任せておいて！　私とゼノヴィアはあなたの「騎士ナイト」なんだからね！』

　仲間たちの頼たのもしい通信が届く。ゼノヴィアとイリナたちは、相手チームの選手たちをどんどん倒してくれているようだ。

　薄皮一枚の結界越ごしに向こう側のバラキエルさんが俺に告げてくる。

「兵藤一誠くん、レーティングゲームは下馬評が覆くつがえる競技だ。キミが今後チームを率いてプロリーグに参戦するのだとしたら、力だけでは押し通れない場面もあると覚えておいたほうがいい」

　バラキエルさんは後方を振ふり返る。

「さて、私はメンバーのフォローに回ろうか。キミはそこでどうするべきかチームの者と連れん絡らくしあうといいだろう」

　言うなり、バラキエルさんは翼つばさを羽ばたかせて、バッと去っていった。

　結界によって、あっち側に進入できなくなった俺！　レイヴェルが通信してくる。

『イッセーさまっ！　どうなっていますか!?』

「すまない、レイヴェル。フィールドの隅っこで戦っていたんだが……『投獄インプリゾンメント』ってのを食らった」

　俺が概がい要ようを話すと、レイヴェルは即そく座ざに対策を考えてくれた。

『──っ。……対処方法はありますわ。イッセーさま、「王キング」のみが位置を変えられるチェスのルールをご存じですか？　確か、三大勢力の和平会談の席でも、それが行われたと聞いておりますわ』

　和平会談のとき……位置を入れ替かえる……。

　あっ！　ギャスパーを救出するときにっ！

「『──「キャスリング」！』」

　俺とレイヴェルの声が重なった！

　うん！　あったあった！　『禍の団カオス・ブリゲード』が初襲しゆう撃げきしてきたとき、旧校舎に残されたギャスパーを助けるため、部室に置かれたままの未使用の『戦車ルーク』とリアスが「キャスリング」で位置を入れ替えて、旧校舎内に転移できたんだよな！

　ここでも、あれをすればいいのかっ！

　レイヴェルが続ける。

『はい、その通りです。ロスヴァイセさまと位置を入れ替えましょう。ルール上、「キャスリング」は「王キング」が「チェック」状態でなければ駒こまの数だけ一度のみ使える。ロスヴァイセさまとの「キャスリング」は試合中一度だけ使えます。そうすれば、イッセーさまも自由になれますし、ロスヴァイセさまも「王キング」ではないため、転移先から変化したエリアを通過できますわ』

　レイヴェルがロスヴァイセさんとの作戦に入った。

　ったく、レイヴェルは心強いっ！　すぐに解決案を提示してくれるなんてさ！　いや、これは俺でも思いつけたはずだ！　バラキエルさんにしてやられて思考が鈍にぶったんだろうな。これも『王キング』としての俺の課題だ。

　程ほどなくしてレイヴェルから通信が届く。

『ロスヴァイセさまと連絡が取れました。では、「キャスリング」の準備をっ！』

「おおっ！　キャスリングッッ！」

　胸の内側にある『悪魔の駒イーヴイル・ピース』に訴うつたえかけて、念じた。

　すると──俺が転移の光に包まれて、次に現れたのは湖の上空だった！　ロスヴァイセさんがいた場所と俺が位置交こう換かんとなった！

「よっしゃ、成功！」

　喜ぶ俺！　あとは『戦車ルーク』のロスヴァイセさんが『王キング』進入不可能エリアを通過して、こちらに戻もどってくれば問題なしだっ！

　しかし、レイヴェルから届いた通信は、彼女の驚いた声こわ音ねだった。

『なんてこと……ッ！』

「どうした、レイヴェル？」

『ロスヴァイセさまが転移した先──イッセーさまが先ほどいた場所に、新手がっ！　待ち伏ぶせしていたようですわっ！』

「──っ！」

　待ち伏せ!?　ま、まさか、「オブジェクト」を破壊していった連中の誰だれかがその場に留とどまって、「キャスリング」してくる相手を待っていたのか!?

　そして、待ち伏せしていた相手の名前を聞いて、俺は仰ぎよう天てんする！

『……堕だ天てん使し幹部のアルマロスさまですわッッ！』

　──っ！

　待ち伏せに特とく撮さつ幹部のアルマロスさんを置いたのかっ！

　レイヴェルが悔くやしそうに叫さけぶ。

『相手は対魔ま法ほうのスペシャリストっ！　魔法の使い手たるロスヴァイセさまとは相あい性しようが最悪です！　……なるほど、これが狙いっ！　イッセーさまを封じるのはブラフッ！　真の狙いは──』

　ロスヴァイセさんか……ッッ！

　ロスヴァイセさんに「オブジェクト」の解かい析せきを任せていた──。

　それを読まれていた……ッッ！

　レイヴェルが辛つらそうに続ける。

『……特とく殊しゆルールのゲームでは、多種多様な術を使える魔法の使い手は重宝されます。特に「オブジェクト」を魔法で探していたロスヴァイセさまは、こちらの要かなめでした。……あちらはそこまで想定して用意していたわけですね……っ！』

　……俺を閉じ込めることを決めたバラキエルさんは、最終的にロスヴァイセさんを封じるところまで企くわだてた……。そして、全部うまくハメられた……っ！

「……ロスヴァイセさんを封じられ、こちらにとって一度しか使えない『キャスリング』も使用しちまった。まだゲームは続いてる……。そうか、これがレーティングゲーム。それ以上に『兵士ポーン』として参加しているのと、『王キング』として臨のぞんでいるのでは──」

　～～～～ッッ！

　声もなく、苦く悶もんの表情を浮うかべる俺。音が鳴るほどに奥歯を嚙かみ、拳こぶしを激しく握にぎりしめて、ひたすら悔しさに耐たえた。じゃなければ、あまりの出来事に叫んでしまいそうだったから。

　クソォォォォオオオオオッ！　悔しさの感じ方が段だん違ちがいだぜっ！

　……リアスは……こんな思いを感じていたんだな。俺が不ふ甲が斐いないばかりに、ロスヴァイセさんの動きを封じられてしまった。メンバーをうまく活用できずに相手の戦術にまんまと引っかかる！

『兵士ポーン』として参加して味わう悔しさとはまるで別物で、責任感によって発生する重圧がより一層ずっしりとのしかかってくる！

　悔しいッ！　本当に悔しいッ！

　レイヴェルが言う。

『……おそらく、相手に探たん索さく専門の選手が一人ないし、二人はいますわね。研究者が多いとされるグリゴリに相応ふさわしい堕天使がいるようですわ。制限時間が半分も過ぎていない段階であちらが五つも「オブジェクト」を見つけたのが、いい証しよう拠こです』

　……あのアザゼル先生が指揮していた組織だからな。研究者気質かたぎの堕天使は怖こわいね。レーティングゲームはあらゆる場面に対応させるため、多種多様な者たちでチーム構築したほうがいいとされているから、ゲーム用に投入してきたのだろう。

　レイヴェルが推察を続ける。

『多分、早めに見つかったため、いろいろ作戦を用意して、こちらの領域、陣じん地ちに入ってきたのでしょう。こちらはまだ「オブジェクト」の多くを見つけてませんから、相手はこちらの陣地で「オブジェクト」を探しつつ、私たちに攻こう撃げきを仕し掛かけてきたのですわ』

　……つまり、俺たちには時間があまりないってことだ。こちらの魔法探たん索さくは封じられ、あちらの探索要員は健在。時間が経過すれば、こちらの領域にある「オブジェクト」を奪うばわれ、壊こわされて敗北となるだろう。

　何せ相手はあと二つの「オブジェクト」を破は壊かいすればゲームに勝てるのだから──。




　　　　─○●○─




　兵藤一誠と「キャスリング」で位置を入れ替えで転移したロスヴァイセだったが、そこで出会ったのは「雷光ライトニング」チームの『女王クイーン』でありグリゴリの幹部たるアルマロスだった。

「グワッハハハハハハッ！　貴様は元ヴァルキリーだなっ！　魔法が得意だそうだが、ちょこざいな真ま似ねはさせぬぞっ！」

　兜かぶとに鎧よろい、マントを羽織り、手には斧おのと盾たてという出いで立ちの堕天使幹部。ヒゲ面づらに眼帯をしているが……本当に隻せき眼がんかはわからない。

　見た目で判断するなら、ふざけた特撮オタクの変人であるとロスヴァイセは述じゆつ懐かいする。

　しかし──。

　ロスヴァイセが放つ各属性フルバースト攻撃が──、

「ふんぬッッ！」

　斧の豪ごう快かいな一ひと振ふりにより丸ごと消しよう滅めつさせられたのだっ！　撃うち落としたとか、弾はじいたとかではない。迫せまり来る魔法攻こう撃げきの数々を斧から放った衝しよう撃げきで消し去ってしまったのである。

　魔法攻撃に自信があるロスヴァイセはこの事実に少なからずのショックを受けていた。

「今度はこちらの番だなッッ！　くらええええええええええいっ！」

　アルマロスが斧をその場で振り上げて、そのまま一気に振り下ろしてくる！　振り下ろした勢いで発生した衝撃が、地面を大きく抉えぐりながらも物もの凄すごい速度でこちらに迫るっ！

　ロスヴァイセは前面に防ぼう御ぎよ魔ま方ほう陣じんを敷しいた。北ほく欧おうで技術を学び、自身の『戦車ルーク』の特性で堅けん牢ろうさを高めた防御魔方陣だ。生半可な攻撃では──。

　斧による衝撃波を真っ正面から受けた瞬しゆん間かんだった。バリンッという砕くだける音と共に自じ慢まんの防御魔方陣は難なく破壊されてしまったッ！

「──ッ!?」

　驚おどろきで声も出ないロスヴァイセだった。いままでどんな強力な相手でも防いできた防御魔方陣だ。凶きよう悪あくな邪じや龍りゆうの攻撃にも耐えた。だというのに、この特撮幹部の一撃は、ロスヴァイセの想像を超こえていたのだ。ゲーム中、相手に『女王クイーン』の特性が付ふ与よされていたとしても、この結果は驚きしかない。

　よく見れば──アルマロスの持つ斧の刃はには、術式の紋もん様ようが浮かび上がっている。その術式にはどことなく覚えがあった。

　──アンチマジックッ！

　……アルマロスが対魔法──アンチマジックの研究に長たけているのは知っているが……ここまで自分の魔法が崩くずされていくとは露つゆほどにも思わなかった。

　物理で魔法を砕くと公言していたのは知っていたが……アンチマジックの研究成果を自分の武器や防具に付与して、この結果を生み出しているのか……。

『……レイヴェルさん、現状を報告します』

　ロスヴァイセは、いま置かれている状じよう況きようをレイヴェルに伝える。解析のため、ゼノヴィアから「オブジェクト」を一個預かっているので、うかつな行動ができない。相手に壊されるわけにはいかないのだ。

　レイヴェルは、『対策は考えますわ』と一言だけ告げてきた。

　ロスヴァイセは正面からは無理だと判断し、空中を飛び回る。自身に身体能力上じよう昇しようの魔法を付与し、スピードを上げて、手数で攻せめることにした。

　速度はこちらのほうが上だ。相手の死角から魔法を──。

　そう思し慮りよしているときにアルマロスは手に持つ盾を掲かかげてみせた。斧に浮かんだ紋様と同系統のものが盾にも出現した。

「ちょこざいなっ！　甘いわぁあああああああああああっ！」

　盾が辺り一帯を覆おおうような輝かがやきを放つッ！　その輝きを全身に浴びたロスヴァイセは……途と端たんに自分の速度が下がったことに気づく。魔法で上昇していた身体能力が消失したのだっ！

　さらに仰天することは起きていた。組み立て中だった「オブジェクト」解析術式が──いまの盾の輝きにより、分解されてしまっていた！

　アルマロスが手に持っているアレは、魔法の効果を打ち消す盾ッッ！

「グハハハハハハハッッ！　魔法など、斧で斬きり伏ふせ、盾でもって打ち消せばいいのだっ！　我が対魔法研究は伊だ達てではないわッ！」

　アナウンサーの叫びが聞こえてくる。

《おおーっとッ！　魔法の使い手であるロスヴァイセ選手の魔法が、アルマロス選手にまるで通じませんッ！　アルマロス選手はアンチマジックの研究者とは聞いておりましたが、さすがはグリゴリの幹部！　凄すさまじい対魔法効果ですッ！　兵藤一誠選手のチームはこれまでの試合同様、このゲームでも実力をうまく生かしきれておりませんねッ！》

　アナウンサーも言いたい放題だ。ロスヴァイセは悔しさで歯は嚙がみしつつ、魔法攻撃、防御を重ねていく。

　しかし、アルマロスは斧でこちらの魔法の数々を斬きり払はらい、拘こう束そくの術式すら盾の輝きで消し去ってしまう。

　ここでロスヴァイセは断定する。

　──この堕天使と私は、最悪の相性だ。

　きっと、相手チームはこれを考こう慮りよして自分にアルマロスを当てたのだ。魔法による攻防を得意とした自分に、相性最悪のアンチマジック使いを当てる。

　戦術としては当然の采さい配はいだが……ここまで自分の攻撃手段が通じないとは思ってもいなかった。認にん識しきの甘さが露ろ呈ていする。

　そう、アルマロスもまたあのアザゼルの同どう僚りようなのだ。数々の戦いくさをくぐり抜ぬけて生き残ってきた歴戦の猛も者さ──。

　だが、こちらにもアルマロスに通じるものはある。

　──結界術だ。

　ロスヴァイセがクリフォトとの戦いで研究を重ねた結界術式は、たとえこのアンチマジックが得意なグリゴリ幹部でも完全に決まれば破壊することはそうできないだろう。

　問題は……このアルマロスを封ふうじるだけの結界を練られる時間が得られるのかどうかだ。生半可な結界を出したところで、アルマロスは内側から砕いてくるはずだ。完全に封じるぐらいの結界ではないとダメだ。そうなると、やはり、術式を編むだけの時間が──。

　ここに味方がもう一人でもいれば、話は別だっただろう。しかし、相手の戦術にハメられた以上、味方が駆かけつけるにはもう少し時間がかかるだろうし、現状は相手チームの攻勢に対策をするだけで精せい一いつ杯ぱいのはずだ。

　そうこうしているうちに距きよ離りを詰つめられて、斧を振ふり下ろされるッ！

「どっせええええええええええいッッ！」

　ロスヴァイセは瞬時に防御魔方陣を複数張るが──一枚、また一枚と音を立てて、術式が崩されていく。内側からも防御の魔方陣を重ねていくが、アルマロスの斧は容よう赦しやなくロスヴァイセの魔法を壊していった。

　斧の衝撃の余波が、魔方陣を素す通どおりして体に襲おそいくる。……鈍どん痛つうが全身を駆け巡めぐった。直撃を受ければ、リタイヤの可能性も高い。それだけは避さけねばならないっ！　ロスヴァイセを中心に斧の衝撃によるクレーターが地面に生み出されていた。

　最後の防御魔方陣が砕けるというときだった──。

　ロスヴァイセの後方から、オーラの塊かたまりが飛び出してきた。アルマロスはすぐに反応して、その一撃を避ける。

　アルマロスの視線がロスヴァイセの背後に移った。

「ほうほうほう、新手かっ！　仮面とはなかなかに趣しゆ味みがいいではないかっ！」

　ロスヴァイセがそちらに目を配ると──彼女のうしろから、紅べに色の仮面をつけた「[image: いっ]いつ誠せいの赤せき龍りゆう帝てい」チームの『女王クイーン』ビナー・レスザンが歩み寄っていた。

　ビナーがロスヴァイセの前に立って言った。

「平気かしら？」

　年若い女性の声──十代ほどだろう。

　ビナーはアルマロスと対たい峙じする。同時にレイヴェルから通信が入った。

『ロスヴァイセさま、ビナーさまをそちらに向けましたわ。お二人でアルマロスさまのお相手をしてくださいっ！』

　どうやら、レイヴェルの配はい慮りよのようだ。なるほど、相手の『女王クイーン』をここで仕留めさせる気だろう。それほどの相手だとレイヴェルもわかっているのだ。

　アルマロスは新手の登場に嬉き々きとして、ビナー相手に一気に詰め寄った。斧を横から鋭するどく放っていくが、ビナーは軽かろやかに避けて、手に──あり得ないほどの質量の魔力を灯ともらせていった！　紅色の魔方陣の紋様は──オリジナルのようだが、ドラゴンを思わせるものだった。

　さすがのアルマロスも危険を瞬時に察知する。ビナーは容赦なく、手に宿った莫ばく大だいな魔力をアルマロス相手に放っていった。

　絶大の魔力砲ほう撃げきは──前方の風景を丸ごと吹ふき飛ばすほどに強力無比なものだった。少なくとも上級悪魔が出せる出力ではないだろう。

　この結果にアルマロスは驚き、狂きよう喜きしていた。

　ビナーがロスヴァイセに言ってくる。

「私が戦うから、あなたは結界術式を練ってちょうだい」

　そう言うなり、ビナーはアルマロスと真っ正面から打ち合いを始めたのだった。

　ロスヴァイセは言う通りに結界術式を編みだしていく。

　彼女は結界を用意しながらも、こう思った。

　──ビナー・レスザンの正体が誰だれかわからない。でも、信用は十分にできそうだ。

「[image: いっ]いつ誠せいの赤せき龍りゆう帝てい」チームの『女王クイーン』は、思っているよりもずっと心強い──。




　　　　─○●○─




　一方、東側探たん索さくチームのゼノヴィアとイリナは合流しており、そこで相手チームからの襲しゆう撃げきを受けていた。

　相手は複数──三名だった。おそらく、数の多い『兵士ポーン』込みでの襲撃だ。事前の情報では、相手の『兵士ポーン』はフルの八名。

　イリナたちは先ほどのアナウンス通りに『僧侶ビシヨツプ』『騎士ナイト』を一名ずつ、『兵士ポーン』を三名倒たおしていた。撃破テイクの内訳は、イリナが『僧侶ビシヨツプ』と『兵士ポーン』を一名、ゼノヴィアが『騎士ナイト』と『兵士ポーン』を二名倒している。

　相手チームがこちらに増ぞう援えんを寄よ越こしたのは多分イリナが『僧侶ビシヨツプ』を倒したためだろう。偶ぐう然ぜんか、イリナは自分の探索範はん囲いにて、こちらの陣じん地ちで「オブジェクト」を探している様子の相手チームの堕だ天てん使しを見つけたのだ。

　探索が得意な選手の一人かもしれないと踏ふみ、サポート役と思われる『兵士ポーン』一名と共に『僧侶ビシヨツプ』を倒した。これが相手にとって大きな打撃になったかどうかはわからないが、こちらに増援を送ってきたということは──。

　イリナはゼノヴィアに近寄り、小声で言う。

（この一帯のどこかに「オブジェクト」があるのかも）

（増援にしては大がかり、か）

　そう、レーティングゲームは人数が限られている。広いフィールドで戦う場合、よほどのことが起こらない限り、一いつ箇か所しよに戦力を割さかないだろう。

　──となると、ここが彼らにとってかなり重要なポイントのひとつ、ということになる。

　彼らはすでに「オブジェクト」を五つ壊こわしており、チェックメイトも近い。ここまで来ると、犠ぎ牲せいを払ってでも、「オブジェクト」が欲ほしいだろう。何せ、今回は『王キング』を倒さなくても勝利をもぎ取れるルールなのだから。

　そうなると、こちらにとっても「オブジェクト」の有う無むは重要だ。欲しいし、むざむざ取られるのも癪しやくである。

　──ここが正念場かも？

　イリナは苦く笑しようしつつ、ゼノヴィアと目で合図をする。ゼノヴィアもここで戦ってくれるようだ。こういうとき、ゼノヴィアとコンビ時代に培つちかったアイコンタクトで意い思し疎そ通つうできる要素が心強い。

　両チーム、同時に仕し掛かける！　相手のほうが数が上だ。そして、少しの手合わせで、相手に『兵士ポーン』以上のクラスがいることを理解する。

　光力で生みだした大たい剣けんを持っている堕天使の女性は、攻こう撃げき時の速度から『騎士ナイト』だと思われる。身のこなしから熟練のものを感じさせるが……こちらも数多くの修しゆ羅ら場ばをくぐり抜けている。そう簡単にはやられないっ！

　距離を取って光の弓矢で仲間を援えん護ご射撃している堕天使に、イリナがオートクレールで発生させた衝しよう撃げき波はを撃うち放つ。まずは厄やつ介かいな者から片付ける。

　衝撃波を避ける弓矢の堕天使だったが、避けた先を予測していたゼノヴィアに豪ごう快かいに斬り伏せられてしまう。この辺り、声を掛かけ合わずとも、イリナとゼノヴィアはお互たがいにやりたいことを理解して、すぐに追撃に回れるのだった。

　程ほどなく、弓矢の堕天使はリタイヤの光に包まれてフィールドから消えていく。

《「雷光ライトニング」チーム、『兵士ポーン』一名リタイヤ》

　アナウンスも聞こえてきた。どうやら、いま倒した相手は『兵士ポーン』のようだ。

　残りは二名。ゼノヴィアとのコンビネーションなら、やれる！　このまま倒して、この辺りにあるかもしれない「オブジェクト」を探してみよう。

　そうイリナが考えていたときだった──。

　イリナ、ゼノヴィア、二人の上空に雷らい雲うんが発生して、激しい稲いな光びかりを轟とどろかせ始めた。

　雷と共に、その男は姿を現す──。

「ふむ、私も手伝おう」

　バラキエル──かつて「神の雷光」と呼ばれた堕天使の幹部。現グリゴリの副総そう督とくが、イリナとゼノヴィアの前に立った。

　……様々な戦場を越こえてきた二人でも、この男が放つ雷光は、まともに浴びられるものではない。特に悪魔のゼノヴィアにとって、光はマズい。

（イッセーくん、やられたらゴメンね）

　一応、チームのリーダーに心のなかで謝っておく。むろん、やられるそのときまでは全力を尽つくすが。

　イリナ、ゼノヴィアのコンビは雷光の脅きよう威いに挑ちよう戦せんすることになったのだった。

　朱乃、バラキエル、いつも味方から放たれた雷光が、いまは酷ひどくおそろしく感じる──。

　でも、何が起ころうとも、きっと彼──兵藤一誠が最後は決めてくれるとイリナもゼノヴィアもいままでの経験から理解していた。

（だから、ダーリン。あれを……あの強きよう烈れつな一撃をお見み舞まいしちゃってっ！）

　そう、運命の下馬評を覆くつがえしてきた男の本気は実戦だろうと、レーティングゲームだろうと、戦せん況きようを塗ぬり替かえられるのだから──。




　　　　─○●○─




『──というわけで、イリナと共に絶賛相手「王キング」と戦せん闘とう中だ。以上、ゼノヴィアより』

『──そのようにこちらは相手チームの「女王クイーン」たるアルマロス氏をここで引き留めます』

　ゼノヴィア、ロスヴァイセさん、仲間たちの現状報告を受ける俺──兵藤一誠。各所で戦いは過熱していく一方のようだった。

《各所で戦闘は継けい続ぞくしていますが、いまのところ、戦闘では兵藤一誠選手のチームが勝まさっており、「オブジェクト」の数では「雷光ライトニング」チームの優勢です。さあ、「[image: いっ]いつ誠せいの赤せき龍りゆう帝てい」はまた先日の試合同様の苦い勝利となるのか、それとも「オブジェクト」を破は壊かいされて押しきられてしまうのかっ！　ただ強い、ただパワーがあるだけでは勝てないのも、レーティングゲームです！》

　……クソ、実じつ況きようもおもしろおかしく言ってくれるぜ！　まあ、相手のペースに乗っちまってるこっちが悪いのは確かだけどさっ！

　そのときだった。レイヴェルが決断を発する。

『イッセーさま、時間ですわ。もう十分でしょう。──例の作戦を実行致いたします』

「──ああ、了りよう解かいだ。まあ、悔くやしいけど、そっちのほうがわかりやすいからな」

『ええ、わかりやすい結果をお見せ致しましょう』

　俺は開始すぐにレイヴェルに提案された作戦を行うため──フィールドの中央を目指した。

　深い渓けい谷こくの上空で、俺は力ある呪じゆ文もんを唱える！

「──我に宿りし紅ぐ蓮れんの赤せき龍りゆうよ、覇はから醒さめよ」

　右みぎ腕うでにある籠こ手ての宝玉から、真しん紅くの輝かがやきが生じる。

『──我が宿りし真紅の天てん龍りゆうよ、王と成り啼なけ』

　オーフィスの声が宝玉から聞こえてきた──。

　今度は、左腕の籠手の宝玉より、漆しつ黒こくのオーラが解き放たれた。

「──濡ぬれ羽ば色いろの無限の神よ」

　真紅色の極大のオーラが、俺の全身を包み込んでいく。

『──赫かつ赫かくたる夢む幻げんの神よ』

　無限を体現する黒きオーラが、さらに俺を覆おおっていく──。

「『──際さい涯がいを超ちよう越えつする我らが偽いつわりの禁を見届けよ』」

　いつもと少し違う最後の一節を口にする。「偽り」ってところが、修正点だ。

　真紅の鎧よろいは漆黒の様相を帯びて、龍りゆう神じんの力を具象化させていく。

　そして俺たちは、最後の一節を謳うたった──。




「『──汝なんじ、燦さん爛らんのごとく我らが[image: ほのお]ほのおにて紊みだれ舞まえッ!!』」




「『《D∞Dデイーデイー!!　D∞DデイーデイーD∞Dデイーデイー!!　D∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞Dデイーデイー!!!!　D∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞Dデイーデイー!!!!!!　D∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞Dデイーデイー!!!!!!!!》』」

　すべての宝玉から、『D∞Dデイーデイー!!』とけたたましく鳴り響ひびき、∞の記号が浮うかび上がった！

「『《Dragonドラゴン ∞インフイニテイ Driveドライブ!!!!!!》』」

　龍神化──ではなく、疑似龍神化だ。本来の龍神化は、使えば俺の存在が崩ほう壊かいしてしまうため、呪文の一節に「制限」を加えたことで、少しの間だけ、この絶大な力を使用できるようにした。

　俺が変身したことで、レイヴェルが仲間たちに告げる。

『皆みなさま、イッセーさまが疑似龍神化されました！　例の作戦通りに動いてくださいまし！』

　さて、時間はないぜっ！　さっさとやらないとな！

　四し翼よくから、四つの砲ほう門もんを出現させて、∞インフイニテイ・ブラスターの格好となる！　静かに極大のオーラが砲門に溜たまりだしていく。

　これを撃ち出した瞬しゆん間かん、一気に疑似龍神化を維い持じできる限界のカウントが始まる！　その数はたったの10カウントっ！

　無む駄だ撃うちはできない！　これで作戦通り──フィールドの大半を吹ふき飛ばすっ！

「『《D∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞Dデイーデイー!!!!!!!!》』」

　鎧にあるすべての宝玉に『∞』の記号が浮かび、紅と黒で点てん滅めつしたっ！

　ただ強いだけじゃダメ？

　ただパワーがあるだけじゃレーティングゲームに勝てない？

　そうだろうよ。生半可な強さとパワーじゃ、ゲームの経験が浅い俺たちでは、間ま抜ぬけな場面もあるだろう。

　でも──。じゃあ、生半可じゃない強さとパワーなら、どうなんだ？

　俺たちが実戦で得た絶対的なパワーを見たとき、多くの者はどう思う!?

　──俺が、俺たちが、駆かけ抜ぬけてきた激動の一年間、そこで手に入れたものを見せてやるよッッ!!

『射線上の味方の退避を確認しましたわ！』

　レイヴェルからの報告を聞いた俺は気合いを入れた！

「いくぜえぇぇぇぇええええええええええええっ！」

「『《∞インフイニテイ Blasterブラスター!!!!!!》』」

　四門から、莫ばく大だいでぶっといオーラが吐はき出されていく！　俺は撃ち出したままの格好で、半円を描えがくように無限とも思える黒と紅あかのオーラを斉せい射しやしていったっ！

『Ⅴファイブ！　Ⅳフォー！　Ⅲスリー！　Ⅱツー！』

　限界までフィールドに向けて撃ち続けていき──。

『Ⅰワン！　０ゼロ！』

　ついにカウントは終わり、俺の疑似龍神化は解けて、真紅の鎧に戻もどっていった。

　……疑似龍神化の影えい響きようで、体力と魔ま力りよくがごっそり持っていかれたが……真紅の鎧は解除されてない。
















　──なら、まだ戦えるっ！

　極大のオーラ砲ほうを撃ち終わったあと、眼前に広がった光景は──山も谷も川も木々も何もかも吹き飛んで生まれた荒あれ地だけだった。

　アナウンサーが唸うなる。

《おおぉぉぉおおおっと！　な、な、なんてことでしょうっ！　フィ、フィールドがっ！　フィールドの半分以上が吹き飛んでおりますッッ！　あり得ないッ！　兵藤一誠選手の砲ほう撃げきにより、フィールドに展開していた風景が消し飛ばされてしまっているぅぅっ！　あり得ないほどの威い力りよくだぁあああああああああっ！》

　同時に相手選手のリタイヤと、「オブジェクト」の破壊アナウンスも聞こえてくる。

《「雷光ライトニング」チーム、『戦車ルーク』一名、『僧侶ビシヨツプ』一名リタイヤ》

《「赤せき龍りゆう帝てい」チーム、「オブジェクト」の破壊を四つ確かく認にん。４ポイント獲得です》

　いまので相手の『戦車ルーク』と『僧侶ビシヨツプ』を撃破テイク！　これはデカいっ！　「オブジェクト」探たん索さく中の選手であったなら、なおさら同時撃破テイクは大きい！

　そして、「オブジェクト」破壊の数が四つ！　一気に増えたぜ！　これで合計五つ！　まだ壊こわしてないひとつをこちらが抱かかえているから、あとひとつ見つければ俺たちの勝ちだ！

　さて、今回の作戦についてだ。

　俺の疑似龍神化は、その力の有りようから、変身時間が限られている。

　状態維持で三分がいいところで、ここに攻こう撃げきや防ぼう御ぎよのスタイルが入ると、一気に変身時間は削けずられてく。フルパワーの砲撃──つまり、∞インフイニテイ・ブラスターの場合はもっと時間が短縮する。砲撃状態になった時点から、10カウントが始まり、０になれば疑似龍神化は強制的に解かれてしまう。

　しかも変身を解いたあとが厄やつ介かいだ。──体力と魔力がごっそり持っていかれており、戦い方しだいでは通常の鎧状態を維持できないことも特訓時にあった。

　要するに疑似龍神化は、ここぞのときにしか使えない最後の手段でもあり、こちらのチームにとっての最大攻撃力となっている。

　それを踏ふまえた上で、今回レイヴェルがゲーム開始時に立案した作戦はこうだ。

　まず、疑似龍神化は確実に使う。ただし、『王キング』相手に確実に使うわけではない。なぜなら、レーティングゲームである以上、相手がどんな手を隠かくしているかわかったものではないから、闇やみ雲くもに変身して攻撃を封ふうじられれば徒いたずらに貴重な手段を浪ろう費ひするだけである。

　ならば、使うタイミングは見定めるべきなのだ。

　レイヴェルは、「オブジェクト・ブレイク」のルールを認識した上で、試合開始後に折りたたみのチェス盤ばんを広げながら、メンバーにこう伝えてきた──。







「まず、自じ陣じんから『オブジェクト』を調べます」

　ペンを走らせていくレイヴェル。今回のフィールドを示すであろうチェス盤の半分である自陣、さらにその半分をペンの赤で囲った。それはフィールドの四分の一を示している。

「しかし、自陣フィールドすべてを探すのは効率が悪いです。制限時間もありますから、場所を絞しぼりましょう。自陣の半分を徹てつ底てい的に探します。ただし、それを相手チームに察知されても困りますから、いちおう自陣全域にメンバーを散らばらせておきます。そのため、身軽な方を自陣半分──徹底的に探す側の領域に行ってもらいます」

「けれど、じゃあ、残りの半分や敵の陣じん地ちに探しに行ったりは？」

　イリナのもっともな質問だ。

　フィールドの四分の一に限定して徹底的に探せば「オブジェクト」の発見度は上がるが、他の場所では探索できなくなる。

「そうですね。そのままでは勝てませんわ。『オブジェクト』の数で相手に先手を取られてしまうかもしれません。けれど、中ちゆう盤ばん以降で我々は一気に形勢を塗ぬり替かえますわ」

　レイヴェルは微笑ほほえみながらこう言った。

「力押しのチームという評価。私はそれでもいいと思っています。もちろん、最低限の戦術を持ち合わせた上での話ですわ。その上で、笑う者には笑わせてあげましょう。──ですが、その方々にも本物の力押しというものを見せれば、きっと笑うのを止めてしまうでしょうね」

　レイヴェルは俺に言った。

「イッセーさまがお持ちになられている疑似龍神化による強きよう烈れつなオーラ砲撃──。これがどれだけゲームのルールを一変させるかを見せつけるのです。──この試合ですが、佳か境きようになった時点でフィールドの大半を吹き飛ばしましょう」

『──ッ！』

　レイヴェルの衝しよう撃げき的な作戦に皆みんなは驚おどろいた。

　レイヴェルはこう付け加える。

　最初に自陣の半分を徹底的に探す。探すのは東側にした。その役を回したのはゼノヴィアとイリナの二人だ。

　その間、それを察知されないよう他の領域も探索する振ふりや、相手の陣地に進しん入にゆうする行こう為いもしていく。しかし、これはあくまでブラフ。むろん、「オブジェクト」が見つかればそれに越こしたことはないが、今回の肝きもはそこではない。

　戦せん闘とうもいくつかこなし、お互たがいに「オブジェクト」の数もそれなりに破は壊かいした佳境に俺の疑似龍神化の出番となる。

　俺がフィールドの中央に行き、そこでこちらが探索していない手つかずの領域と、敵の陣地半分──チェス盤で言うところの縦半分の領域を∞インフイニテイ・ブラスターで半円を描くように丸ごと吹き飛ばすというのだ。北から反時計回りに南まで、ごっそり西側を消し飛ばす。フィールドを囲う結界が大会仕様で超絶的に頑強だからこそできる作戦だ。

　これにより、こちらにとっての未探索の領域の大半を消し飛ばすことになるので、未発見の「オブジェクト」があれば当然破壊されることとなる。

　∞インフイニテイ・ブラスターを放ったあとで、まだこちらが探索していないフィールドの残り四分の一の領域（相手の陣地で砲撃を食らっていない半分側）にあらためて進入して、最後の「詰めチエツク」を仕し掛かけるのだ。

　大だい胆たんだっ！　あまりに豪ごう快かいな作戦。こちらの戦力を生かした戦術だが……思い切りが良すぎて、ゼノヴィアですら若じやつ干かん戸と惑まどったほどだった。

　レイヴェルは──冷れい笑しようを浮かべながら言った。

「小手先だけの戦術がまるで通じない本物のパワーによる恐きよう怖ふというものを大会参加者と大会を見ているすべての者たちのまぶたに焼き付けますわ。今回の参加チームのなかでそれだけの破壊をできる者が、どれだけいるのか。半はん端ぱな神クラスでも不可能な戦略級のパワーを披ひ露ろうするべきですわ」

　そして、レイヴェルはこうハッキリと俺たちに告げた。

「私はリアスさまやソーナさまとも違ちがうこの持論をこのチームで掲かかげさせていただきます」







　高らかにそう宣言するレイヴェルを見ていて、俺はふいに彼女のお母さんが告げてきたことを思い出してしまった。

　──レイヴェルの本質は、覇は道どうです。

　…………知力と武力をもって世を治める道、か。レイヴェルの才能……。

　もし、ライザーがレイヴェルの才能をうまく活用していれば──俺たちはあのレーティングゲームで一方的にやられていたのではないだろうか。

　…………末すえ恐おそろしい決断力と、パフォーマンスの仕方だ。ゆえに強く認識できる。

　──レイヴェルは俺のチームの要だ。

　この大会を勝ち進むには、彼女の力が必要不可欠。

　同時にこのチームの心臓でもあるため、突つかれれば勝利の方程式が一気に崩ほう壊かいしてもおかしくない。

　……この試合を通じて、レイヴェルがこのチームの核かくだと誰だれもが察知する。そして、大会が進むたびに俺以上にレイヴェルへ狙ねらいを定めてくるだろう。

　……大会を通じて、各勢力で眠ねむっていた才能、人材を発はつ掘くつする。そんな側面を、運営側──ベルゼブブさまや破壊神シヴァは狙っていた？　あるいは、前々から企き画かくしていたというアザゼル先生やサーゼクスさまの思おも惑わくなのだろうか？

　だとしたら、案外、レイヴェルがその第一号になったりしてな。

　その頼たのもしくも末恐ろしい軍師さまから通信が入る。

『こちらの「オブジェクト」破壊数はチェックです。あとひとつ見つければ勝ちですわ。これは相手もわかるはずです。余よ裕ゆうがなくなって、攻撃を仕掛けながら、「オブジェクト」を探すか、あるいは奪うばってくるでしょう。正念場ですわ、皆みなさまっ！』

　よしっ！　それなら、バラキエルさんも出てくるだろうっ！

　俺がレイヴェルに訊きく。

「レイヴェル、バラキエルさんはどこにいる？　ゼノヴィアとイリナたちと戦っているんだよな？」

『──っ。勝負を決められるつもりですね？　わかりました。決められるのなら、決めてしまいましょう』

　俺の意を汲くんでくれたか、レイヴェルっ！　ああ、ここまできたら『王キング』勝負で決めるのもアリだと思う。ブラスターの射線上である自陣西側にいたアルマロスさんのリタイヤがアナウンスされていないため、気にはなるが、そっちは仲間に任せよう。

『イッセーさま、「王キング」が「王キング」を倒たおすのは何よりもチームの士気向上に繫つながり、周りからの評価も決して悪くはなりませんっ！　兵藤一誠眷けん属ぞくの「王キング」がどれだけの男か見せましょうっ！』

「ああっ！」

　それでこそ、俺の眷属！　俺のマネージャーだぜっ！

　少しして俺のもとにバラキエルさんと戦っているゼノヴィア、イリナの位置が飛んでくる！　北東の方角っ！　俺はドラゴンの翼つばさに力を入れて、その場を高速で飛び出した！　疑似龍神化のおかげで、体力は大分減ったが、まだ戦えるっ！

「待てッ！」

「兵藤一誠を見つけたっ！」

　途と中ちゆう、バラキエルさんのチームメンバー複数名が俺を止めようと前に立ち塞ふさがるが──。

「我が主あるじの邪じや魔まはさせんッッ！」

　横合いから殴なぐりかかるように相手の堕だ天てん使し選手たちに飛び出していったのは、うちの『兵士ポーン』枠たるボーヴァだった！

　ボーヴァは父親譲ゆずりの強烈な火か炎えんを口から噴ふき出して、相手の堕天使にけん制していく！

　ボーヴァが勇ましく言った。

「我が『王キング』よッ！　ここはお任せくださいっ！」

「任せたッ！」

　この場をボーヴァに任せて、俺はただただバラキエルさんのもとを目指したッ！　さすがに「はあはあ……」と息が上がっているけど……止まるわけにはいかない！

《「雷光ライトニング」チーム、『兵士ポーン』一名リタイヤ》

　おおっ！　うちの優勢の報しらせだっ！　早さつ速そく、ボーヴァがやってくれたんだろうよっ！

　高速でフィールド上空を飛行していき、一分もしないうちに俺の視界に雷らい雲うんが見えた！　あそこでゼノヴィアたちが戦闘をしているのだろう！

　そこに駆かけつければ、ゼノヴィア、イリナが、バラキエルさんと、相手チーム選手二名を相手にしているという二対三の戦場だった。相手選手二人は片方が女性堕天使で光力で作った大たい剣けんを持ち、もう一人は体格の良い男性堕天使で光力の斧ふ槍そうを発生させていた。

「イッセー！　来たか！」

「やっぱり、うちのダーリンはリーダー対決を決めると思っていたわ！」

　ゼノヴィアもイリナも歓かん迎げいしてくれていた。

　ていうか、二人ともバラキエルさんの雷光を相手によく保もってくれた！　せっかくのユニフォームがボロボロで、体もケガだらけだけど、まだまだ二人は元気そうだ。雷光の直ちよく撃げきは避さけたんだろうな。

「そいつらは二人に任せるっ！」

　俺は相手チーム選手二名をゼノヴィアとイリナに任せて、すぐさまバラキエルさんのもとに飛び込んでいく！

「バラキエルさん！　さっきの続きです！」

　バラキエルさんの雷光をかいくぐり、ソリッドインパクト仕様の右みぎ腕うでで──、

『BoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブースト!!!!!!』

『Solidソリツド Impactインパクト Boosterブースター!!!!』

　バラキエルさんを豪快にぶっ飛ばした！

　バラキエルさんは体をよろめかせながらも真っ正面から俺を受け入れる構えを取った。

「いいだろう。だが、油断はするな。私が何を考えているかわからないぞ？」

　そこからは『王キング』同士の肉にく弾だん戦だっ！　俺の拳こぶしが、蹴けりが、バラキエルさんの顔に肩かたに腕に腹に足に突き刺ささる！　バラキエルさんの雷光を帯びた拳と蹴りが、俺の顔面に、腹部に、太ももに鋭するどくぶち込まれたっ！

　鎧よろい越ごしにも雷光の電でん撃げきと光力が伝わってきて、体力と魔ま力りよくが消しよう耗もうしているせいか、ダメージで全身の動きが止まりそうになるっ！

　バラキエルさんと壮そう絶ぜつに殴り合うなかで俺はこうも感じていた。

　──バラキエルさんは、戦術で俺をハメてきた。まるで俺たちを導くように。

　このヒトは、アザゼル先生の代わりをしてくれようとしている。いまの台詞せりふにしてもそうなんだ。わざと、「何を考えているかわからないぞ」と、こちらに思し慮りよさせる方向に導いてくれていた。

　……レーティングゲームを通して、成長を促うながしてくれている。

　一年前──俺は堕天使の手によって、一度死んだ。

　あれから一年経たって──俺は堕天使の手によって、ここまで成長させてもらった。

　だからこそ、ここで恩返しってわけじゃないけど！　期待に応こたえる！

　バラキエルさん、あなたを倒してッッ！

　でも、その前にさっきのお返しはさせてもらうぜっ！

　俺は正面から言ってやる！

「俺は……夜、朱乃さんとたまに寝ねてます！　リアスと朱乃さんに挟はさまれて寝るのは最高ですっ！」

　その言葉に一いつ瞬しゆん呆あつ気けに取られるバラキエルさん！　すぐに当とう惑わくし、困惑し、ついには憤ふん怒ぬしたっ！

「…………。……くっ！　そ、そうきたかっ！」

　俺の攻こう撃げきが、調子を崩くずしだしたバラキエルさんに的確に入り出す！　でも、俺の息も絶え絶えだっ！　もう体力も限界に近いっ！

　俺は構わずに続けて言った！

「あと、朝昼晩と三食、朱乃さんの手料理を食べた日も結構ありますっ！　お弁当だって、朱乃さんに作ってもらえることがありますっ！」

　俺の攻撃ならぬ口こう撃げきによって、バラキエルさんは徐じよ々じよに勢いを失っているのがわかった！　酷ひどく動どう揺ようしている証しよう拠こだ！

　でも、朱乃さんのことを俺はこう思っているとも伝えていくっ！

「いつも年長者として皆みんなを導くよう先頭に立つ朱乃さんが、本当は年相応の女の子で、ちょっとしたことでも傷つきやすいし、繊せん細さいなのも知ってます！　心配性で、俺や眷属の誰かがケガするたびに心を痛めているのも知っています！」

　本当に朱乃さんは普ふ通つうの女の子なんだ！　普ふ段だんは学校とかでお姉さまをしているけど、ずっとひとつ屋根の下で暮らしていて、普通の女の子な一面をたくさん見ているから、俺はわかっていますよっ！

「俺にとって、憧あこがれのお姉さまで、かわいい女性で、素す敵てきな笑えみを見せる女の子だってこと、よーく知ってますッ！」

　しかし、バラキエルさんは、くわっと目を見開き、雄お々おしい顔つきとなって、俺を再び殴り飛ばしていくっ！

　バラキエルさんは、雷光を全身から放ちながら叫さけぶ。

「キミがそう言ったとしても！　朱乃を理解してくれても！　キミは──リアス・グレモリーを選ぶのではないのか!?」

「──っ！」

　バラキエルさんの一言に……俺は体を一瞬強こわ張ばらせてしまった。バラキエルさんは構わずに俺を蹴り飛ばしながら続ける。

「キミはリアス・グレモリーを選んだっ！　周囲の者もそれを理解し、容よう認にんしているっ！　将来を誓ちかったという話も耳に届いたっ！　キミとリアス・グレモリーは近い将来結ばれるだろう！　では……ではッ！　朱乃はどうなる!?　朱乃は……誰と結ばれればいい!?　キミに焦こがれた娘むすめが、キミをリアス・グレモリーに奪われてしまったら、そのあと、どう過ごせばいい!?」

　バラキエルさんは言葉を返さない俺を一方的に殴り続けていく。その目には──涙なみだが浮うかんでいた。

「朱乃は……きっとリアス・グレモリーとキミを責めないっ！　どちらも大事な存在だからだっ！　心から二人の幸せを願うだろうっ！　だが、朱乃の幸せはどこにある!?　私の娘の幸せは誰が保証するのだ!?　朱乃の将来は……悲しいだけではないかッッ！　それなら……」

　バラキエルさんは俺の首をつかみながら──号ごう泣きゆうしていた。

「……最初から、キミと別れてしまったほうがいい。他の誰かを好きになったほうが、幸せになれるのではないか？　キミはそれを……朱乃に伝えられるのか？　それとも、他に幸せにする方法があるのか……？　私は父親なのだ。……娘は、朱乃は、キミに惚ほれている。だから、私に答えを聞かせてくれッッ！　娘の愛した兵藤一誠よッ！　キミは娘をどうしたいのだッ!?」

　バラキエルさんの慟どう哭こくと、強きよう烈れつなパンチが俺の顔面に入る。マスクは壊こわれ、素顔は露あらわになってしまった。

　……卒業式で号泣していたバラキエルさん。きっと、卒業式を見て、過去を振ふり返りながらも、朱乃さんの将来にも目を向けていた。だからこそ、心配になったんだ。バラキエルさんの魂たましいの叫びが拳にこもっていて、何よりも心身に響ひびいたよ。

　……朱乃さんの幸せ。俺に惚れていること……。

　俺がリアスと将来を誓ったなら、朱乃さんは……どうなる？　バラキエルさんの言うように、他の誰だれかを好きになってもらったほうがいいのか……？

　…………。

　……俺の脳内で蘇よみがえったのは、朱乃さんとの思い出だった。

　──……それを知ってイッセーくんはどう感じます？　堕天使は嫌きらいよね？　あなたとアーシアちゃんを一度殺し、この町を破は壊かいしようとした堕天使にいい思いを持つはずがないわよね。

　初めて、俺の前で自身の真実を話してくれた朱乃さん。俺に嫌われる覚かく悟ごで、そのようなことを言ってきた。

　でも、俺は──嫌いになる理由なんてひとつも見つからなかった。

　──そうではなくて、私は堕天使の血を引いているのよ？　許せるの？　悪魔に転生しているとはいえ、堕天使の血を引いているのは変わらないわ。……私は嫌われたくなくて、あなたにあんな風に近づいたのかもしれないのよ？　……いいえ、きっとそう。私は……最低な女だわ……。

　いいえ、朱乃さんは……最高の女性だった。やさしくて、誰よりも繊細で──。

　──母さま……ッ！　私は……ッ！　父さまともっと会いたかった！　父さまにもっと頭をなでてもらいたかった！　父さまともっと遊びたかった！　父さまと……父さまと母さまと……三人でもっと暮らしたかった……ッ！

　誰よりも寂さびしがり屋で、本当は人一倍愛に飢うえているんだってわかったんだ。

　──うふふ。いちおう、ファーストのフレンチキスになるのかしら。

　本当にビックリした。けど、何よりも、朱乃さんにとって初めてのキスの相手になれたことが、誇ほこらしかったんです。

　──そうですわよ、同じ堕天使なら私がイッセーくんを幸せにしてあげますわ。だから、自信を持ってイッセーくん。あなたがリアスに一歩踏ふみ込んでくれないと私が──。

　俺がリアスへの想おもいに一歩踏み切れなかったとき、レイナーレの影かげに怯おびえていたことに対して、あなたはそんなふうに言ってくれて……励はげましてくれた。

　いま、リアスと幸せなのもあのときの朱乃さんの激げき励れいがあったからこそで──。

　──……うん。うん、大だい丈じよう夫ぶだよ。私、イッセーとリアス、そして皆のために生きるから。私、イッセーと強くなる。ずっと一いつ緒しよに生きるから。

　俺も朱乃さんを大切にしたいから、絶対に死なないと、共に生きようと──。

　──イッセー、大好きですわ。うふふ。

　俺もあなたのことが──。

　…………朱乃さんが他の誰かを好きになる？　俺と……別れる……？　朱乃さんが……俺以外の男と……。

　……………………。

　……そんなこと、許せるはずがないっ！　そんなの、嫌いやだッッ！

　朱乃さんと俺は……ここまで心を通わせたっ！　朱乃さんのいろんなところを好きになれたっ！　朱乃さんが俺を見てくれているっ！　俺だけの──姫ひめ島じま朱乃っ！

　──他の野や郎ろうに取られるなんて、そんなのが許せるはずないっ！

　朱乃さんのつやつやな黒くろ髪かみも、笑顔も、やさしいところも、Ｓなところも、寂しがり屋なところも、唇くちびるも、豊満なおっぱいも、何もかも、全部──俺のものにしたいっ！

　──決めた。

　俺は決めたっ！　決めちまったぞ！　アザゼル先生、俺はハーレム王になりたいと決めた兵藤一誠ですッ！　だからこそ、何人でも、何十人でも、俺は……俺を求める、俺が求める女の子を──幸せにしてみせるっ！

　リアスも、アーシアも、朱乃さんも──絶対に幸せにしてみせるっ！

　よしっ！　兵藤一誠！　言ってやれ！　言ってやるんだっ！　冥めい界かいのメディアども、これを全勢力に流してみやがれッ！

　俺はフィールド全域に響き渡わたるぐらいの声で言ってやったッ！

「なら、俺は──朱乃さんを愛しますッ！」

　そして、さらにこう叫んでやったっ！

「バラキエルさんが責任を取れというのなら……取りますッ！　誰にも渡しませんっ！　俺は……朱乃さんを！　姫島朱乃を一生大切にしますッッ！　リアスと同じぐらいに俺が幸せにしてみせますッ！　俺の夢はハーレム王なんだからッ！　好きな女は、愛する女は、全員幸せにしてみせますッッ！」

「──ッ!!」

　驚おどろくバラキエルさん！

　俺の心の底からの告白だった！　ああ、俺は責任取るよ！

　バラキエルさんッ！　俺の想いとパンチを受けてくださいッ！

「彼女の幸せを保証しますっ！　──俺が姫島朱乃を生しよう涯がい大事にしてやるっ！　朱乃さんは、俺のもんだッ！　朱乃、大好きだぁぁぁああああああああああああっ！」

　俺は啞あ然ぜんとするバラキエルさんを正面から思いっきりぶん殴なぐるっ！

『BoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブースト!!!!!!』

『Solidソリツド Impactインパクト Boosterブースター!!!!』

　バカげるほどに高まった一いち撃げきは、バラキエルさんを前方に大きく吹ふっ飛とばした！　パンチの余波で前方の小山が消し飛んだほどだ。

　神器セイクリツド・ギアは想いの力が何よりも重要だ。ということは、俺の朱乃さんへの想いは相当強かったってことさ！

　ドライグが愉ゆ快かいそうに言う。

『相変わらず、欲よくが絡からむと、神器セイクリツド・ギアの力が一気に高まるな。相棒らしい限りだ』

　ああ、これこそ、俺って感じだぜ。いままで邪じや悪あくな連中ばかりで怒いかりをもって神器セイクリツド・ギアを使っていたからな。好敵手を相手に俺の夢や野望をぶつけたほうが気持ちもこもる！

　そして、朱乃さん。いまの俺の叫びを生なま中ちゆう継けい通して聞いてくれましたよね？

　これが、ようやくわかった、気づいた、俺の想いです。

　俺の告白──魂の叫びを聞いて、バラキエルさんは倒たおれながら、ぶわっと涙を溢あふれさせていた。

「…………ああ、なんてことだ……っ！　こんなときでも、涙は出るのだな……っ！　アザゼル、彼はついに己おのれの道──ハーレム王を進むと真に口にしたぞ……っ！」

　俺のいまの一撃は強烈だったようで、バラキエルさんは立ち上がりながらもふらふらになっていた。

　その横では、ゼノヴィアがデュランダルとエクスカリバーで生みだした莫ばく大だいな聖なるオーラの一撃のもと、光力の大たい剣けんを持っていた相手選手を吹き飛ばしていた。

《「雷光ライトニング」チーム、『騎士ナイト』一名リタイヤ》

　ゼノヴィアの勝利を告げるアナウンス。相手も『騎士ナイト』だったようだ。

「……破壊力なら、うちの『王キング』だけの特権じゃないさ。しかし、いい告白だったぞ、イッセー！」

　言ってくれるぜ、俺の『騎士ナイト』ゼノヴィアッ！

　さらにイリナも空中で軽かろやかに相手の堕だ天てん使しが振るう斧ふ槍そうの豪ごう快かいな攻こう撃げきを避よける。斧槍の余波だけで、空気が大きく震ふるえ、地面を深く抉えぐるほどだ。

　イリナはオートクレールで高速の斬ざん撃げきを繰くり出して、相手選手の反撃を許さない。そのまま、左手に生みだした光力の鞭むちで相手選手の足を見事に捕とらえてしまう。イリナが光の鞭を引っ張ったことにより、相手選手は体勢を崩くずす。これは「擬態の聖剣エクスカリバー・ミミツク」を模したイリナ特有の光力による攻撃方法だった。

　その場に膝ひざを突ついた相手選手にイリナは聖なるオーラを莫大にまとったオートクレールを一気に振り下ろした！

「アーメンよッッ！」

「ぐおおおおおおおおおおおおおっ！」

　オートクレールの聖なるオーラ攻撃によって、相手選手がリタイヤの光に包まれていく。

《「雷光ライトニング」チーム、『兵士ポーン』一名リタイヤ》

「ふふっ、案外、私も派手な攻撃ができるのよね！　ダーリンの告白でテンション上がっちゃったわ！」

　イリナも決めてくれた！　こうなると、俺も『王キング』として最後の締しめをしなければならないだろうっ！

　さて、バラキエルさんっ！　俺の一撃を受け止めてくださいっ！　俺はドラゴンの翼つばさから砲ほう身しんを出現させて、前面に構えたっ！　砲口に紅べに色のオーラが集つどっていくっ！

「これがっ！　俺の、あなたへの、朱乃さんへの、本気の想いですッッ！」

『BoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブースト!!!!!!』

『Fangフアング Blastブラスト Boosterブースター!!!!』

「クリムゾンブラスタァァァアアアアアアアアアッッ！」

　二門から、紅あかい極大のオーラが、バラキエルさんに向かって放たれていった──。

　紅色のオーラを受けるバラキエルさんは、安あん堵どした表情となっていた。

「……朱しゆ璃り、私たちの娘むすめは……いい男に会えた」

　それだけを言い残して、「雷光ライトニング」チームの『王キング』バラキエルさんは、リタイヤの光に包まれていった──。

《──「雷光ライトニング」チーム、『王キング』のリタイヤを確認。「[image: いっ]いつ誠せいの赤せき龍りゆう帝てい」チームの勝利です！》

　一いつ拍ぱくおいて、ゲーム終しゆう了りようを告げるそのアナウンスが届いたのだった──。







　この試合のあと、評論家たちの意見に変化が訪おとずれる。

　俺たちに対する戦術の甘さ、ゲーム経験の浅さを指し摘てきする声は変わらずだが、こう付け加えられることとなる。

　──彼らは多くのチームにとって単純明快な恐怖パワーである、と。







　　　New Life.







　バラキエルさんのチームに勝利して数日後──。

　兵ひよう藤どう家の食しよく卓たくでは、少しだけ変化があった。

「はい、あーん♪」

　俺の隣となりの席（右側）に座り、箸はしに玉子焼きを挟はさんで「あーん」をしてくれる朱あけ乃のさんがいる。

　バラキエルさんとの一戦を終えてから、朱乃さんは事あるごとに俺に付き添そってくれるようになったのだ。

　玉子焼きを「あーん」してもらい食べる俺。うん、出だ汁しが利きいていて、甘い味付けでおいしいです！

「おいしい？　あ・な・た♪」

　そう訊きいてくる朱乃さん。そんなふうに言われてしまうと、まるで俺の奥さんのように思えてきてしまう！　ま、まあ、将来も今も大事にするけどさ。

　俺の隣の席（左側）に座っていたリアスが、この状じよう況きようを見ていてついに爆ばく発はつする。

「あ・な・たって、朱乃！　そ、それは早急すぎるわ！」

　小さく笑う朱乃さん。

「あら？　私、イッセーから将来を約束された身ですもの。もう、そういうふうに呼んでもいいんじゃないかしら？　あなただって、卒業式の日に言われたじゃない。呼んでみたら？」

　リアスは頰ほおをプクーと膨ふくらませて反論する。

「だ、だから、早すぎるというの！　ま、まずは、きちんと式を挙げて──」

「内ない縁えんの関係でも十分ですもの♪　うふふ、もう幸せでどうにかなっちゃいそう」

　その場で小こ躍おどりでもしそうなぐらいご機き嫌げんな朱乃さんだった。

　朱乃さんは官能的で挑ちよう戦せん的な物言いをリアスに告げる。

「リアス、宣言しますわ。私、将来あなたよりも先にイッセーの子を産んじゃいますからね。いえ、産めますわ。これは確信的な予言です。うふふ」

　こ、子供ってっ！　すげえこと口にしてるぞ、朱乃さんっ！　俺もどう反応していいかわからなくなっちゃうよっ！

　リアスも涙なみだ目めになりながら、「私だって将来を誓ちかいあったものっ！」ってぷんぷんとかわいく怒おこっていた。

　これを見ていたゼノヴィア、アーシア、イリナが続くっ！

「よし、アーシア、イリナ！　私たちも責任取ってもらう形でイッセーに迫せまるぞっ！」

「よくわかりませんが、お姉さまたちには負けません！」

「一歩引いたらついていけなくなっちゃうものね！」

　九重くのうが真しん剣けんにこの様子を見て唸うなっていた。

「むぅっ！　この家ではこういう熾し烈れつな争いがあるのだな！」

　小こ猫ねこちゃん、ロスヴァイセさん、レイヴェルは息を吐はきながら、九重にこう述べる。

「……おいでませ、地じ獄ごくのイッセー先せん輩ぱい争そう奪だつ女子会へ」

「地獄、言い得て妙みようですね。すごいときは半日関かん与よしないだけで各員の関係性が変化していますから」

「……九重さん、ここは大変ですわよ？　まず、序列とルールから──」

　……朝から女子たちの熱量にやられそうになっている俺だった。ハーレム王になるなら、こういうことにも慣れないといけないな。

　朝飯に呼んでいる木き場ば組（木場、ギャスパー、トスカさん、ヴァレリー）も「大変そうだなー」と他ひ人と事ごとのように見守っていた。

　木場が苦く笑しようしながら言う。

「大変だね、イッセーくん」

「……まあな。もう、よーわからんわ」

　木場が、話題を変えるように俺にこう訊いてくる。

「そういえば、試合後、魔ま王おうさまに呼ばれたようだけど、何かあったかい？」

「ああ、ちょっと、な」

　木場が言うようにバラキエルさんとの試合が終わったあと、俺はベルゼブブさまに個人的に呼ばれた。

　魔王領にあるベルゼブブさま個人が所有する研究施し設せつの一室で、俺はベルゼブブさまからとある話をうかがうことになった。

『兵藤一いつ誠せいくん、少しいいかな。キミにだけ、話がある』

　言うなり、ベルゼブブさまは巨きよ大だいなモニターに映像を写す。

　なんと、そこには──。

《よー、イッセー。そっちはいま春か？　こっちは絶賛戦せん闘とう中だ》

　ななななななななななななな、なんとッッ！

　アザゼル先生が写り込んでいたのだっ！　しかも録画ではなく、生なま中ちゆう継けいの映像だったっ！

『アザゼル先生!?　ど、どういうことですか!?』

　モニターに食い入るようにして訊く俺っ！　もう、あのときの驚おどろきようったらなくて、夢かと思って頰をつねったよ。

　先生は光の槍やりをどこぞに放ほうりながら言った。

《どういうことも何も、例の隔かく離り結界領域の中から連れん絡らく入れているだけだよ》

『そ、そんなこと、できたんですか!?』

　てっきり、入ったら永い間、会うことも話すこともできないと思っていたから、その情報は衝しよう撃げき的だったっ！

　先生が言う。

《そりゃな。定期的にしか連絡できないが、いちおう結界領域内の状況を報告しておかないとどうしようもないだろう？　それに物資も送ってもらわないと長期戦できないぜ》

　考えてみればその通りだけど……。もうそういうの用意しての転移だと思っていたよ。

　案外、その結界領域の準備は余よ裕ゆうがなかったのかな。

　ベルゼブブさまが説明をくれる。

『あくまで出られないのは、そこに入ったサーゼクスたちとトライヘキサだ。情報の共有と物資転送は可能として作っている。いちおう、それらは極秘情報で、私を含ふくめて数名しか知り得ない』

　な、なるほどっ！　連絡、取れるんですね。つーか、極ごく秘ひ情報を俺に伝えてもいいのだろうか……。

　アザゼル先生が、何かを回かい避ひしながら続ける。

《こちらで得たトライヘキサの情報から、そっちで対策手段が開発されるかもしれないだろう？　そうすれば、一万年かかることもなく終わらせられるかもしれない》

　内外の情報を常に最新にすることで、トライヘキサとの戦闘を短縮させたいわけか。そりゃ、一万年も入ってらんないよね。

《あーっ！　何なに！　誰だれとお話ししているの？　まさか、ソーたん!?》

　聞き覚えのあるハイテンションな声がする！　なんと、セラフォルー・レヴィアタンさまが映像に写り込んだっ！　こちらもお変わりないようで……。

　先生が言う。

《いや、イッセーだよイッセー。どうやら、あっちは落ち着いたようだから、連絡していたんだ》

　それを聞いてセラフォルーさまは泣き叫さけんでいた。

《うぅ、早くソーナちゃんとお話ししたいぃぃっ！　私！　ソーナちゃん欠けつ乏ぼう症しようでもうダウンしちゃいそうなのよ！》

　……すみません、ソーナ先輩じゃなくて……。あ、元会長も卒業されたんで、「先輩」付けで呼ぶことにした俺だった。

《ふふふ、セラフォルー。ソーナに私たちとの連絡方法を知らせるわけにはいかないよ。現時点で知らせるのはイッセーくんのみと皆みんなで決めたじゃないか》

　という懐なつかしい声と共に現れたのは──サーゼクスさまだったっ！　と言っても滅ほろびの形態なので、いつもの紅べに髪がみスタイルではない。

『サーゼクスさま!?』

《やあ、イッセーくん。変わりないかな？　去り際に倒たおれていたから、心配していたよ》

『は、はいっ！　元気です！』

　うぅ、サーゼクスさまの登場で涙るい腺せんが崩ほう壊かいしそうになった！　先生にレヴィアタンさま、サーゼクスさままでご登場とあって、俺は……っ！

『お、俺……っ。もう会えることも、話すことも、当分できないだろうって……っ！』

　男泣きする俺を見て、先生も困こん惑わくしていた。

《あー、泣くな泣くな。まあ、直じかに会うことは当分できやしないだろう。だが、まあ、こうやって通信越ごしにたまに話すことはできる》

　マジですか！　そりゃ、うれしいっス。……ああ、でも俺だけの秘密っぽいし、皆を騙だましながら俺だけ会うってのは気が引けるなんてもんじゃないな……。

　というふうに思し慮りよしているうちにベルゼブブさまが、話題を切り替かえる。

『アザゼル元総そう督とく、サーゼクス、例の話を』

《うむ。戦いながらの話はなかなかに厳しいが、手短に行こう》

　サーゼクスさまがうなずき、アザゼル先生が説明を始める。

《イッセー、俺たちはここに入る前に三大勢力のＶＩＰ間で話していたことがある。もっと正確に言えば、おまえが両親を助けるためにアグレアスに行く前に、決めたことがあるんだよ》

　ベルゼブブさまがこう告げてくる。

『私はこのあと秘密情報局を設立するつもりだ。人間界でいえば、アメリカのＣＩＡ、イギリスのＭＩ６のようなものと思ってくれていい』

　──秘密情報局っ！

　なんだか、すごいものを設立するようだ。などと、他人事だった俺にサーゼクスさまが告げてくる。

《──キミにはそこの諜ちよう報ほう部員として所属してもらいたい。今後、世界を手に入れようと動く者たちが何度も現れるだろうから、それを未然に防ぐ、あるいは台頭してきた邪悪な者を打ち倒す手立てが欲ほしいのだ》

　──っ！

　マ、マジか!?　俺が秘密情報局の諜報員!?

『……お、俺に諜報担当をしろと!?　悪者退治は確かに何度かしてきましたけど……』

　アザゼル先生は真ま面じ目めな口調で言う。

《これはサーゼクスや俺の願いでもある》

　ベルゼブブさまもうなずかれた。

『時には秘ひ密みつ裏りに対処しなければならない案件も多いだろう。だからこそ、そのような機関が必要になる』

　サーゼクスさまがこう言う。

《──『ＥエＸグＥゼ』という組織名にするつもりだ》

『……「ＥエＸグＥゼ」……「Ｅ×Ｅイーイー」、ですか』

　……『Ｄ×Ｄデイーデイー』から『ＥエＸグＥゼ』へ──。

　ベルゼブブさまが言った。

『テロ対策チーム「Ｄ×Ｄデイーデイー」に属し、「Ｄ×Ｄドラゴン・オブ・ドラゴン」たるグレートレッドの肉体を持ち、自身も「Ｄ×Ｄデイアボロス・ドラゴン」と呼ばれるキミが、「Ｄ」の次──「Ｅ」を冠かんする組織「ＥエＸグＥゼ」にも属するというのが、とても運命的だとは思わないかな？』

　……「Ｄ×Ｄデイアボロス・ドラゴン」の俺が、次の「Ｅ」──『ＥエＸグＥゼ』に……。

　ベルゼブブさまが告げてくる。

『……発足自体は、二、三年後にする予定だ。まだ戦後復興や国際大会の運営やらで忙いそがしくてね』

　サーゼクスさまが衝撃的なことを言われる。

《将来的にキミにはそこの中心に立ってほしい》

『中心!?』

　リーダーとかですか!?　いやいやいや、『王キング』でいっぱいいっぱいなのに、新たな機関のリーダーなんてとうてい無理！　ガラでもなければ器うつわでもないです！

『無理ですよっ！　俺なんかじゃ……』

　ぜひともお断りしたいと思うなかで、ベルゼブブさまは俺のことをこう評される。

『サーゼクスのような超ちよう越えつした力と、アザゼル元総督のような付き合いの広さ、これらを両立できるとしたら、それはキミだろう』

　先生も続く。

《もっと簡単に言えばな、将来訪おとずれるであろう危機に関して、俺の代わりにおまえには準備をしてほしいんだ》

『準備？』

　先生がこう言う。

《──おまえやヴァーリのように世界を裏から支えられる、超越した力を持つ存在を探してほしい。最低でも神滅具ロンギヌスは全部こちら側に揃そろえるんだ》

『お、俺なんかにそんな大役が務まるわけないですよっ！　政治なんて疎うといし、自分の善悪の判断基準が合うかどうかもわかりませんっ！』

　俺に政まつりごとなんて、サーゼクスさまやアザゼル先生のようにはなれない。政治をしながら、自分のやっていることが世界にとって正しいとか悪いのかとか、そういうことまで考えるようになったら、頭が割れそうになるよ！

　アザゼル先生が言う。

《いまなれとは言わない。おまえだけがなれとも言わん。──これから仲間たちと学んで将来的に皆で支え合っていき、結果的におまえが『ＥエＸグＥゼ』を動かしてくれればいいだけのことだ》

　サーゼクスさまもこうおっしゃられる。

《キミは若い。やりたいこともたくさんあるだろう。叶かなえたい野望も多いはずだ。だが、脅きよう威いが迫せまっているのもまた事実。……イッセーくん、キミが思い描えがくたくさんの夢、そのなかのひとつに、世界を守る仕事も入れてもらえないだろうか？》

　そのときの俺は、うまい答えが出せずにいた。ただ、その場では「考えます」と返すだけで精せい一いつ杯ぱいだった。簡単に答えを出せる問題ではないからね。

　先生たちも組織発足までに答えを出してみてくれと時間をくれたけど……。

　俺が……サーゼクスさまのような超越者となり、アザゼル先生のような顔の広い要人になれると……？

　…………。

　いまはなれない。なれるだけの力量も器量もない。

　けど──。俺には一万年ぐらい生きられる時間を与あたえられている。それなら、これからひとつひとつ確実にコツコツと覚えていけば……将来的には……。

　そんなことを思慮している俺の横では、女のバトルはさらに過熱していた。

「もう！　朱乃ったら、私の彼氏の『はじめて』をこれ以上取ったら許さないんだから！」

「じゃあ、私のあらゆる『はじめて』を恋人のイッセーくんにあげちゃいますわ」

「なら、私も私の『はじめて』をもっともっと堪たん能のうしてもらうんだから！」

　リアスと朱乃さんが俺に同時に訊きいていた。

「「イッセーはどっちがいいの!?」」

　…………。

　……こ、こっちの答えも、どうにも答えづらく困ってしまう俺だが……。

「じゃ、じゃあ、両方で」

　──と、勇気をもって答えても、

「「どっちが先がいい!?」」

　──とまで訊かれてしまうので、やはり困惑してしまう俺なのであった！

　これを見ていた父さんと母さんは微笑ほほえましい表情で──。

「母さんや、青春だなぁ」

「青春よねぇ」

　などと、楽しげだった。

　そして、アザゼル先生はそのときの通信の最後にこう言ってきた。

《イッセー、上級悪あく魔まになったか？》

『は、はい。おかげさまで。……けど、まだちょっと実感が湧わかないというか……』

　複雑な心境の俺に先生はサムズアップして、満面の笑みで言ってくれた。

《──乳が目の前に出てきたら、何も考えずにもめ。ハーレム王への道が開かれたんだ。難しい話は難しい話、乳は乳だ。別個にして考えろ。それが、「おっぱいドラゴン」ってもんだと思うぞ》

　──難しい話は難しい話、乳は乳。別に考える。

　……そうか、俺は無意識のうちに難しい話と乳を切り離はなさずに考えていたのかもしれないっ！

　これを先生の横で聞いていたであろうサーゼクスさまが感かん慨がい深ぶかくこう述べられた。

《そうだな。そうなのかもしれない。──イッセーくん、私もグレイフィアの胸をもむときは無心だったよ。そういうことなんだろう》

　──サーゼクスさま（滅びの形態）までそんなことをおっしゃるっ！

　……希代の魔王さまでも、政治とおっぱいは切り離して考えたっ！　じゃあ、そういうことなんだろうっ！

　アザゼル先生は、通信の最後にこう叫さけんだ。

《イッセー！　夢も恋こいも戦いもおっぱいも全部青春だ！　悩なやんで悩んで乳をもめっ！　青春の果てにハーレム王になればいいんだよっ！　おまえはそれができる男だと思うぞ！　がんばれよっ！》

　はいっ！　先生っ！　俺は夢と野望を胸に抱いだいて悩んで悩んで乳をもむっ！　そんなハーレム王を目指しますっ！

　そうさ、俺の青春は、まだまだこれからだ──。




　　　　─○●○─




　二日後の夜──。

　リビングに集まる新旧オカ研メンバー。皆みんなが食い入るようにテレビを見ていた。

　映っているのは、国際大会に関する冥めい界かい側の特別番組だ。

　広々とした会場に運営委員と各勢力のメディアがカメラを向けて集つどっていた。

　今日、当面のスケジュール──組み合わせが発表となる。俺のチームは、昨日に数試合分の参加登録を済ませている。昨日に参加登録した各チーム分のスケジュールが、今夜一気に発表される形となった。

　前回の発表は作戦会議中だったせいで、リアルタイムで見み逃のがしたから、今回はきちんと見ておきたかった。

　モニターの組み合わせ表では、「ＶＳ」表記を中心にして、左右のチーム名が完全ランダムで決まり、対戦カードが表示されていく。

　たくさんあるチーム名が高速で表示されてからピタッと止まる形式だから、予想以上にハラハラとしてしまう。

　徐じよ々じよに発表される組み合わせ。当面の試合を告げるため、俺たちの次の試合、その次の試合と発表されていくが……いまのところ、有名な相手ではないな。

　でも、油断はできない！　ルールしだいでどうなるかわからないし、チームの相あい性しようもあるからね。一試合一試合を大事に経験していきたい。

　さらに試合の組み合わせが進むなかで、とあるふたつのマッチングに注目が集まった。カメラもその組み合わせに注目していく。

　会場のアナウンサーもその対戦カードに思わず大きく声をあげていた。

《おおーっと！　ここでこれらのカードが決まるとはっ！　今回の試合登録組のなかでは大注目の組み合わせになりそうですっ！》

　俺は映し出されたそのふたつの組み合わせに息を吞のみ、そして体の内側から沸き上がる衝しよう動どうを抑おさえられそうになかった。

「──っ。……そうきたか……ッッ！」

　テレビには映像の上下を分割して、ふたつのカードが同時に映されていた。





「紫金の獅子王インペリアル・パーピユア」サイラオーグ・バアル（冥界・悪魔）チーム　ＶＳ　「天てん帝ていの槍やり」曹操（須弥山）チーム




「[image: いっ]いつ誠せいの赤せき龍りゆう帝てい」兵藤一誠（冥界・悪魔）チーム　ＶＳ　「天界の切り札ジヨーカー」デュリオ・ジェズアルド（天界）チーム






　このカードが発表されてすぐテレビに映った会場の観衆から、怒ど号ごうのような歓かん声せいが鳴り響ひびいた。

　こんなものを見せられたら、そうなって当然だ！

　──力の体現者たるサイラオーグさんと、技わざの天才たる曹そう操そうが戦うッ！

　──何より、俺が……天界のジョーカーと、デュリオと戦えるッッ！

　これが、レーティングゲーム国際大会……ッッ！　これが、俺がいま参加している夢のような戦いの祭典……ッッ！

　レイヴェルも驚おどろきで立ち上がりながら言う。

「──こんなにも早く、若手悪魔の人気筆頭チームが、天界、須弥山しゆみせん、それぞれの勢力の代表的なチームとぶつかるなんて……ッッ！」

　リアスも興奮を抑えられそうにないようで武む者しや震ぶるいしながら言った。

「……たまらないわね、当事者でもないのに組み合わせを見ただけで震ふるえたわっ！」

　……ああ、リアスの言う通りだ。予選でこんな組み合わせが叶うなんてさっ！

　俺は沸き上がる高こう揚ようを抑えるのに必死だった。

　──と、今夜の驚きはそれだけで終わらなかった。

　母さんが、玄げん関かんのほうからスタスタと歩いてきて言った。

「イッセー、あんたに会いたいという子が来たわよ？」

　母さんにリビングに連れられてきたのは、フードを深く被かぶった小こ柄がらなヒト。

　来客は、フードを取り払はらい、その顔を見せていく。それは見知った吸きゆう血けつ鬼きの──。

「──エルメンヒルデっ！」

　俺は驚きの声をあげながらその場で立ち上がっていた。

　エルメンヒルデは一礼して、あいさつを述べる。

「ごきげんよう、皆みなさま。試合を見させていただきました。その上でひとつお願いがあります」

　言いながら、彼女は俺のもとに歩み寄り、じっと赤い双そう眸ぼうで見つめてきた。

　エルメンヒルデが真っ正面から、俺に告げていく。

「──兵藤一誠さま、私をあなたのチームに入れていただけませんか？」

　あまりに衝しよう撃げき的な言葉に、対戦カードのことを一いつ瞬しゆん忘れてしまうほどだった。

　──そう、俺の高校生活最大の祭りはまだ始まったばかりである。










　　　あとがき




　21巻以来ですね、お久しぶりです。石いし踏ぶみ一いち榮えいです。

　ファンの皆みなさまは、21巻のあとはＤＸ３巻だと思われたかもしれませんが、早めに最終章のスタートは切りたかったので、22巻となりました。

　この最終章は、１～３章の頃ころの懐なつかしい明るいテイストだったと思います。４章が、三大勢力を始め、悪あく魔ま世界やレーティングゲームの裏側、闇やみを描えがいたストーリーだったため、明るめだった１～３章と比べるとシリアス度が高めでしたね。

　とはいえ、イッセーが上級悪魔になるには、どうしても物語初期から話していた悪魔の上流階級や三大勢力のそれぞれが抱かかえる問題を取とり扱あつかわなければならなかったため、仕方のない側面がありました。

　最終章は今回のように明るいノリでヒロインたちを取り扱いつつ、いままで積み重ねたものを全部ぶつけて燃えと萌もえで突つき抜ぬけようかなと思います。

　さて、この最終章ですが、30巻まで（多分）行きません。──が、間にＤＸを挟はさみながらになると思いますので、引き続き完結までお付き合いしていただければ幸いです。

　そのようなわけで、ついに最終章スタートです。作品の根幹でもあったイッセーの成り上がり物語としての結実、いままで出てきた者たちが参加するレーティングゲームの国際大会、と見事なお祭りモード全開でのラストステージとなります。

　以下、色々と後語りをば。





・イッセーが昇しよう格かく！



　ついに！　イッセーが上級悪魔になり、ハーレム王を目指すスタートラインに立ちました。思えば１巻から野望を抱いだき、20冊以上重ねての昇格です。読者の方々も感かん慨がい深ぶかかったのではないでしょうか。私も昇しよう格かく儀ぎ式しきは書いていて熱くなりました。

　昇格して早速リアスと朱あけ乃のと将来の約束をしましたね。ハーレム王を目指す、女子を全員幸せにすると公言しました。

　最終章通して、ヒロインたちとの仲に決着をつけるのもこの五章の主題のひとつです。このあともイッセーの覚かく悟ごを見届けてあげてください。さあさあ、次はどのキャラと将来の誓ちかいを立てて正式なハーレムメンバーにするのでしょうか？

　現状、イッセーの眷けん属ぞくは『戦車ルーク』ロスヴァイセ、『僧侶ビシヨツプ』アーシアとレイヴェル、『騎士ナイト』ゼノヴィアです。イリナ、ボーヴァ、ビナーは眷属ではなく、仲間、チームメンバーです。最終章は後のイッセー眷属も何名か出す予定です。将来の眷属探しというのも、最終章のテーマかなと。ただ、最終章で眷属全員が集まることはないと思います。

　リアスとチームを分けたのも、上級悪魔になったイッセーを強調したかった面と、ライバルたちとの関連性の考こう慮りよも含ふくめ、後期ヒロインの活かつ躍やく──特にレイヴェルとロスヴァイセの活躍が４章で足りなかったと思ったため、こういう形になりました。

　リアスチームも劇中で試合のことなどに触ふれるので、そこはご安心ください。味方が多いので、描びよう写しやを分けるためにこの形を取らざるを得ませんでした。

　さてさて、この巻を読んで感じられたと思いますが、レイヴェルがこの最終章を通して大活躍します。見ての通り、彼女がいなければ大会を勝ち進めないでしょう。

　レイヴェルは最終章の重要なポジションを担います。イッセーと共に成長するマネージャーの姿をお見届けください。





・謎なぞの新キャラ



　今回、イッセーとリアスのチームに謎の新キャラが登場しました。イッセーチームの『女王クイーン』ビナー・レスザンとリアスチームの『騎士ナイト』リント・セルゼン。

　一体何者なのか。それは次巻以降でご確認ください。

　こうなると、リアスチームの謎の『兵士ポーン』も気になるでしょうし、イッセーの空いたままのチームメンバー枠わくも今後どうなるのか注目なのかもと思います。





・レーティングゲーム国際大会の対戦カード



　国際大会開幕！　久しぶりにレーティングゲームを書きました。正式なレーティングゲームを書いたのは、サイラオーグ戦以来（ＤＸ１巻の書き下ろしでライザーとの再戦を書きましたが、あれは別べつ枠わくでしょう）なので、実に五年ぶりになります。五年……五年!?　どうなっているんですか!?　中学から読んだファンが「そろそろ高校卒業かなー」って思える時間ですよ！　レーティングゲームも主題に置いていたはずの作品が、五年もの間、何をしていたのでしょうか……。すみません、振ふり返かえっていて私も途と方ほうに暮れました。

　ということもありましたが、最後の最後でイッセーとデュリオ、サイラオーグと曹そう操そうの対戦カードが発表されましたね。ただし、基本的に本編で描えがくのはイッセー（またはリアスかヴァーリ）の試合となります。なので、それ以外のチームの対戦はよっぽどの大事な試合でない限り、詳くわしい描写を避さけるつもりです。さすがに全試合一試合ずつを一冊使ってというのは無茶ですので。

　ただ、サイラオーグと曹操の対戦カードは編集サイドも見てみたいという意見をいただきまして、もしかしたら、ドラゴンマガジンでこの一戦や他の試合を連れん載さいという形で発表なんてこともあり得るかもしれませんので、気になった方はドラゴンマガジンや富ふ士じ見みファンタジア文庫さんのサイトなどをチェックしてみてください。

　あるいはＤＸの書き下ろしで試合を補完というのも大いにありだと思います。担当編集氏もイッセー以外の組み合わせで見たい試合があるということで、意外な形で国際大会の試合を補完できるかもしれません（できなかったら、ごめんなさい）。

「こんな一戦が見たい！」という意見、要望がある方は、ぜひ富士見ファンタジア文庫編集部にお便りか、メールでご意見をください。最終章が終わるまでに、イッセー戦以外のカードをいくつか書きたいものですね。五年ぶりのゲームなので色々書きたいです。

　ただし、イッセー対サイラオーグの再戦は書けません。二人に関して、10巻以上の戦いを私自身が書けないと思うからです。ここは先に謝っておきます。

　あ、国際大会の試合ですが、今回や今後も特とく殊しゆルールに矛む盾じゆんや穴があるかもしれませんが、ノリと勢いを重視しており、その辺り大おお雑ざつ把ぱに割り切って書いてます。

　試合内容に関しましても、イッセーが臨むすべての試合が万事問題なく進むとも限りません。強力なライバルたちが参加する以上、ただで先に進めるわけがないのです。





・シヴァ、帝たい釈しやく天てん、ついに神々と！



　以前からここで、最終章となればラスボスはシヴァかも……などとお伝えしてきました。宣言通り、シヴァが大いに関わりを持ちましたね。そして、３章の頃からずーっと水面下で偉えらぶってた帝釈天もようやく絡からみます。いままで「なんだか、偉そうだなー」ってキャラでしかありませんでしたが、ここできちんと活躍させます。伏ふく線せんになっていたキャラは全部ここで使わせていただきます。

　神への挑ちよう戦せんも、今回のテーマなのでそこも描きます。イッセーのもとに続々と顔を出す神々を見ていると、奴やつもついに神クラスからも注目を浴びる存在になったのだと作者自身感かん慨がい深くなります。１巻の頃からは想像できませんね。




　ここで謝辞をば。みやま零ゼロさま、毎度ありがとうございます。

　実は、22巻を準備中に担当編集さんが交代となりました。

　前担当のＨ氏とはここまで８年半もの間、苦楽を共にしてきました。この場を使い、あらためまして、心よりお礼申し上げます。本当にありがとうございました。

　そして、新たな担当Ｔさま、今後はよろしくお願い致いたします。年下の編集さんとは初めてなので、私のほうが緊きん張ちようしてます。




　さあ、次の23巻はイッセー対デュリオ、夢のチーム対決となります。教会関連が絡みますので、むろんのこと、教会トリオにもスポットが当たります。

　しかし、ただ試合が進むわけでもなく、その陰かげでイッセーたちをハメようとするモノが……？　ここまで残してある伏線、敵かたき役やくを片付けるのも最終章ですので、予想してお待ちいただければなと思います。

　──と、23巻の予告をしておいて何ですが、スケジュール的に次はＤＸ３巻です。

　一部イベントで配られたゼノヴィアとイリナの出会いを描いた幻まぼろしの短編『クロス・クライシス』がついに収録となります。

　貴重な一冊になると思いますので、ゼノヴィアとイリナのファンは必見です。

　そのようなわけで次回もよろしくお願い致します。

　あ、今後、最終章に関して何か企き画かくがあるかもしれませんので、ドラマガもチェックしてみてください。








石踏一榮

●いしぶみいちえい



１９８１年生まれ。生粋の千葉県民。同一世界観で作品群を展開しているＭＣＵ（マーベル・シネマティック・ユニバース）にとても憧れを抱きます。私もハイスクールＤ×Ｄの世界観を中心にした作品群を展開していきたいものです。いつか全作品の主人公が集結してクロスオーバーする一冊を書きたいですね。体力と気力を強く持ちたいです。
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